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林
智
康
教
授
は
、
昭
和
三
九
年
に
龍
谷
大
学
に
入
学
後
、
大
学
院
修
士
課
程
を
経
て
、
博
士
課
程
を
依
願
退

学
後
、
宗
学
院
で
研
鑛
を
積
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
七
年
に
九
州
（
佐
賀
）
龍
谷
短
期
大
学
仏
教
科

専
任
講
師
に
就
任
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
六
二
年
に
は
龍
谷
大
学
文
学
部
助
教
授
に
着
任
さ
れ
、
平
成
一
二
年
に

文
学
部
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
中
央
仏
教
学
院
の
講
師
、
浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
教
授
、
さ

ら
に
は
米
国
仏
教
大
学
院
、
ハ
ワ
イ
仏
教
研
究
所
、
武
蔵
野
大
学
、
韓
国
東
国
大
学
校
等
で
教
鞭
を
執
ら
れ
、

ま
た
本
願
寺
関
係
で
は
布
教
講
会
、
安
居
等
で
講
師
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
の
役
職
と
し
て
は
、
学
生
部

林
智
康
教
授
、
内
藤
知
康
教
授
、
廣
田
デ
ニ
ス
教
授
の
三
先
生
が
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
長
ら

く
ご
在
職
に
な
ら
れ
た
龍
谷
大
学
を
定
年
退
職
に
な
ら
れ
ま
す
。
誠
に
惜
別
の
思
い
一
入
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

三
教
授
と
も
ど
も
に
龍
谷
大
学
に
ご
着
任
以
来
今
日
ま
で
、
教
育
、
研
究
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
そ
の
大
い

な
る
学
恩
に
対
し
て
甚
深
の
謝
意
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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内
藤
知
康
教
授
は
、
昭
和
四
六
年
に
龍
谷
大
学
に
入
学
後
、
大
学
院
修
士
課
程
を
経
て
、
博
士
課
程
を
依
願

退
学
後
、
宗
学
院
で
研
鐙
を
積
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
四
年
に
龍
谷
大
学
助
教
授
に
着
任
さ
れ
、
平
成

一
二
年
に
文
学
部
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
中
央
仏
教
学
院
の
講
師
、
浄
土
真
宗
教
学
研
究
所

助
教
授
、
浄
土
真
宗
聖
典
編
纂
委
員
会
編
纂
委
員
、
さ
ら
に
は
本
願
寺
派
勧
学
寮
員
等
の
役
職
を
勤
め
ら
れ
、

先
生
は
、
真
宗
教
義
学
、
真
宗
教
学
史
の
領
域
に
広
い
関
心
を
持
た
れ
、
親
鶯
の
教
義
、
覚
如
、
存
覚
さ
ら

に
は
蓮
如
の
教
義
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
研
究
成
果
と
し
て
『
蓮
如
教
学
の
研
究
』
『
愚
禿
紗

講
讃
』
『
顕
浄
土
真
実
信
文
類
（
本
）
講
讃
』
『
親
鶯
読
み
解
き
事
典
』
等
多
数
の
著
書
、
論
文
を
上
梓
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
先
生
の
研
究
に
お
い
て
特
記
さ
れ
る
点
は
、
唯
円
の
明
か
し
た
と
見
ら
れ
る
『
歎
異
抄
』

に
つ
い
て
は
、
特
に
強
く
関
心
を
持
た
れ
、
そ
の
成
果
と
し
て
『
歎
異
抄
講
讃
』
、
さ
ら
に
は
編
著
と
し
て

『
歎
異
抄
事
典
』
等
を
出
版
さ
れ
、
親
鶯
研
究
に
つ
い
て
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
一
般
の
関
心
を
も
大
い
に
惹

起
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
業
績
に
対
し
て
大
い
な
る
尊
崇
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

長
、
宗
教
部
長
、
真
宗
学
会
長
の
重
責
に
あ
た
ら
れ
、
さ
ら
に
学
外
に
お
か
れ
て
は
、
真
宗
連
合
学
会
理
事
、

日
本
印
度
仏
教
学
会
理
事
等
を
お
務
め
に
な
り
、
学
生
の
教
育
、
大
学
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。 題

言

二



さ
ら
に
は
米
国
仏
教
大
学
院
、
ハ
ワ
イ
仏
教
研
究
所
、
韓
国
東
国
大
学
校
等
で
教
鞭
を
執
ら
れ
、
ま
た
本
願
寺

関
係
で
は
安
居
等
で
講
師
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
の
役
職
と
し
て
は
、
教
学
部
長
、
宗
教
部
長
、
大
学
院

実
践
真
宗
学
研
究
科
長
、
仏
教
文
化
研
究
所
長
、
真
宗
学
会
長
の
重
責
に
あ
た
ら
れ
、
さ
ら
に
学
外
に
お
か
れ

て
は
、
真
宗
連
合
学
会
理
事
、
日
本
印
度
仏
教
学
会
評
議
員
等
を
も
お
務
め
に
な
り
、
学
生
の
教
育
、
大
学
の

発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
真
宗
教
義
学
、
真
宗
教
学
史
の
領
域
に
強
い
関
心
を
持
た
れ
、
親
鶯
の
教
義
、
江
戸
期
に
お
け
る

真
宗
教
学
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
研
究
成
果
と
し
て
『
安
楽
集
講
読
』
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証

文
類
』
『
安
心
論
題
を
学
ぶ
』
等
多
数
の
著
書
、
論
文
を
上
梓
さ
れ
、
直
近
に
お
い
て
は
『
顕
浄
土
真
実
教
行

証
文
類
（
コ
ロ
タ
イ
プ
版
）
解
説
』
（
共
著
）
や
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
（
解
説
論
集
）
』
（
共
著
）
を
執

筆
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
先
生
の
研
究
に
お
い
て
特
筆
さ
れ
る
点
は
、
親
鶯
の
教
義
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
解
釈
が
渦
巻
く
現
代
に
お
い
て
、
こ
と
に
真
宗
に
お
け
る
行
の
問
題
、
な
ら
び
に
往
生
浄
土
の
問
題
等
に
つ

い
て
、
積
極
的
に
そ
の
理
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
業
績
に
対
し
て
大
い
な
る
崇
敬

の
念
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

廣
田
デ
ニ
ス
教
授
は
、
昭
和
四
二
年
に
ご
己
ぐ
①
曇
ｑ
ａ
Ｏ
豊
さ
昌
国
》
国
閏
篇
一
望
、
さ
ら
に
蟹
ロ
甸
国
ロ
‐
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ｇ
の
８
陣
国
司
ロ
ョ
語
邑
ど
の
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
さ
れ
、
平
成
二
年
に
筑
紫
女
学
園
大
学
の
教
授
に

着
任
さ
れ
、
平
成
一
五
年
に
は
龍
谷
大
学
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
は
、
本
願
寺
国
際
セ
ン
タ
ー

の
西
①
且
弓
国
国
の
匿
さ
局
を
長
年
勤
め
ら
れ
、
さ
ら
に
は
ｎ
ｏ
信
翼
①
口
己
ぐ
①
星
ご
》
国
四
三
四
ａ
ご
己
ぐ
①
昼
ご
》

宮
の
葺
三
①
旦
団
ａ
号
璽
の
言
島
①
の
ゞ
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
聾
．
シ
昌
吋
の
急
の
口
昌
ぐ
①
国
ご
》
浮
三
‐

匿
己
等
の
客
員
教
授
、
客
員
研
究
員
等
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
先
生
は
平
成
八
年
に
は
名
古
屋
大
学
大

学
院
（
東
洋
哲
学
）
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
研
究
業
績
は
、
長
い
親
鶯
の
著
作
に
お
け
る
翻
訳
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
宗

教
の
思
想
表
現
と
し
て
の
言
葉
に
対
す
る
関
心
は
こ
と
の
ほ
か
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
研
究
成
果
が
日

本
語
で
出
版
さ
れ
た
『
親
鶯
ｌ
宗
教
言
語
の
革
命
者
』
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
翻
訳
関
係
の
著
書
と
し
て
は

ご
菖
薑
房
言
』
乏
。
』
ご
号
発
ご
尽
記
Ｒ
ｏ
ミ
ミ
容
篇
夢
、
冒
冒
一
春
、
号
§
碁
命
エ
ミ
伊
§
＆
ミ
ミ
罪
い
ミ
ミ
湧

旦
尋
二
蚕
薑
鳥
忍
長
ミ
ミ
雷
ミ
ミ
ミ
討
昌
こ
§
§
、
出
目
喜
鼠
ご
蔵
§
旦
胃
吾
噌
ミ
言
昌
夢
一
惠
薑
Ｑ
雪
尋
、

型
ミ
駒
Ｏ
言
胃
ミ
嵐
誉
空
旦
尋
、
ミ
ミ
ミ
尋
亀
畠
負
団
慧
昌
尋
量
顛
尋
が
あ
り
ま
す
が
、
何
と
言
っ
て
も

先
生
の
研
究
業
績
と
し
て
特
記
さ
れ
る
の
は
ご
蔚
Ｏ
ｏ
寺
ミ
Ｑ
一
二
蚤
旦
望
ミ
ミ
薑
》
ぐ
。
盲
目
の
房
目
篇

君
国
言
甥
の
翻
訳
主
任
、
な
ら
び
に
く
○
盲
目
①
目
”
宮
口
○
号
の
吾
屋
色
○
の
の
畠
①
の
〕
四
己
詞
①
四
日
長
匿
房
、
の

共
同
執
筆
を
務
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
翻
訳
に
よ
っ
て
親
鶯
思
想
が
海
外
で
も
学
術
的
意
味
に
お
い
て
本

題

言

四



改
め
て
三
先
生
の
ご
業
績
、
ご
活
動
を
想
起
す
る
と
き
、
報
難
辛
苦
の
ご
苦
労
と
恩
情
あ
ふ
れ
る
ご
指
導
に

深
い
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
深
甚
な
る
学
恩
に
対
し
て
お
礼
の
意
味
を
込
め

学
会
誌
『
真
宗
学
』
特
集
号
ｌ
親
鶯
仏
教
の
研
究
ｌ
を
三
先
生
に
奉
呈
致
し
ま
す
。

最
後
に
、
親
鶯
聖
人
の
著
述
の
も
っ
と
も
円
熟
し
た
時
代
は
七
○
歳
か
ら
八
○
歳
前
半
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
三
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
真
宗
学
の
発
展
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
一
層
の
ご
活
躍
を
念
じ
て
題
言
と
致
し
ま
す
。

格
的
な
研
究
が
可
能
に
な
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
翻
訳
と
い
う
地
道
な
研
究

を
一
途
に
勤
め
ら
れ
た
こ
と
に
深
い
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

題
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略
歴
昭
和
三
六
年

昭
和
三
九
年

昭
和
三
九
年

昭
和
四
三
年

昭
和
四
三
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
八
年

昭
和
四
八
年

昭
和
四
八
年

昭
和
四
九
年

昭
和
五
一
年

昭
和
五
四
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
八
年

昭
和
六
二
年

林
智
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

林
智
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

四
月

三
月

四
月

三
月

四
月

三
月

四
月

三
月

四
月

四
月

四
月

四
月

四
月

四
月

四
月

四
月

四
月

福
岡
県
立
田
川
高
等
学
校
入
学

福
岡
県
立
田
川
高
等
学
校
卒
業

龍
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
真
宗
学
専
攻
入
学

龍
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
真
宗
学
専
攻
卒
業

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
真
宗
学
専
攻
入
学

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
真
宗
学
専
攻
修
了

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
真
宗
学
専
攻
入
学

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
真
宗
学
専
攻
単
位
取
得
満
期
退
学

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
学
院
入
学

平
安
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
英
語
担
当
（
昭
和
四
九
年
三
月
ま
で
）

平
安
高
等
学
校
教
諭
宗
教
・
英
語
担
当
（
昭
和
五
七
年
三
月
ま
で
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
学
院
卒
業

中
央
仏
教
学
院
講
師
（
昭
和
五
六
年
三
月
ま
で
）

龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
仏
教
科
非
常
勤
講
師
（
昭
和
五
七
年
三
月
ま
で
）

九
州
（
佐
賀
）
龍
谷
短
期
大
学
仏
教
科
専
任
講
師
（
昭
和
五
八
年
三
月
ま
で
）

九
州
（
佐
賀
）
龍
谷
短
期
大
学
仏
教
科
助
教
授
（
昭
和
六
二
年
三
月
ま
で
）

龍
谷
大
学
文
学
部
助
教
授
（
平
成
二
年
三
月
ま
で
）
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平
成
二
年

平
成
二
年

平
成
四
年

平
成
四
年

平
成
五
年

平
成
七
年

平
成
九
年

平
成
九
年

平
成
一
二
年

平
成
一
三
年

平
成
一
四
年

平
成
一
六
年

平
成
一
七
年

平
成
一
八
年

平
成
一
九
年

平
成
一
九
年

平
成
一
九
年

平
成
一
九
年

平
成
一
九
年

平
成
二
一
年

林
智
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

四
月

九
月

四
月

四
月

四
月

四
月

三
月

九
月

四
月

七
月

九
月

七
月

三
月

四
月

四
月

四
月

四
月

七
月

九
月

四
月

龍
谷
大
学
法
学
部
助
教
授
（
平
成
四
年
三
月
ま
で
）

布
教
講
会
掌
議

龍
谷
大
学
法
学
部
教
授
（
平
成
一
二
年
三
月
ま
で
）

中
央
仏
教
学
院
学
校
教
育
部
講
師
（
平
成
二
○
年
三
月
ま
で
）

中
央
仏
教
学
院
通
信
教
育
部
講
師
（
現
在
に
至
る
）

浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
教
授
（
平
成
一
二
年
三
月
ま
で
）

Ｉ
Ｂ
Ｓ
（
米
国
仏
教
大
学
院
）
龍
谷
セ
ミ
ナ
ー
の
講
義

布
教
講
会
掌
議

龍
谷
大
学
文
学
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）

安
居
副
講
（
『
歎
異
抄
講
讃
』
）

布
教
講
会
副
講
（
『
真
宗
和
語
聖
教
二
念
多
念
文
意
・
唯
信
紗
文
意
・
尊
号
真
像
銘
文
一
』
）

安
居
副
講
（
『
愚
禿
紗
講
讃
』
）

Ｂ
Ｓ
Ｃ
（
ハ
ワ
イ
仏
教
研
究
所
）
講
義

武
蔵
野
大
学
非
常
勤
講
師
（
集
中
講
義
）

龍
谷
大
学
学
生
部
長
（
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
）

龍
谷
教
学
会
議
監
査
委
員
（
現
在
に
至
る
）

龍
谷
総
合
学
園
教
育
専
門
委
員
会
委
員
長
（
現
在
に
至
る
）

安
居
典
議

韓
国
東
国
大
学
校
講
義

大
学
院
文
学
研
究
科
論
文
審
査
委
員
（
現
在
に
至
る
）

八



講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
パ
ネ
ル

平
成
六
年
六
月
二
九
日
龍
谷
教
学
会
議
第
三
○
回
大
会
「
蓮
如
上
人
と
浄
土
異
流
」
司
会
（
龍
谷
大
学
）

平
成
一
○
年
一
○
月
二
三
日
龍
谷
大
学
宗
教
部
主
催
「
蓮
如
上
人
と
現
代
」
司
会
（
龍
谷
大
学
）

平
成
一
四
年
六
月
一
二
日
龍
谷
教
学
会
議
第
三
八
回
大
会
「
宗
教
の
社
会
的
使
命
」
パ
ネ
リ
ス
ト
（
龍
谷
大
学
）

平
成
二
○
年
七
月
六
日
第
一
五
回
真
宗
大
谷
派
教
学
大
会
「
真
宗
教
学
と
仏
事
ｌ
『
歎
異
抄
』
・
『
親
鶯
伝
絵
』
・
『
御
文
章
』
ｌ
」
（
大

谷
大
学
）

平
成
二
○
年
九
月
一
四
日
日
本
宗
教
学
会
第
六
七
回
学
術
大
会
「
仏
教
と
心
理
学
の
接
点
と
そ
の
意
義
」
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
司
会

（
筑
波
大
学
）

平
成
二
一
年
六
月
一
四
日
国
際
真
宗
学
会
「
『
歎
異
抄
』
翻
訳
の
諸
問
題
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
龍
谷
大
学
）

平
成
二
三
年
二
月
二
九
日
龍
谷
大
学
人
間
・
科
学
・
宗
教
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
「
親
鶯
聖
人
に
お
け
る
死
生
観
と
超
越
」
パ
ネ
リ
ス

ト
（
龍
谷
大
学
）

平
成
二
一
年
一
二
月

平
成
二
二
年
四
月

平
成
二
二
年
六
月

平
成
二
二
年
二
月

平
成
二
三
年
四
月

平
成
二
三
年
四
月

平
成
二
三
年
七
月

平
成
二
四
年
四
月

林
智
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

九
州
龍
谷
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
（
集
中
講
義
）

龍
谷
大
学
人
間
・
科
学
・
宗
教
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
ュ
ニ
ッ
ト
三
代
表
（
平
成
二
五
年
三
月
ま
で
）

真
宗
連
合
学
会
理
事
（
平
成
二
四
年
六
月
ま
で
）

真
宗
学
会
会
長
（
平
成
二
四
年
二
月
ま
で
）

大
学
院
文
学
研
究
科
入
試
運
営
委
員
（
平
成
二
五
年
三
月
ま
で
）

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
理
事
（
平
成
二
五
年
二
月
ま
で
）

安
居
本
講
（
『
顕
浄
土
真
実
信
文
類
（
本
）
講
讃
』
）

龍
谷
大
学
宗
教
部
長
（
平
成
二
六
年
三
月
ま
で
）

九



著
書
の
部

平
成
二
五
年
九
月
七
日
日
本
宗
教
学
会
第
七
二
回
学
術
大
会
「
浄
土
真
宗
と
妙
好
人
ｌ
無
対
辞
思
想
と
の
関
わ
り
ｌ
」
パ
ネ
リ
ス
ト

（
國
學
院
大
学
）

平
成
二
五
年
九
月
一
三
日
日
本
仏
教
学
会
二
○
一
三
年
度
学
術
大
会
（
第
八
三
回
大
会
）
（
早
稲
田
大
学
）

田
中
ケ
ネ
ス
氏
「
如
来
蔵
思
想
の
信
解
（
且
巨
冒
晨
邑
と
親
鶯
思
想
の
信
心
の
展
開
と
実
践
」
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー

田
代
俊
孝
氏
「
念
仏
信
仰
の
展
開
と
実
践
ｌ
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
を
通
し
て
ｌ
」
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

『
仏
の
願
い
』

『
親
鴬
聖
人
と
〈

「
教
学
研
究
所
一

『
歎
異
抄
講
讃
』

『
愚
禿
紗
講
讃
』

『
浄
土
真
宗
の
唾

「
蓮
如
教
学
の
研
究
』

「
蓮
如
卜

『
蓮
如
の

『
ま
こ
シ

『
真
圭
示
Ｉ

林
智
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

色
ｌ
」

の
舞
謬
ア
ス
」

Ⅷ
ｎ
ｄ
吉
『

臣
垂
究

新
人
物
往
立

探
究
社

百
華
苑

永
五
文
昌
苦

が
圧
文
昌
堂

午
願
寺
出
版

が
丑
文
日
ヨ
堂

一

○

七
丘
汁
一
一
Ｐ

七
年
一
言

九
年
五
円

九
年
二
円

○
年
一
百

二
年
五
円

二
年
六
円

三
年
三
円

三
年
七
日

六
年
七
百

レ
〕
エ
十
一
ヨ

書
名

単
著
／
共
著

発
行

発
行
年
月
日



『
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
』

『
月
々
の
こ
と
ば
』
（
平
成
二
○
年
度
真
宗
教
団
連
合
カ
レ
ン
ダ
ー
標
語
）

『
親
鶯
聖
人
と
建
学
の
精
神
』

『
仏
恩
を
報
ず
る
』

『
顕
浄
土
真
実
信
文
類
（
本
）
講
讃
』

『
道
の
手
帖
親
鶯
』
「
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読
み
と
く
親
鶯
」

『
東
ア
ジ
ア
思
想
に
お
け
る
死
生
観
と
超
越
（
龍
谷
大
学
人
間
・
科
学
・
宗
教

オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
研
究
叢
書
）
』

『
浄
土
和
讃
信
を
勧
め
疑
い
を
誠
め
る
』

『
歎
異
抄
の
教
学
史
的
研
究
（
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書
一
七
）
』

『
親
鶯
聖
人
の
歩
ま
れ
た
道
』
（
二
（
二
）
（
三
）

『
真
宗
和
語
聖
教
ｌ
一
念
多
念
文
意
・
唯
信
紗
文
意
・
尊
号
真
像
銘
文
ｌ
』
単
著

『
浄
土
和
讃
』
①
ｌ
⑭
（
『
季
刊
せ
い
て
ん
』
七
二
’
八
五
「
聖
典
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
」
）
単
著

林
智
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

単
著

共
著

単
著
単
著

単
著

共
著

編
著

共
著単

著
一
探
究
社

単
著

龍
谷
大
学
仏
教

文
化
研
究
所

探
究
社

本
願
寺
出
版
社

永
田
文
昌
堂

探
究
社

永
田
文
昌
堂

河
出
書
房
新
社

方
丈
堂
出
版

百
華
苑

本
願
寺
出
版
社

百
華
苑

一
一 平

成
一
九
年
八
月

平
成
一
九
年
九
月

平
成
二
一
年
一
○
月

平
成
二
三
年
三
月

平
成
二
三
年
七
月

平
成
二
三
年
一
二
月

平
成
二
五
年
三
月

平
成
一
七
年
八
月

平
成
一
七
年
九
月
ｌ

平
成
二
○
年
一
二
月

平
成
一
八
年
六
月
ｌ

平
成
二
○
年
一
二
月

平
成
一
九
年
三
月

平
成
二
五
年
四
月



学
術
論
文
の
部

凛
筐
汀
学
士
注
諸

規
萱
聖
人
の
宿

任
生
浄
土
霞
‐

『
教
行
信
証
」

一
二

林
智
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

謡屈

と

、
〔
幻
Ⅳ
》

）
『

『
攻

＝

(7

Ｈ
靜

即
監

平
寺

扉 11

詔
学
研
突
品

弟
五
六
号

耒
第
四
六
口

風ノ ヨノ 詞』

菩研論研
■■■

叩 一

Ｃ
巻
儘

一
巻
儘

二
皇
《

「
詫

哩
三

■ Ⅱ

一
一
一

論
文
名

備
考

発
行
年
月



親
鶯
聖
人
に
お
け
る
現
世
利
益
観

真
宗
に
お
け
る
神
祇
観

親
鶯
に
お
け
る
善
導
著
述
の
引
用
文

聖
徳
太
子
と
親
鶯
聖
人

親
鶯
聖
人
の
書
簡
（
消
息
）
と
『
末
灯
紗
』

親
鶯
書
簡
と
異
義

真
宗
本
尊
義
に
つ
い
て

蓮
如
上
人
と
御
文
章

蓮
如
上
人
と
異
義

真
宗
の
信
心
と
二
種
深
信

蓮
如
上
人
と
浄
土
異
流

『
蓮
如
上
人
御
一
代
間
書
』
に
つ
い
て

『
歎
異
抄
』
の
研
究
ｌ
江
戸
期
に
お
け
る
写
本
・
刊
本

等
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

蓮
如
上
人
に
学
ぶ
ｌ
『
歎
異
抄
』
と
『
御
文
章
』
ｌ

蓮
如
上
人
と
御
詠
歌

親
鶯
と
『
大
集
経
』

『
教
行
信
証
』
と
『
弁
正
論
』

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
引
用
文
の
研
究
ｌ
『
弁
正

論
』
に
つ
い
て
ｌ

「
正
信
念
仏
偶
」
と
「
念
仏
正
信
偶
」

林
智
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

教
学
研
究
所
紀
要
第
四
号

真
宗
学
第
九
三
号

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
四
四
巻
第
二
号

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
四
五
巻
第
二
号

龍
谷
紀
要
第
一
八
巻
第
二
号

仏
教
文
化
第
二
号

真
宗
学
第
七
八
号

龍
谷
大
学
論
集
第
四
三
三
号

龍
谷
大
学
論
集
第
四
三
四
・
四
三
五
合
併
号

龍
谷
紀
要
第
一
二
巻
第
二
号

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
四
○
巻
第
二
号

日
本
仏
教
学
会
年
報
第
五
七
号

真
宗
学
第
八
六
号

龍
谷
教
学
第
二
八
号

龍
谷
紀
要
第
一
五
巻
第
二
号

真
宗
研
究
第
三
九
号

真
宗
学
第
九
一
・
九
二
合
併
号

宗
教
研
究
第
六
八
巻
第
四
輯
（
三
○
三
）

村
上
速
水
喜
寿
記
念
論
集
『
親
鶯
教
学
論
叢
』

平
成
九
年
五
月

一
一
一
一 平

成
平
成
平
成
平
成

平
成

昭
和
六
一
年
三
月

昭
和
六
三
年
三
月

平
成
元
年
二
月

平
成
元
年
三
月

平
成
三
年
三
月

平
成
四
年
三
月

平
成
四
年
五
月

平
成
四
年
三
月

平
成
五
年
六
月

平
成
六
年
二
月

平
成
七
年
一
月

平
成
七
年
三
月

平
成
七
年
三
月

七
年
八
年
八
年
九
年

九
年

九
月

一
月

三
月

三
月

三
月



真
実
と
方
便
の
関
係
ｌ
『
教
行
信
証
』
の
「
化
身
土

巻
」
を
中
心
に
ｌ

真
宗
の
死
生
観
ｌ
往
生
思
想
と
関
連
し
て
ｌ

蓮
如
上
人
と
「
正
信
偶
」

『
教
行
信
証
』
と
『
一
念
多
念
文
意
』

『
教
行
信
証
』
と
『
一
念
多
念
文
意
』

『
歎
異
抄
』
と
異
義

『
教
行
信
証
』
と
『
唯
信
紗
文
意
』

『
教
行
信
証
』
と
『
尊
号
真
像
銘
文
』
（
二

『
教
行
信
証
』
と
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』

『
教
行
信
証
』
と
『
愚
禿
紗
』

覚
如
教
学
の
研
究

存
覚
教
学
の
研
究

『
教
行
信
証
』
と
『
尊
号
真
像
銘
文
』
（
二
）

『
歎
異
抄
』
の
異
義
に
つ
い
て

『
愚
禿
紗
』
と
『
観
経
疏
』
三
心
釈

「
三
帖
和
讃
」
の
撰
述

『
歎
異
抄
』
に
お
け
る
念
仏
の
意
義

『
歎
異
抄
』
と
覚
如
教
学

真
宗
に
お
け
る
信
心
と
救
済

林
智
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

渡
邊
隆
生
教
授
還
暦
記
念
論
集
『
仏
教
思
想
文
化
史
論

叢
』中
央
仏
教
学
院
紀
要
第
二
号

『
蓮
如
上
人
研
究
ｌ
教
義
篇
』

真
宗
学
第
九
七
・
九
八
合
併
号

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
四
六
巻
第
二
号

宗
教
研
究
第
七
一
巻
第
四
輯
（
三
一
四
）

真
宗
学
第
九
九
・
一
○
○
合
併
号

龍
谷
紀
要
第
二
一
巻
第
一
号

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
四
八
巻
第
二
号

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
四
九
巻
第
二
号

宗
教
研
究
第
七
四
巻
第
四
輯
（
三
二
七
）

宗
教
研
究
第
七
五
巻
第
四
輯
（
三
三
一
）

真
宗
学
第
一
○
五
・
一
○
六
合
併
号

龍
谷
大
学
論
集
第
四
六
三
号

真
宗
学
第
一
○
九
・
二
○
合
併
号

真
宗
学
第
一
二
・
二
二
合
併
号

矢
田
了
章
・
林
智
康
編
『
歎
異
抄
の
教
学
史
的
研
究
』

真
宗
研
究
第
五
四
輯

宗
教
研
究
第
八
二
巻
第
四
輯
（
三
五
九
）

一
四平

成
九
年
六
月

平
成
九
年

平
成
一
○
年

平
成
一
○
年

平
成
一
○
年

平
成
一
○
年

平
成
二
年

平
成
二
年

平
成
一
二
年

平
成
一
三
年

平
成
一
三
年

平
成
一
四
年

平
成
一
四
年

平
成
一
六
年

平
成
一
六
年

平
成
一
七
年

平
成
一
九
年

平
成
二
○
年

平
成
二
一
年

八
月
二
月
三
月

三
月

三
月
三
月

八
月
三
月
三
月

三
月
三
月
三
月

一
月
三
月
三
月
三
月

三
月

三
月



辞
書
類
の
部

龍
樹
菩
薩
と
親
鴬
聖
人
ｌ
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
を
中
心

と
し
て
ｌ

真
宗
教
学
と
仏
事
ｌ
『
歎
異
抄
』
・
『
親
鴬
伝
絵
』
・
『
御

文
章
』
ｌ

宗
教
心
理
と
浄
土
真
宗

道
緯
禅
師
と
親
鴬
聖
人

浄
土
真
宗
と
現
代
社
会

『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
阿
闇
世
の
救
済
と
逆
誇
除
取

浄
土
真
宗
と
妙
好
人

浄
土
真
宗
と
妙
好
人
ｌ
無
対
辞
思
想
と
の
関
わ
り
ｌ

浄
土
真
宗
に
お
け
る
信
心
と
救
い

源
信
和
尚
と
親
鶯
聖
人

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅲ
８
の
発
表
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

林
智
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

宗
教
研
究
第
八
三
巻
第
四
輯
（
三
六
三
）

真
宗
学
第
一
二
三
・
一
二
四
合
併
号

宗
教
研
究
第
八
五
巻
第
四
輯
（
三
七
二

宗
教
研
究
第
八
六
巻
第
四
輯
（
三
七
五
）

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
六
二
巻
第
二
号

宗
教
研
究
第
八
七
巻
第
四
輯
（
三
七
九
）

友
久
久
雄
先
生
退
職
記
念
論
集

真
宗
学
第
一
二
九
・
一
三
○
合
併
号

日
本
仏
教
学
会
年
報
第
七
九
号

真
宗
教
学
研
究
第
三
○
号

真
宗
学
第
二
九
・
一
二
○
合
併
号

一

五 平
成
二
二
年
三
月

平
成
二
三
年
三
月

平
成
二
四
年
三
月

平
成
二
五
年
三
月

平
成
二
六
年
三
月

平
成
二
六
年
三
月

平
成
二
六
年
三
月

平
成
二
六
年
三
月

平
成
二
六
年
六
～
七
月
予
定

平
成
二
一
年
六
月

平
成
二
一
年
三
月

『
仏
教
大
事
典
（
国
ご
ロ
ロ
国
門
と
』

『
逆
引
仏
教
語
辞
典
』

『
歎
異
抄
事
典
』

『
親
鴬
読
み
解
き
事
典
』

書
名

共
著
共
著
編
著
編
著

単
著
／
共
著

柏柏柏小
言書書
一一一

房房房

学
館
発
行

昭
和
六
三
年
七
月

平
成
七
年
二
月

平
成
四
年
三
月

平
成
一
八
年
五
月

発
行
年
月
日



略
歴
昭
和
三
六
年

昭
和
三
九
年

昭
和
三
九
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
六
年

昭
和
五
年

昭
和
五
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
五
年

昭
和
五
六
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
八
年

昭
和
五
九
年

内
藤
知
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

内
藤
知
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

四
月

三
月

四
月

九
月

四
月

三
月

四
月

三
月

四
月

三
月

十
月

四
月

四
月

四
月

三
月

四
月

四
月

大
阪
府
立
市
岡
高
等
学
校
入
学

大
阪
府
立
市
岡
高
等
学
校
卒
業

大
阪
大
学
理
学
部
高
分
子
学
科
入
学

大
阪
大
学
理
学
部
高
分
子
学
科
中
退

龍
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
真
宗
学
専
攻
入
学

龍
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
真
宗
学
専
攻
卒
業

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
真
宗
学
専
攻
入
学

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
真
宗
学
専
攻
修
了

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
真
宗
学
専
攻
入
学

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
真
宗
学
専
攻
単
位
取
得
に
よ
る
依
願
退
学

福
井
教
区
若
狭
組
覺
成
寺
に
衆
徒
転
換
（
鷲
原
か
ら
内
藤
へ
改
姓
）

本
願
寺
派
宗
学
院
入
学

龍
谷
大
学
兼
任
講
師
（
昭
和
五
十
九
年
三
月
ま
で
）

浄
土
真
宗
聖
典
編
蟇
委
員
会
専
門
委
員
（
平
成
四
年
三
月
ま
で
）

本
願
寺
派
宗
学
院
卒
業

浄
土
真
宗
聖
典
編
蟇
委
員
会
編
纂
主
任
補
佐
（
昭
和
六
十
年
五
月
ま
で
）

中
央
仏
教
学
院
・
学
校
教
育
部
講
師
（
平
成
四
年
三
月
ま
で
）

一
一
ハ



昭
和
六
○
年

昭
和
六
○
年

昭
和
六
○
年

昭
和
六
二
年

平
成
元
年

平
成
二
年

平
成
四
年

平
成
四
年

平
成
四
年

平
成
四
年
一

平
成
六
年

平
成
九
年

平
成
二
年

平
成
二
年

平
成
一
二
年

平
成
一
二
年

平
成
一
二
年
一

平
成
一
三
年

平
成
一
五
年

平
成
一
五
年

内
藤
知
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

五
月

六
月

九
月

四
月

四
月

八
月

四
月

四
月

四
月

一
月

四
月

一
月

七
月

四
月

四
月

七
月

一
月

四
月

四
月

七
月

本
願
寺
派
勧
学
寮
主
事
（
平
成
元
年
三
月
ま
で
）

龍
谷
教
学
会
議
常
任
委
員
（
平
成
六
年
三
月
ま
で
）

中
央
仏
教
学
院
通
信
教
育
部
講
師
（
現
在
に
至
る
）

龍
谷
大
学
兼
任
講
師
（
平
成
四
年
三
月
ま
で
）

本
願
寺
派
勧
学
寮
賛
事
（
平
成
二
年
八
月
ま
で
）

本
願
寺
派
勧
学
寮
部
長
（
平
成
四
年
三
月
ま
で
）

龍
谷
大
学
助
教
授
（
平
成
十
二
年
三
月
ま
で
）

浄
土
真
宗
聖
典
編
纂
委
員
会
編
纂
委
員
（
平
成
十
六
年
三
月
ま
で
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
学
研
究
所
助
教
授
（
平
成
十
二
年
三
月
ま
で
）

龍
谷
大
学
真
宗
学
会
評
議
員
（
平
成
十
二
年
十
一
月
ま
で
）

中
央
仏
教
学
院
・
学
校
教
育
部
講
師
（
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
）

学
階
司
教
を
授
け
ら
れ
る

安
居
副
講
者
と
し
て
『
安
楽
集
』
を
講
義
す
る

龍
谷
教
学
会
議
常
任
委
員
・
事
務
局
長
（
平
成
十
八
年
十
一
月
ま
で
）

龍
谷
大
学
教
授
（
現
在
に
至
る
）

安
居
典
議
と
し
て
会
読
を
指
導
す
る

龍
谷
大
学
真
宗
学
会
理
事
（
現
在
に
至
る
）

龍
谷
大
学
教
学
部
長
（
平
成
十
五
年
三
月
ま
で
）

龍
谷
大
学
文
学
部
選
出
評
議
員
（
平
成
二
十
年
三
月
ま
で
）

安
居
典
議
と
し
て
会
読
を
指
導
す
る

一

七



平
成
一
六
年
四
月

平
成
一
六
年
四
月

平
成
一
七
年
三
月
・
四
月

平
成
一
七
年
四
月

平
成
一
八
年
十
一
月

平
成
一
九
年
八
月
・
九
月

平
成
二
○
年
四
月

平
成
二
一
年
四
月

平
成
二
一
年
四
月

平
成
二
一
年
四
月

平
成
一
二
年
四
月

平
成
二
一
年
七
月

平
成
二
一
年
九
月

平
成
二
二
年
一
月

平
成
二
三
年
四
月

平
成
二
四
年
四
月

平
成
二
四
年
四
月

平
成
二
五
年
四
月

内
藤
知
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

中
央
仏
教
学
院
・
学
校
教
育
部
講
師
（
平
成
二
十
年
三
月
ま
で
）

本
願
寺
派
宗
務
所
・
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
（
平
成
二
十
三
年
三
月
ま
で
）

米
国
仏
教
大
学
院
（
田
辺
に
出
講

学
階
勧
学
を
授
け
ら
れ
る

龍
谷
教
学
会
議
常
任
委
員
（
現
在
に
至
る
）

ハ
ワ
イ
仏
教
研
究
所
ａ
の
Ｏ
に
出
講

龍
谷
大
学
宗
教
部
長
（
平
成
二
十
二
年
三
月
ま
で
）

龍
谷
大
学
大
学
院
実
践
真
宗
学
研
究
科
長
（
平
成
二
十
三
年
三
月
ま
で
）

真
宗
学
研
究
財
団
評
議
員
（
平
成
二
十
五
年
三
月
ま
で
）

東
京
仏
教
学
院
講
師
（
現
在
に
至
る
）

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
評
議
員
（
平
成
二
十
五
年
二
月
ま
で
）

安
居
本
講
師
と
し
て
「
顕
浄
土
真
実
行
文
類
」
を
講
義
す
る

韓
国
東
国
大
学
校
に
出
講

改
悔
批
判
を
与
奪
さ
れ
る

日
本
仏
教
学
会
理
事
（
平
成
二
十
五
年
三
月
ま
で
）

本
願
寺
派
勧
学
寮
員
（
現
在
に
至
る
）

中
央
仏
教
学
院
・
学
校
教
育
部
講
師
（
現
在
に
至
る
）

真
宗
学
研
究
財
団
理
事
（
現
在
に
至
る
）

一

八



学
術
論
文
の
部

著
書
の
部見

笂
説
の

内
藤
知
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

(_）宕
戸

一

九

論
文
名

備
考

発
行
年
月

親
鴬
聖
人
の
こ
と
ば

御
文
章
を
聞
く

安
楽
集
講
読

新
編
安
心
論
題
綱
要

安
心
論
題
を
学
ぶ

往
生
と
還
浄

や
わ
ら
か
な
眼

浄
土
三
部
経
と
七
祖
の
教
え

顕
浄
土
真
実
行
文
類
講
読

今
、
浄
土
を
考
え
る

真
宗
保
育
の
歴
史

顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
（
コ
ロ
タ
イ
プ
版
）

解
説
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
（
解
説
論
集
）

書
名

共
著
（
共
著
者
皿
村
上
速
水
）

単
著
単
著
共
著
単
著
単
著
単
著
共
著
単
著
共
著
共
著
共
著

共
著

単
著
／
共
著

法
蔵
館

本
願
寺
出
版
社

永
田
文
昌
堂

本
願
寺
出
版
社

本
願
寺
出
版
社

永
田
文
昌
堂

本
願
寺
出
版
社

本
願
寺
出
版
社

永
田
文
昌
堂

本
願
寺
出
版
社

真
宗
保
育
学
会

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
所

発
行

平
成
元
年
七
月

平
成
一
年
二
月

平
成
二
年
七
月

平
成
一
四
年
十
月

平
成
一
六
年
一
月

平
成
一
六
年
二
月

平
成
一
七
年
九
月

平
成
二
○
年
八
月

平
成
二
一
年
七
月

平
成
二
二
年
三
月

平
成
二
三
年
十
月

平
成
二
四
年
一
月

平
成
二
四
年
八
月

発
行
年
月
日



共
同
研
究
『
安
楽
集
』
に
お
け
る
引
用
文
の
研
究
（
ご

共
同
研
究
『
安
楽
集
』
に
お
け
る
引
用
文
の
研
究
（
二
）

親
鶯
教
義
に
於
け
る
信
心
の
智
慧
に
対
す
る
一
試
論

親
鶯
教
義
に
於
け
る
信
心
の
智
慧
（
二
）

親
鶯
教
義
に
於
け
る
信
心
の
智
慧
（
三
）

真
宗
教
学
の
論
理
構
造
ｌ
江
戸
宗
学
の
基
本
姿
勢
ｌ

真
宗
教
学
の
論
理
構
造
ｌ
衆
生
の
論
理
と
仏
の
論
理
ｌ

江
戸
宗
学
の
宗
体
論

真
宗
教
学
に
於
け
る
実
相
の
取
り
扱
い

他
方
世
界
と
し
て
の
浄
土

『
安
楽
集
』
に
お
け
る
道
緯
禅
師
の
浄
土
観

親
鶯
に
お
け
る
実
践
の
論
理
構
造

親
鶯
に
お
け
る
「
本
願
」
の
用
語
例
ｌ
特
に
『
教
行
信
証
』
に
お

い
て
ｌ

宗
祖
教
義
に
お
け
る
往
生
と
成
仏
ｌ
『
岩
波
仏
教
辞
典
』
の
記
述

を
縁
と
し
て
ｌ

真
宗
教
学
に
お
け
る
称
名
報
恩
の
意
義

親
鶯
の
神
祗
観
に
つ
い
て
の
一
考
察

宗
祖
の
往
生
観

親
鶯
聖
人
に
お
け
る
往
生
と
成
仏
ｌ
松
野
純
孝
博
士
の
『
親
鶯
聖

人
に
お
け
る
往
生
と
成
仏
』
に
就
い
て
の
疑
問
ｌ

「
方
便
化
身
土
文
類
」
の
意
義

曇
鶯
の
往
生
思
想
ｌ
『
往
生
論
註
』
を
中
心
と
し
て
Ｉ

内
藤
知
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

真
宗
研
究
会
紀
要
第
一
二
号

真
宗
研
究
会
紀
要
第
一
三
号

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
二
八
巻
第
二
号

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
二
九
巻
第
一
号

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
三
○
巻
第
二
号

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
三
一
巻
第
二
号

真
宗
学
第
六
八
号

宗
学
院
論
集
第
五
四
号

印
度
学
仏
教
学
研
究
第
三
二
巻
第
二
号

龍
谷
教
学
第
二
○
号

桐
溪
順
忍
和
上
追
悼
論
文
集

真
宗
学
第
七
五
・
七
六
合
併
号

北
畠
典
生
教
授
還
暦
記
念
『
日
本
の
仏
教
と

文
化
』

中
央
仏
教
学
院
紀
要
第
七
号

真
宗
学
第
八
七
号

龍
谷
紀
要
第
一
五
巻
一
号

真
宗
研
究
第
三
八
輯

中
西
智
海
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
『
親
鶯
の
仏

教
』
真
宗
学
第
九
一
・
九
二
合
併
号

論
註
研
究
会
編
『
曇
鶯
の
世
界
』

日
本
仏
教
学
会
年
報
第
六
一
号

二

○
平
成
平
成
平
成
平
成
平
成
平
成
平
成

平
成
二
年
一
二
月

昭
和
五
四
年
三
月

昭
和
五
五
年
三
月

昭
和
五
五
年
三
月

昭
和
五
五
年
一
二
月

昭
和
五
七
年
三
月

昭
和
五
八
年
三
月

昭
和
五
八
年
三
月

昭
和
五
八
年
一
○
月

昭
和
五
九
年
三
月

昭
和
六
○
年
一
月

昭
和
六
一
年
一
二
月

昭
和
六
二
年
三
月

平
成
二
年
七
月

四
年
一
二
月

五
年
八
月

六
年
一
月

六
年
一
二
月

七
年
三
月

八
年
一
月

八
年
五
月



真
宗
教
学
と
和
平
（
仏
教
に
お
け
る
和
平
）

『
歎
異
抄
』
第
三
章
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
ご

「
化
身
士
文
類
」
の
隠
顕
釈
に
つ
い
て
の
諸
説

『
歎
異
抄
』
第
三
章
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
二
）
蓮
如
上
人
の
神

祇
に
関
す
る
教
化

善
讓
師
の
行
信
論
（
一
）
ｌ
『
行
巻
両
一
念
猶
存
録
』
の
検
討
Ｉ

親
鶯
の
和
語
聖
教
に
於
け
る
本
願
成
就
文
釈
ｌ
特
に
「
即
得
往

生
」
の
解
釈
に
つ
い
て
ｌ

『
歎
異
抄
』
第
三
章
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
三
）

親
鴬
聖
人
に
お
け
る
往
生

善
讓
師
の
行
信
論
（
二
）
ｌ
『
行
巻
両
一
念
猶
存
録
』
の
検
討
ｌ

「
信
文
類
」
逆
誇
除
取
釈
に
つ
い
て
の
一
考
察

真
宗
教
学
に
お
け
る
五
逆
・
誇
法
・
一
閏
提
の
位
置
づ
け

浄
土
三
部
経
に
お
け
る
往
生
思
想

「
一
つ
と
こ
ろ
へ
ま
ゐ
り
あ
ふ
」
と
日
本
的
心
情
ｌ
芥
川
龍
之
介

の
『
お
ぎ
ん
』
を
題
材
と
し
て
ｌ

善
導
の
往
生
思
想

宗
祖
の
証
果
論

現
世
往
生
説
の
検
討
ｌ
上
田
義
文
博
士
の
「
親
鴬
の
往
生
思
想
」

に
つ
い
て
ｌ

の
匡
己
吋
四
員
の
弓
声
○
ロ
ｍ
三
閃
①
ｍ
ｍ
Ｈ
巳
口
胆
因
時
吾
言
苦
①
勺
巨
扇
門
四
国
・

西
○
急
ぎ
向
×
胃
＄
堅
固
浅
巨
巴
ロ
ン
ョ
匙
四
画
巨
旦
・
面
四
宮
牙
①
○
○
口
‐

計
①
員
胃
己
○
円
四
局
］
ご
く
○
円
一
・
○
一
崖
の
の
冷
門
Ｏ
Ｈ
ｐ
の
ぎ
』
国
吋
四
国

㎡
匡
邑
Ｑ
の
厨
冨
国
昌
口
頤
旦
睦
日
匙
四
国
ロ
Ｑ
・
壷
四

内
藤
知
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

真
宗
学
第
九
九
・
一
○
○
合
併
号

真
宗
研
究
第
四
五
輯

教
学
研
究
所
紀
要
第
九
号

真
宗
学
第
一
○
五
・
一
○
六
合
併
号

真
宗
学
第
一
○
八
号

真
宗
学
第
一
○
九
・
二
○
合
併
号

真
宗
学
第
一
二
・
二
二
合
併
号

龍
谷
大
学
論
集
第
四
六
七
号

龍
谷
教
学
第
四
一
号

真
宗
学
第
一
一
五
号

真
宗
学
第
九
五
号

村
上
速
水
先
生
喜
寿
記
念
『
親
鶯
教
学
論
叢
』

龍
谷
紀
要
第
一
九
巻
一
号

浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
編
『
蓮
如
上
人
研
究
教

義
篇
Ｉ
』

教
学
研
究
所
紀
要
第
六
号

真
宗
学
第
九
七
・
九
八
合
併
号

画
巨
包
・
面
目
閏
ロ
四
口
Ｑ
も
の
昌
○
彦
○
庁
唇
①
『
四
℃
］

而
匡
扁
旧
四
口
・
（
ｚ
①
尋
の
①
国
朋
匿
）

一
一
一

平
成
一
八
年

平
成
一
八
年

平
成
一
八
年

平
成
二
年

平
成
一
三
年

平
成
一
三
年

平
成
一
四
年

平
成
一
五
年

平
成
一
六
年

平
成
一
七
年

平
成
一
八
年

平
成
二
○
年
一
二
月

平
成
一
○
年
三
月

平
成
一
○
年
三
月

平
成
平
成
平
成
平
成

九九九
年年年年

三
月
一
月
七
月
三
月
三
月
三
月
三
月月月月

一
月
五
月
八
月
二
月



講
演
録
の
部

辞
書
類
の
部

親
鶯
の
阿
弥
陀
仏
観

実
践
真
宗
学
研
究
科
設
立
の
意
義

「
真
仏
土
文
類
」
に
お
け
る
『
論
註
』
性
功
徳
釈
引
意
に
対
す
る

一
考
察

「
行
文
類
」
称
名
破
満
釈
の
解
釈
に
つ
い
て

親
鴬
の
往
生
観

『
教
行
信
証
』
「
証
文
類
」
引
用
文
の
所
顕
ｌ
願
文
と
成
就
文
ｌ

親
驚
に
お
け
る
不
可
思
議
の
意
義

内
藤
知
康
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

龍
谷
大
学
論
集
第
四
七
九
号

福
原
隆
善
先
生
古
希
記
念
論
集
仏
法
僧
論
集

真
宗
学
第
一
二
七
号

真
宗
学
第
一
二
九
・
一
三
○
合
併
号

真
宗
学
第
二
九
・
一
二
○
合
併
号

龍
谷
大
学
論
集
第
四
七
六
号

真
宗
学
第
一
二
三
・
一
二
四
合
併
号

一
一
一
一

平
成
二
四
年

平
成
二
五
年

平
成
二
五
年

平
成
二
六
年

平
成
二
一
年
三
月

平
成
二
二
年
一
○
月

平
成
二
三
年
三
月

三三二三

月月月月

真
宗
人
名
辞
典

仏
典
入
門
事
典

書
名

共
著
共
著

単
著
／
共
著

法
蔵
館

永
田
文
昌
堂

発
行

平
成
二
年
七
月

平
成
一
三
年
六
月

発
行
年
月
日

往
生
浄
土
の
教
え

現
代
に
お
け
る
浄
土
の
意
義

親
鴬
聖
人
の
阿
弥
陀
仏
観

講
演
題

高
田
学
報
第
九
七
輯

龍
谷
教
学
第
四
十
四
号

山
口
真
宗
教
学
第
二
四
号

備
考

平
成
二
一
年
三
月

平
成
二
一
年
三
月

平
成
二
五
年
四
月

発
行
年
月
日



廣田デニス教授略歴並主要論文著述目録

廣
田
デ
ニ
ス
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

DennisHirota

略歴

1967年6月

1969年1月

1974年4月-1999年1月

B.A､,UniversityofCalifornia,Berkeley.

M.A､,SanFranciscoStateUniversity.

HeadTranslator,T"Co"Cc虎JWり戒sQfS〃"”"，本

願寺国際センター．

Z伽EZzs花γ〃B"〃〃sｵ仏教学術雑誌、編集委員（イース

タンブデイスト協会)．

C〃"〃〃Q"池γ〃, (Kyoto:Urasenke),ConsultingEdi-

tor.

ColgateUniversity,NewYork,招聰客員教授

HarvardUniversity,招聰客員研究員

InstituteofBuddhistStudies,AdjunctProfessor.

文学博士、名古屋大学大学院（東洋哲学)．

国際日本文化研究センター、客員教授．

HarvardUniversity,招聰客員教授．

筑紫女学園大学、教授．

PrinceFranz-JosefandPrincessGinaMemorialLec-

tureS,

InternationalAcademyofPhilosophy,Liechtenstein.

St.AndrewsUniversity,Scotland,客員研究員．

龍谷大学、教授．

HarvardUniversity,招膀客員教授．

HarvardUniversityCenterfortheStudyofWorld

ReligionS,客員研究員．

1978年4月-2005年3月

1980年4月-1996年3月

月
月
月
月
月

１
９
４
５
３

年
年
年
年
年

３
６
７
９
３

９
９
９
９
０

９
９
９
９
０

１
１

１
１
２

－
一
一
一
一

月
月
月
月
月
月
月
月

１
９
７
３
皿
１
５
９

年
年
年
年
年
年
年
年

７
２
５
６
６
９
９
０

８
９
９
９
９
９
９
０

９
９
９
９
９
９
９
０

１
１
１
１
１
１
１
２

2003年2-3月

2003年4月-

2008年9月-2009年1月

2012年8月-2013年2月

一
一
一
一
一

著書（日本語）

『親鶯－宗教言語の革命者』法蔵館、 1998年8月、 266頁



W7"伽QfWγ〃e:T"ノ”α"eseB"〃ﾉ，航Zｿ""舵γS〃"”〃加幼eL垣肱Qf

He/"聖Eγ.Albany,N.Y.:StateUniversityofNewYorkPress.Forthcoming.

廣
田
デ
ニ
ス
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

論文（日本語）

｢親鶯の言語観｣． 『思想』 （岩波書店） 871号、 54-80頁、 1997年1月．

｢日本浄土思想と言葉：なぜ一遍が和歌を作って、親鶯が作らなかったか」 『日文研

フオーラム」国際日本文化研究センター編,第96回、 1998年.36pp.

｢親鶯思想と解釈｣． 『日本研究』 （国際日本文化研究センター／角川書店）第17号、

47-86頁、 1998年．

｢中世浄土思想と和歌一遍・親鴬の一考察一｣． 『日本思想史』 （ぺりかん社） 52

号、 19-43頁、 1998年．

｢茶の湯の意義をどう理解するか」 『茶道学』、 「別巻｣．淡交社、 2000年

｢親鶯思想における病・治療・健全｣．立川武蔵編、 『癒しと救い－アジアの宗教

的伝統に学ぶ－』玉川大学出版部、 186-206頁、 2001年．

｢英語圏における親鶯思想一現代的理解と表現を求めて－」 『現代と親鶯』 （親鶯

仏教センター)、第12号、 141-177頁、 2007年．

｢親鶯のホーリズムとその意義一ハイデガーとの比較的観点からの考察一｣． 『人

間文化研究所年報』 （筑紫女学園大学)、第21号、 1-13頁、 2010年．

｢親鶯の時間性および自然思想の一考察一ハイデガーとの比較観点から－」 『真宗

学』第123.124号、 85-103頁、 2011年．

｢親鶯は法然から何を学んだか？一「転入」としての解釈学一」 ．仏教大学編、 『法

然仏教とその可能性』法蔵館、 493-523頁、 2012年．

二

四

Articles(英語）

ResponsetoProf.LuisO.Gomez.WithUedaYoshifumi.〃ひ""〃e"〃JVWo""

38 (4):413-417, 1983.

l4OnTranslatingShinran.''Presentedat"SymposiumonShinBuddhismand



著書（英語）

nz""た"尿APγ伽gγ・Kyoto:RyukokuUniversity, 1982. 135pp. (『歎異抄』原

文・英語の対訳)．

NDA加此:T"Reco"Qf"be".Kyoto:RyukokuUniversity,1986.251pp.

Revisedandexpandededition:Honolulu:UniversityofHawai'iPress, 1997.

lxxxviii+182pp． （一遍の思想研究及び『一遍上人語録」の英訳と注釈).

S〃""":A〃んｵγひfi"c"o〃んHMsT"ozfg".WithYoshifumiUeda.Kyoto:

HongwanjilnternatiOnalCenter, 1989. 372pp. (親鶯仏教の思想入門).

P〃〃Wりれﾒso〃勉9月"'ELα"〃WIzy:SZzyimgsQf"eWIz"〃""9Mひ"たsQf

Mな6"E2ﾉa"""".AT”"s"加刀Qf此"卿〃肋伽".Kyoto:RyukokuUniversity,

1989. 120pp. (念仏聖の研究及び『一言芳談』の英訳と注釈)．

廣
田
デ
ニ
ス
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

WM"加肋2円"es:CJbzss/cW"""gs"幼BMzyq/〃α“αB"〃〃ぷRz肋．

Fremont:AsianHumanitiesPress,1995.384pp. (連歌・茶道における日本芸道

思想と仏教の研究・関連資料の英訳と注釈)．

T"Co"@c花〃Wb戒sQfS〃"〃".Translated,withlntroductions,GIossaries,and

ReadingAids,byDennisHirota(HeadTranslator),Hisaolnagaki,Michio

Tokunaga,andRyushinUryuzu.Kyoto:JDdoShinshnHongwanji-ha,1997.

VolumeI:TheWritings,704pp.親鶯著作全訳(asHeadTranslator翻訳

主任)．

Volumell:Introductions,GIossaries,andReadingAids,368pp. (親鶯著作

解説〔共著〕)．

n"α〃αQ"た？"pom"[/"〃7'3〃"〃昭Q/R"'ELα"〃B"〃〃s"2.Editedby

DennisHirota.ArticlesbyMusashiTachikawa,DennisHirota(Introduction

[pp.1-31] ;Chapterl [33-72] ;Chapter6 [163-198],Afterword[241-247]),

JohnYokota,GordonD.Kaufman,andJohnB.Cobb,Jr.Albany,N.Y.:State

UniversityofNewYorkPress,2000.257pp.

Asz"tzIsH""E"gz理ど加g〃”鋤Lα"gZf昭EasB"〃〃s/Rz".Heidelberg:Univer-

sitatsverlagWinter,2006. 156pp.

二

五



ﾉ”α〃"Pmc"e.PrincetonUniversityPress, 1999.268-279

"ReflectionsontheNotionofthelnwardQuest intheJapaneseBuddhist

Experience." InJohnRossCarter, ed.,T"Re/憩わ"sH'γ加9℃げん""：

凡""伽"0"s允γC7Dss-C"/〃'zz/ [/"此瘤如"〃昭2〃αRe/"0"slyP〃てz/Wbγ〃．

Portland,OR:BookEast, 1999. 169-195.

ReviewofH汀"e"s艶"c加加sM:Rzss咽ESC〃幼g艶〃c加刀Qf"eNe"z6"た〃加肋g

oγ垣j"α/ VりZ", 艶"c加加s"EnglishTranslationProject. 〃り"""g"〃

IVWoMm,55:1(Spring2000),139-142.

廣
田
デ
ニ
ス
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

"ReadingtheCo脆伽"Wb7ksQfS〃"γ"".''E上zs虎〃B"〃〃st, 33:2 (Spring

2001),1-4.

"OnRecentReadingsofShinran."Ezzsj""B"〃〃s/,33:2(Spring2001),38-55

"TheLamentationandSelf-ReflectionofGutokuShinran'' [肋""js〃α”

G況加〃〃加刀倣加/ z""α"]. InTheodoreDeBaryandGeorgeTanabe,eds.,

m"γ℃gsQf"gﾉ”α"eseTM〃"0".VolumeOne.ColumbiaUniversity,2001.226

-228.

"MurataShukO:LetterontheHeart'' and:4TheSpiritualBasisoftheTea

Ceremony" [Mz""0"]. InTheodoreDeBaryandGeorgeTanabe, eds.,

So"冗gsQf"e血加"eseTM〃"0".VolumeOne.ColumbiaUniversity,2001.395

-398.

"Shinran,Barth,andReligion:EngagementwithReligiousLanguageasanlssue

ofComparativeTheology." In『仏教から真宗へ』永田文昌堂、 119-135頁、

2003年．

ReviewofT7'eO噸ﾉ"sα"zIDe"eJO"ze"/qfH"℃Lα"αB"〃〃jWz:AS〃のα"J

TM"s""0"QfGyﾜ"g"4s〃伽Hﾜ"zo"Ge"〃S",MarkL.Blum.ノ"α"gsg

ノリz"'72αノQfRe/"ozIsS"α焔,30/1-2 (2003),162-166.

"Hick'sReligiousPluralismfromthePerspectiveofJapaneseBuddhistTradi-

tions.'' 『西日本宗教学雑誌』 （西日本宗教学会）第25号、 70-79頁、 2003年．

一
一
一
ハ

"ReligiousTransformationandLanguageinShinran."InAlfredBIoom, ed.，



Christianity,''CenterfortheStudyofWorldReligions,HarvardUniversity,

April 30, 1984. InTakedaRyusei, ed., 『親鴬浄土教とキリスト教』S〃"”〃

ノリびゆ"yびんKi焔"ん紗o.Kyoto:RyukokuUniversity, 1996.

"ReligiousTransformationinShinranandShOkm,"R"'ELα"α,No. 3(Kyoto,

Decemberl987),57-69.

ReviewofYb"昭M""S〃"γzz":AR"""“ノQfS〃""""bL",Takamichi

Takahatake.〃ひ""柳e"〃JVWo"c"43(1): 117-120, 1988.

@GHigan:TheJapaneseObservanceoftheEquinox.''C〃"Qy"Q"α池γlyNo.57:7

-17. 1989．

Reviewofﾉ〃0s〃〃s":Sﾉi〃B"〃〃s加加〃〃たzﾉα/〃Pα",JamesC.Dobbins.

B"〃〃s/-C"沈加〃S加伽eslO:287-290, 1990.

"OnAttainingtheSettledMind:AnannotatedtranslationofA城〃ん砿z"りs/"''

EZzsだ〃B"〃〃st, 23 (2): 106-121, 1990, and24 (1): 81-96, 1991.Portions

reprintedinGeorgeJ.Tanabe,Jr.,ed.,ReJ"o"sQ/血加〃伽Bzzc"ce.Prin-

cetonUniversityPress, 1999,257-267.

廣
田
デ
ニ
ス
教
授
略
歴
並
主
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録

f4BreakingtheDarkness:ImagesofRealityintheShinBuddhistPath,"ﾉZW"ese

Re贈j0"s,16:3(Januaryl991),17-45.

@lShinran'sViewofLanguage:ABuddhistHermeneuticsofFaith.''E上zs花〃

B"〃ﾉMst,24:1(Springl993),50-93andxxvi:2(Autumnl993),91-130.

@!ThelllustratedBiographyoflppen,"inDonaldS.Lopez,Jr.,ed.,B"〃〃お"z〃

Pmc"cg.PrincetonUniversityPress, 1995,563-577.

(lShinran.''InlanP.McGreal,ed.,G〃α/Z〃"たgjsQ/"gE上zs花〃Wbγ〃.Harper-

Collins, 1995.315-321.

$4Nishida'sGutokuShinran,''Efzsだ〃B"〃〃s/,28:2(Autumnl995),231-244.

((KamonoChomei''and$lIssa.'' InlanP.McGreal,ed.,G〃αオL腕、〃'EQf"be

azs蛇〃Wbγ〃.HarperCollinS, 1996.

■■■■■■■ﾛ■

一

七

"PlainWordsonthePureLandWay.''InGeorgeJ・Tanabe,Jr.,ed.,Re/"0"sQf



H別sわび:T"A"QfTea.FowlerMuseumatUCLA,2009,74-89

"ShinranintheLightofHeidegger:RethinkingtheConceptofS""".''InJames

HeisigandReinRaud, eds., CJtzssicaノノ”α"eseP"JOsOMy,Frontiersof

JapanesePhilosophy7(Nagoya:NanzanlnstituteforReligionandCulture),

2010,207-231.

廣
田
デ
ニ
ス
教
授
略
歴
並
主
要
論
文
著
述
目
録

"TheHolisticApprehensionofReligiousLifeinShinranandHeidegger:An
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『
明
義
進
行
集
』
に
、
「
上
人
ツ
ネ
ニ
ノ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
ハ
吾
ガ
後
二
念

仏
往
生
ノ
義
ス
ク
ニ
イ
ハ
ム
ス
ル
人
ハ
聖
覚
卜
隆
寛
ト
ナ
リ
ト
云
々

（
『
明
義
進
行
集
影
印
・
翻
刻
』
一
五
八
頁
）
」
と
評
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
『
四
十
八
巻
伝
』
巻
十
七
に
、
「
聖
覚
法
印
わ
が
心
を
し
れ
り
（
『
法

然
上
人
伝
全
集
』
八
○
頁
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
聖
覚
が
、
専
修
念
仏
教

団
に
と
っ
て
、
法
然
の
教
え
に
帰
依
し
た
人
物
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
親
鶯
も
、
「
消
息
」
の
中
で
、
聖
覚
の
『
唯
信

紗
』
の
熟
読
を
勧
め
、
幾
度
も
書
写
し
て
門
弟
に
与
え
て
い
る
。
「
他
方
」

聖
覚
は
当
時
の
国
家
的
法
会
に
証
義
と
し
て
度
々
出
仕
し
て
い
る
他
、

『
天
台
座
主
記
』
や
『
華
頂
要
略
』
に
よ
る
と
、
晩
年
に
至
る
ま
で
比
叡

山
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
た
と
い
う
記
録
が
散
見
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

『
金
綱
集
』
に
は
、
嘉
禄
の
法
難
時
、
聖
覚
ら
が
朝
廷
に
念
仏
宗
の
停
廃

を
要
請
し
た
と
い
う
記
事
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
『
選
択
集
』
の
印
版
焼

却
の
奏
聞
も
含
ま
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

聖
覚
の
著
し
た
『
唯
信
紗
』
は
、
聖
覚
が
法
然
の
『
選
択
集
』
の
肝
要

を
抽
出
し
た
書
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
う
し
た
法
然
教
学
に
傾
倒
し
た
書

唱
導
家
と
し
て
の
聖
覚
像
に
つ
い
て

龍
谷
大
学
大
学
院
西
河
唯

真
宗
学
会
第
六
十
七
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
西
河
）

真
宗
学
会
第
六
十
七
回
大
会
研
究
発
表
要
旨

を
著
す
一
方
で
、
聖
覚
は
天
台
僧
と
し
て
そ
の
生
涯
を
全
う
し
、
嘉
禄
の

法
難
の
折
、
専
修
念
仏
弾
圧
に
深
く
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
は
、

専
修
念
仏
教
団
側
と
顕
密
仏
教
界
側
共
に
、
嘉
禄
の
法
難
と
い
う
念
仏
弾

圧
事
件
を
主
軸
に
置
い
て
、
各
々
の
立
場
よ
り
聖
覚
像
を
検
討
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
点
の
み
を
強
調
し
て
聖
覚
像
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
果
た

し
て
妥
当
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

聖
覚
は
、
父
で
あ
り
師
で
も
あ
っ
た
澄
憲
と
共
に
、
後
に
安
居
院
流
と

し
て
隆
盛
を
極
め
る
一
大
唱
導
家
で
あ
っ
た
。
安
居
院
流
に
は
種
々
の
唱

導
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
貴
族
の
日
記
、
或
い
は
説
話
集
に
も
、

澄
憲
・
聖
覚
の
名
は
頻
出
す
る
。
従
来
の
専
修
念
仏
教
団
と
顕
密
仏
教
界

の
対
立
構
造
か
ら
の
視
点
で
は
な
く
、
聖
覚
の
唱
導
家
と
し
て
の
側
面
を

窺
っ
て
い
く
こ
と
で
、
そ
も
そ
も
聖
覚
像
の
上
に
、
矛
盾
点
は
存
在
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

唱
導
と
は
『
高
僧
伝
』
に
、

唱
導
者
、
蓋
以
宣
唱
法
理
、
開
導
衆
心
也

（
『
大
正
蔵
』
五
○
、
四
一
七
頁
Ｃ
）

と
あ
る
通
り
、
仏
法
の
教
え
を
唱
え
、
衆
生
を
導
く
こ
と
で
あ
る
。
説
教

に
は
大
き
く
分
け
て
、

①
宗
教
的
法
義
・
法
門
講
談
・
法
話
の
系
列

②
書
嶬
因
縁
談
を
中
心
と
す
る
口
演

と
い
う
二
つ
の
系
列
が
あ
る
と
さ
れ
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
に
か
け
て
は
、

四
四
三



こ
の
第
二
系
列
の
説
教
が
台
頭
し
た
。
ま
た
、
「
吉
水
大
餓
法
院
条
々
起

請
事
」
第
四
条
「
供
僧
器
事
」
に
、

右
、
末
代
近
用
二
僧
徒
一
有
二
四
種
《
一
者
顕
宗
、
二
者
密
宗
、
三
者

験
者
、
四
者
説
経
師
也
。
顕
者
已
成
業
、
密
者
已
灌
頂
也
。
験
者
属
し

密
、
説
法
属
し
顕
（
『
大
正
蔵
（
図
像
）
』
一
二
、
九
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
説
経
師
は
顕
宗
と
は
別
の
も
の
と
し
て
興
隆
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
虎
関
師
錬
『
元
亨
釈
書
』
巻
二
十
九
「
音
芸
志
」

に
も
、
安
居
院
流
の
隆
盛
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
『
日
仏
全
』

一
○
一
、
三
五
六
頁
）
・

安
居
院
流
の
法
会
唱
導
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
『
言
泉
集
』
、
『
転

法
輪
紗
』
、
『
讃
仏
乗
紗
』
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
内
容
は
、

公
家
社
会
に
お
い
て
催
さ
れ
た
法
会
の
願
文
・
表
白
が
殆
ど
で
あ
る
。
承

久
の
乱
に
際
し
て
は
聖
覚
が
後
鳥
羽
院
の
戦
勝
祈
願
を
行
っ
て
お
り
、

『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
乱
後
に
鎌
倉
に
下
向
し
、
北
条
政
子
の
追
善
の

た
め
の
寺
院
落
慶
法
要
の
導
師
を
勤
め
て
い
る
。
公
家
社
会
に
限
定
し
た

場
合
で
も
、
そ
の
行
動
範
囲
は
広
い
と
い
え
る
。

一
方
、
民
衆
社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
説
話
集
の
中
に
聖
覚
の
説

法
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
も
の
が
多
く
確
認
さ
れ
る
。
『
沙
石
集
』
巻
六

の
、
六
角
堂
再
建
勧
進
の
た
め
の
説
法
の
際
、
聴
衆
の
放
屈
に
対
し
て
当

意
即
妙
に
切
り
返
し
た
と
い
う
聖
覚
の
説
法
の
巧
み
さ
が
窺
え
る
説
話
や
、

『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
六
の
、
聖
覚
の
説
法
を
職
人
の
よ
う
な
人
々
ま
で

が
聞
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
説
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
話
は
、

安
居
院
唱
導
が
民
衆
に
も
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
説

話
集
の
中
に
見
ら
れ
る
聖
覚
像
は
、
貴
族
社
会
の
中
で
優
美
な
唱
導
を
な

真
宗
学
会
第
六
十
七
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
西
河
）

し
た
高
僧
と
し
て
の
姿
よ
り
、
広
く
庶
民
の
讃
仰
を
得
て
い
た
姿
を
示
し

て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
『
唯
信
紗
』
の
中
に
も
、
巧
み
な
警
哺
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
聴
衆
を
前
提
と
し
た
唱
導
的
表
現
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
『
唯

信
紗
』
は
、
内
容
的
に
は
『
選
択
集
』
の
肝
要
を
抽
出
し
た
書
で
あ
る
が
、

従
来
か
ら
の
指
摘
の
通
り
、
談
義
本
の
祖
、
或
い
は
唱
導
の
原
稿
と
し
て

の
評
価
は
、
当
時
の
安
居
院
流
の
活
動
範
囲
や
、
『
唯
信
紗
』
に
用
い
ら

れ
て
い
る
巧
み
な
警
嚥
表
現
か
ら
も
、
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
。

聖
覚
が
『
選
択
集
』
の
肝
要
を
抽
出
し
た
『
唯
信
紗
』
を
著
し
た
事
実

と
、
嘉
禄
の
法
難
時
に
お
い
て
弾
圧
の
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
事
実
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
立
っ
た
場
合
、
矛
盾
す
る
二
面
性
が
生
じ
て
い
る
と

捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
当
時
唱
導
家
と
い
う
存
在
は
、
宗

派
の
枠
や
道
俗
貴
賤
を
超
え
て
認
知
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

専
修
念
仏
教
団
側
か
ら
、
或
い
は
顕
密
仏
教
界
側
か
ら
と
い
っ
た
対
立
構

造
で
は
な
く
、
「
唱
導
家
」
と
し
て
の
聖
覚
を
基
盤
と
し
て
、
立
体
的
に

聖
覚
と
い
う
人
物
を
捉
え
た
時
、
そ
こ
に
上
述
の
よ
う
な
矛
盾
は
存
在
し

え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
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ョ
－
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
伝
道
は
、
一
九
五
四
年
に
ド
イ
ツ

人
の
ハ
リ
ー
・
ピ
ー
パ
ー
氏
二
九
○
七
～
一
九
七
八
）
が
、
当
時
の
西

本
願
寺
大
谷
光
照
門
主
よ
り
帰
敬
式
を
受
け
て
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
初
の
浄

土
真
宗
信
徒
と
な
り
、
二
年
後
、
ベ
ル
リ
ン
で
「
浄
土
真
宗
仏
教
協
会

田
呂
号
厨
房
ｇ
の
⑦
①
日
風
用
呂
呉
こ
ａ
ｏ
淫
冒
の
言
）
」
を
発
足
さ
せ
、

ョ
－
ロ
ッ
パ
で
初
の
浄
土
真
宗
の
伝
道
拠
点
を
設
立
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、

実
際
的
な
活
動
が
始
ま
る
。
そ
れ
以
来
ピ
ー
パ
ー
氏
は
、
日
本
の
学
識
者

や
、
ハ
ワ
イ
の
信
徒
が
組
織
し
た
「
ド
イ
ツ
念
仏
友
の
会
」
の
支
援
を
受

け
、
ド
イ
ツ
は
も
と
よ
り
ョ
－
ロ
ッ
パ
各
地
の
人
々
に
手
紙
な
ど
を
通
し

て
浄
土
真
宗
の
教
法
を
伝
え
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
ェ
ン
ッ
ル
氏
や
ス
イ
ス
の
ジ
ャ
ン
・
エ
ラ
ク
ル
氏

な
ど
が
信
徒
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
浄
土
真
宗
協
会
を
設
立
さ
せ
て

い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
地
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
浄

土
真
宗
の
礎
を
築
か
れ
た
ピ
ー
パ
ー
氏
が
、
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
て
い
く

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
五
四
年
に
、
当
時
ベ
ル
リ
ン
に
留
学
し

て
い
た
山
田
宰
工
学
博
士
（
一
九
二
三
～
一
九
八
七
）
を
通
じ
て
手
に
し

た
、
池
山
榮
吉
の
独
訳
『
歎
異
抄
』
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、

ピ
ー
パ
ー
氏
を
中
心
に
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
信
徒
が
『
歎
異
抄
』
か
ら
ど
の
よ

ョ
１
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
伝
道

ｌ
特
に
『
歎
異
抄
』
を
用
い
た
伝
道
に
つ
い
て
Ｉ

真
宗
学
会
第
六
十
七
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
禿
）

禿
定
心

う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
を
考
察
し
、
『
歎
異
抄
』
を
用
い
た
浄
土

真
宗
の
伝
道
が
ョ
１
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
の
か
を

検
討
し
た
い
。

一
九
五
四
年
五
月
、
ピ
ー
パ
ー
氏
は
ベ
ル
リ
ン
エ
科
大
学
物
理
工
学
研

究
所
に
留
学
し
て
い
た
山
田
宰
氏
と
、
フ
ロ
ー
ナ
ウ
の
仏
教
寺
院
の
行
事

で
出
遇
う
。
以
来
、
山
田
氏
は
ピ
ー
パ
ー
氏
の
所
属
す
る
仏
教
研
究
グ
ル

ー
プ
の
集
会
に
お
い
て
、
定
期
的
に
池
山
榮
吉
の
独
訳
『
歎
異
抄
』
に
つ

い
て
の
講
義
を
も
ち
、
浄
土
真
宗
の
教
法
を
ピ
ー
パ
ー
氏
方
々
に
紹
介
す

る
こ
と
に
な
る
。
山
田
氏
の
記
述
し
た
「
ピ
ー
パ
ー
師
と
歎
異
抄
」
（
『
ョ

－
ロ
ッ
パ
の
妙
好
人
ハ
リ
ー
・
ピ
ー
パ
ー
師
』
三
四
頁
）
に
は
、
ピ
ー

パ
ー
氏
が
浄
土
真
宗
に
対
し
て
初
め
て
強
い
関
心
を
示
し
た
の
は
、
『
歎

異
抄
』
第
十
三
条
の
「
ま
た
あ
る
と
き
、
唯
圓
房
は
わ
が
い
ふ
こ
と
を
ば

信
ず
る
か
と
（
中
略
）
こ
れ
に
て
し
る
べ
し
、
な
に
ご
と
も
こ
蔓
ろ
に
ま

か
せ
た
る
こ
と
な
ら
ば
、
往
生
の
た
め
に
千
人
こ
ろ
せ
と
い
は
ん
に
、
す

な
は
ち
こ
ろ
す
べ
し
」
（
真
聖
全
二
・
七
八
二
）
の
一
節
に
出
遇
っ
た
時

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
親
鶯
と
唯
円
の
問
答
で
は
、
善
と
悪

と
を
判
断
す
る
人
間
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
人
間
の
善
悪
を
超
越
し
た
と
こ

ろ
に
あ
る
本
願
の
他
力
救
済
が
あ
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
悪

の
問
題
を
掘
り
下
げ
、
人
間
の
本
性
に
迫
る
親
鴬
と
唯
円
の
問
答
は
、
ピ

ー
パ
ー
氏
が
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
求
道
の
中
で
大
き
な
驚
き
と
転
換
を

も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ピ
ー
パ
ー
氏
が
山
田
氏
宛
に
送
っ
た
手
紙
（
一
九
六
七
年
四
月
二
十
一

日
付
）
に
は
「
今
で
も
、
私
は
『
歎
異
抄
』
を
毎
日
読
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
し
て
私
の
人
生
の
終
わ
る
ま
で
に
こ
の
小
冊
子
を
完
全
に
読
み
終
え
る

四
四
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こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
私
は
そ
の
中
に
い

つ
も
新
し
い
も
の
を
発
見
す
る
か
ら
で
す
」
（
『
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
妙
好
人

ハ
リ
ー
・
ピ
ー
パ
ー
師
』
四
二
頁
）
と
生
涯
を
か
け
て
『
歎
異
抄
』
に
聞

い
て
い
く
生
き
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ピ
ー
パ
ー
氏
に
『
歎
異
抄
』
を
伝
え
た
山
田
氏
は
、
名
古
屋
一
道
会
の

花
田
正
夫
氏
に
師
事
し
、
ド
イ
ッ
ヘ
留
学
す
る
前
、
花
田
氏
よ
り
池
山
榮

吉
の
独
訳
『
歎
異
抄
』
を
手
渡
さ
れ
る
。
花
田
氏
の
師
は
池
山
氏
で
あ
る
。

池
山
氏
は
求
道
の
始
め
に
、
『
歎
異
抄
』
を
通
じ
て
親
鶯
の
心
に
触
れ
て

い
る
。
師
か
ら
弟
子
へ
と
『
歎
異
抄
』
を
通
し
て
親
鴬
の
教
法
が
語
り
伝

え
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
ピ
ー
パ
ー
氏
も
『
歎
異
抄
』
に
出
遇
い
、
浄
土
真

宗
へ
と
導
か
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
『
歎
異
抄
』
の
連
な
り
は
、

現
在
も
ピ
ー
パ
ー
氏
に
感
化
さ
れ
た
他
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
信
徒
や
そ
の
弟

子
た
ち
に
も
及
ん
で
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
と
も
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
・
エ
ラ
ク
ル
氏
は
、

ピ
ー
パ
ー
氏
と
の
出
遇
い
か
ら
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、
ス
イ
ス
に
信
楽
寺

を
開
創
し
て
い
る
。
現
在
は
エ
ラ
ク
ル
氏
の
弟
子
で
あ
る
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・

デ
ュ
コ
ー
ル
氏
が
そ
の
信
楽
寺
の
住
職
で
あ
る
。
そ
の
デ
ュ
コ
ー
ル
氏
も

ま
た
、
山
田
宰
の
仏
訳
『
歎
異
抄
』
を
読
み
、
第
十
六
条
の
一
節
「
す
べ

て
よ
ろ
づ
の
こ
と
に
つ
け
て
、
往
生
に
は
か
し
こ
き
お
も
ひ
を
具
せ
ず
し

て
（
中
略
）
わ
が
は
か
ら
は
ざ
る
を
、
自
然
と
ま
ふ
す
な
り
。
こ
れ
す
な

は
ち
他
力
に
て
ま
し
ま
す
」
（
真
聖
全
二
・
七
八
八
）
に
強
い
感
銘
を
受

け
、
親
驚
の
教
え
の
核
心
に
触
れ
て
い
る
。

ピ
ー
パ
ー
氏
か
ら
始
ま
っ
た
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
伝
道

は
、
氏
が
『
歎
異
抄
』
に
よ
っ
て
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
、
生
涯
を
か
け
て

真
宗
学
会
第
六
十
七
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
川
元
）

島
地
大
等
（
一
八
七
五
‐
一
九
二
七
）
は
主
に
明
治
後
半
期
か
ら
大
正

期
を
通
じ
て
活
躍
し
た
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
あ
り
、
仏
教
学
者

で
あ
る
。
従
来
の
仏
教
学
研
究
、
あ
る
い
は
思
想
史
研
究
に
お
い
て
、
島

地
は
天
台
本
覚
思
想
を
日
本
思
想
史
の
場
に
引
き
出
し
た
人
物
と
し
て
積

極
的
な
評
価
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
本
覚
思
想
に
言
及
す
る

著
述
だ
け
を
対
象
と
し
分
析
し
て
い
る
た
め
、
島
地
大
等
の
研
究
と
し
て

は
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
実
際
島
地
の
著
作
か
ら
は
本

覚
思
想
に
限
ら
ず
社
会
へ
の
提
言
な
ど
多
面
的
な
関
心
が
見
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
個
別
の
研
究
は
若
干
存
在
す
る
が
、
島
地
思
想
の
全
体
構
造
に
対
す

る
考
察
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。

島
地
大
等
の
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
同
時
代
の
仏
教
界
の
動

『
歎
異
抄
』
に
聞
い
て
い
く
生
き
方
を
貫
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
こ

と
が
現
在
で
も
、
氏
に
感
化
さ
れ
た
他
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
信
徒
や
そ
の
弟

子
た
ち
に
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
『
歎
異
抄
』
を
通
じ
て
浄
土
真
宗
へ
と

導
く
伝
道
が
適
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、

『
歎
異
抄
』
一
辺
倒
で
は
な
く
、
『
歎
異
抄
』
か
ら
「
浄
土
三
部
経
」
や

親
鶯
の
著
作
へ
繋
げ
て
い
く
伝
道
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。

島
地
大
等
と
時
代
思
潮

龍
谷
大
学
大
学
院
川
元
惠
史
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向
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
当
時
の
時
代
的
な
思
潮
に
も
目
を
向
け
る
必

要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
人
物
を
取
り
上
げ
る
際
に
も

不
可
欠
な
作
業
で
は
あ
る
が
、
殊
に
大
正
期
は
、
様
々
な
分
野
が
潭
然
一

体
と
な
っ
て
展
開
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
時
代
的
特
徴
が
あ
る
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
島
地
研
究
に
お
い
て
時
代
背
景
の
検
討
は
、
よ
り
重
要
性
が
高

ま
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

本
発
表
で
は
主
に
二
つ
の
視
点
か
ら
「
島
地
大
等
と
時
代
思
潮
」
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
た
。
前
半
部
で
は
、
島
地
の
内
か
ら
見

た
、
つ
ま
り
島
地
の
目
に
ど
の
よ
う
に
大
正
期
が
映
っ
て
い
た
か
を
確
認

し
た
。
後
半
部
で
は
、
島
地
を
外
か
ら
見
て
、
島
地
が
時
代
思
潮
と
ど
の

よ
う
に
関
係
し
て
い
た
か
を
考
察
し
た
。

前
者
に
関
し
て
、
島
地
は
明
治
期
を
彩
る
政
治
的
・
軍
国
的
色
彩
の
反

動
と
し
て
大
正
期
の
思
潮
を
捉
え
て
い
る
。
島
地
が
分
析
す
る
自
我
を
中

心
と
す
る
傾
向
や
分
野
を
超
え
て
一
如
の
理
想
に
向
か
お
う
と
す
る
傾
向
、

こ
れ
ら
は
現
代
の
大
正
期
研
究
で
も
お
お
む
ね
支
持
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
時
代
の
当
事
者
で
あ
り
な
が
ら
、
冷
静
に
自
ら
が
生
き
る
時
代
を
観

察
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
後
者
に
関
し
て
、
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
島
地
の
時
代
思
潮
と

の
関
係
は
、
「
生
命
」
と
三
世
因
果
思
想
と
の
結
び
つ
き
と
し
て
特
徴
的

に
表
れ
て
い
た
。

鈴
木
貞
美
は
「
「
大
正
生
命
主
義
」
と
は
何
か
」
（
『
大
正
生
命
主
義
と

現
代
』
河
出
書
房
、
一
九
九
五
年
）
に
お
い
て
、
主
に
大
正
期
の
日
本
に

お
い
て
「
生
命
」
の
語
が
氾
濫
し
、
「
生
命
」
が
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
セ
プ

ト
と
な
っ
て
い
た
現
象
を
「
大
正
生
命
主
義
」
と
名
づ
け
る
。
本
発
表
で

真
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島
地
に
お
い
て
、
こ
の
三
世
因
果
の
概
念
は
非
常
に
重
要
な
地
位
を
占

め
る
。
な
ぜ
な
ら
、
三
世
因
果
の
自
覚
を
徹
底
す
る
こ
と
が
信
仰
に
入
る

た
め
の
根
本
的
な
前
提
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

著
述
の
中
で
も
た
び
た
び
言
及
さ
れ
て
い
る
。

流
転
の
自
我
と
云
ふ
事
を
、
能
く
能
く
泌
々
と
深
く
広
く
想
ひ
浮
べ

た
時
に
、
其
処
に
現
実
に
現
れ
て
居
る
此
の
人
類
生
活
の
凡
ゆ
る
変

化
・
差
別
・
浮
沈
み
・
苦
し
み
・
悲
し
み
・
嘆
き
・
喜
び
・
楽
し
み

の
種
々
相
が
、
皆
我
が
流
転
の
一
相
で
あ
る
こ
と
が
十
分
に
見
詰
め

ら
れ
る
。
〈
中
略
〉
此
の
自
覚
に
立
っ
た
時
始
め
て
、
此
の
信
仰
の

は
鈴
木
の
「
大
正
生
命
主
義
を
時
代
の
観
察
装
置
に
す
る
」
と
い
う
提
言

に
触
発
さ
れ
て
考
察
を
進
め
た
。

島
地
は
し
ば
し
ば
「
永
遠
の
生
命
」
「
永
久
の
生
命
」
と
い
う
表
現
を

使
用
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
過
去
世
・
現
在
世
・
未
来
世
と
そ
れ

を
貫
く
業
と
い
う
仏
教
的
な
三
世
因
果
の
思
想
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

云
ふ
迄
も
な
く
吾
々
の
人
格
は
不
滅
で
あ
る
。
極
く
通
俗
の
言
葉
で

云
へ
ば
、
所
謂
霊
魂
は
不
滅
で
あ
る
。
も
う
少
し
洗
煉
し
て
云
へ
ば
、

生
命
の
不
滅
で
あ
る
。
此
の
不
滅
の
生
命
、
即
ち
悠
久
な
る
過
去
と

永
遠
の
将
来
と
を
有
す
る
所
の
此
の
生
命
と
云
ふ
問
題
を
真
面
目
に

考
へ
た
時
に
、
其
処
に
現
れ
る
の
は
此
の
流
転
の
自
我
と
云
ふ
事
で

あ
る
。
（
島
地
大
等
「
信
仰
は
な
ぜ
人
間
に
必
要
で
せ
う
か
」
（
『
真

宗
婦
人
』
二
巻
一
号
、
一
九
二
三
年
、
『
思
想
と
信
仰
』
所
収
）
四

七
一
－
四
七
二
頁
）
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業
力
に
引
き
ず
ら
れ
る
自
我
、
三
世
の
た
だ
中
に
い
る
自
我
が
徹
底
的
に

自
覚
さ
れ
た
と
き
、
お
の
ず
か
ら
信
仰
に
入
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
島
地
が
熱
心
な
真
宗
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
島

地
に
と
っ
て
重
要
な
局
面
で
「
生
命
」
が
関
係
し
た
こ
と
に
な
る
。
本
発

表
は
、
大
正
生
命
主
義
の
仏
教
的
展
開
の
一
事
例
と
し
て
も
、
有
効
な
サ

ン
プ
ル
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
私
見
で
は
、
こ
の
「
三
世
因
果
の
自
覚
か
ら
信
仰
へ
」
と
い
う

構
図
は
、
冒
頭
で
言
及
し
た
「
島
地
思
想
の
全
体
構
造
に
対
す
る
考
察
」

に
お
い
て
も
効
力
を
発
揮
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た

い
が
、
こ
の
構
図
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
島
地
大
等
の
様
々
な
活
動
を
あ
る

程
度
は
統
一
的
な
視
点
で
も
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

業
力
の
反
省
自
覚
は
漸
槐
で
あ
り
餓
悔
で
あ
り
対
自
悔
恨
で
あ
る
。

こ
の
深
き
内
観
か
ら
奮
ひ
起
っ
力
は
聖
者
の
願
力
で
あ
る
。
〈
中
略
〉

業
力
の
凝
視
諦
観
か
ら
自
か
ら
な
る
願
力
の
憧
慢
、
而
し
て
聖
者
菩

薩
の
願
力
か
ら
如
来
の
ｌ
阿
弥
陀
仏
陀
世
尊
の
ｌ
大
願
業
力
に
乗
ぜ

ず
に
居
れ
な
い
。
（
島
地
大
等
『
大
願
業
力
と
国
土
建
立
』
京
都
本

派
本
願
寺
臨
時
救
災
事
務
所
、
一
九
二
三
年
（
『
思
想
と
信
仰
続

編
』
所
収
）
二
二
一
頁
）

必
要
と
云
ふ
も
の
が
適
切
に
実
感
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
（
島
地
大

等
前
掲
書
、
四
七
二
頁
）
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は
じ
め
に

最
澄
と
徳
一
の
「
一
三
権
実
論
争
」
を
受
け
、
一
乗
真
実
の
道
理
を
開

顕
し
た
の
が
源
信
の
『
一
乗
要
決
』
（
以
下
『
要
決
』
）
で
あ
り
、
親
鶯
教

学
に
お
い
て
も
『
要
決
』
か
ら
の
影
響
は
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
一
乗
海
釈
に
お
け
る
「
言
二
一
乗
海
一
者
」
か
ら
「
唯
是
誓
願
一
仏

乗
也
」
の
私
釈
に
つ
い
て
は
、
開
華
院
法
住
師
が
『
要
決
』
所
引
の
『
勝

（
１
）

鬘
経
』
を
元
に
し
た
文
章
で
あ
る
と
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

本
論
で
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
私
釈
に
お
い
て
『
勝
重

経
』
依
用
以
外
に
『
要
決
』
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
指
摘

す
る
。
そ
し
て
そ
の
箇
所
と
『
要
決
』
と
の
文
脈
の
相
違
点
を
検
討
し
、

親
鴬
が
明
示
す
る
一
乗
思
想
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
『
要

決
』
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
親
鶯
は
何
故
自
身
の
著
述
に

『
要
決
』
の
書
名
を
出
さ
な
い
の
か
、
そ
の
態
度
に
つ
い
て
も
検
討
を
加

え
て
い
〃
、
。

一
、
一
乗
海
釈
の
構
造
と
『
一
乗
要
決
』

一
乗
海
釈
の
私
釈
は
『
要
決
』
所
引
の
『
勝
鬘
経
』
と
乃
至
の
略
称
形

親
鶯
の
一
乗
思
想
に
お
け
る
叡
山
教
学
の
受
容

ｌ
源
信
『
一
乗
要
決
』
と
の
関
連
を
中
心
に
’

四
夷
法
顕

四
四
八



二
、
親
鶯
の
一
乗
思
想
の
独
自
性

親
鶯
は
『
要
決
』
の
「
究
寛
一
乗
」
と
い
う
文
を
「
究
二
寛
一
乗
Ｅ
と

動
的
訓
点
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
遍
法
界
の
悟
り
を
得
し
め
る
の
は

一
乗
の
力
用
で
あ
る
と
い
う
文
脈
に
変
換
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
私
釈
で

は
『
要
決
』
に
は
な
い
「
三
乗
」
の
語
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

『
勝
鬘
経
』
の
「
無
有
二
乗
」
の
文
に
、
『
法
華
経
』
方
便
品
の
「
無
二

亦
無
三
」
の
文
意
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
語
で
あ
る
。
そ

し
て
二
乗
三
乗
に
天
台
一
乗
を
含
む
全
仏
教
を
お
さ
め
、
そ
れ
ら
を
一
乗

へ
の
方
便
法
と
す
る
こ
と
で
、
二
乗
三
乗
が
開
か
れ
る
の
は
「
入
二
於
一

乗
一
」
の
為
で
あ
り
、
用
き
と
し
て
の
「
一
乗
」
と
い
う
文
脈
に
な
る
。

態
と
末
尾
が
一
致
し
て
お
り
、
『
要
決
』
を
ベ
ー
ス
に
造
文
さ
れ
て
い
る

の
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
他
に
も
「
一
乗
」
の
名
目
が
類
似
し
て
い
る
。

本
来
「
一
乗
」
は
二
乗
・
三
乗
、
「
大
乗
」
は
小
乗
、
「
仏
乗
」
は
声
聞

乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
に
対
す
る
名
目
で
あ
る
が
、
『
要
決
』
で
は
「
一

乗
」
は
仏
乗
で
あ
り
、
大
乗
で
あ
る
と
示
さ
れ
る
。
私
釈
に
お
い
て
も
、

「
言
二
一
乗
海
一
者
、
一
乗
者
大
乗
」
の
語
を
挿
入
し
、
直
後
の
「
大
乗
者

仏
乗
」
と
連
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
要
決
』
と
同
様
に
一
乗
・
大

（
２
）

乗
・
仏
乗
が
同
一
の
名
目
で
示
さ
れ
て
い
る
。
（
３
）

さ
ら
に
、
「
大
乗
」
の
概
念
が
類
似
し
て
い
る
。
親
鶯
は
私
釈
の
後
、

『
浬
藥
経
』
「
聖
行
品
」
と
『
要
決
』
に
も
引
か
れ
る
「
徳
王
品
」
を
引

用
す
る
こ
と
で
、
『
要
決
』
と
同
様
に
「
大
乗
」
が
「
一
道
」
と
規
定
す

る
。
こ
の
「
一
道
」
の
説
示
は
、
後
に
引
用
さ
れ
る
『
華
厳
経
』
の
説
示

に
繋
が
り
、
誓
願
一
仏
乗
が
論
成
さ
れ
る
為
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
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三
、
何
故
『
一
乗
要
決
』
の
書
名
を
出
さ
な
い
の
か

親
鴬
が
『
要
決
』
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
親

鶯
の
著
述
に
は
一
度
も
『
要
決
』
の
書
名
が
明
示
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
『
本

典
』
に
『
法
華
経
』
が
一
度
も
引
用
さ
れ
な
い
事
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ま
で
の
『
法
華
経
』
不
引
に
関
す
る
諸
説
を
挙
げ
る
。

①
捨
聖
帰
浄
説
。
（
真
宗
学
を
中
心
と
す
る
説
）

②
『
法
華
経
』
の
精
神
が
『
教
行
信
証
』
の
助
顕
の
作
用
を
な
し
て
い

る
。
（
佐
々
木
憲
徳
氏
）

③
『
法
華
経
』
が
『
大
無
量
寿
経
』
の
中
へ
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
（
横

超
慧
日
氏
）

④
偶
然
説
。
（
日
下
大
瘻
氏
）

⑤
『
浬
藥
経
』
の
引
用
は
そ
の
ま
ま
『
法
華
経
』
引
用
に
通
ず
る
。

（
山
田
龍
城
・
福
原
亮
厳
両
氏
）

⑥
『
法
華
経
』
至
上
主
義
の
天
台
教
判
を
『
大
無
量
寿
経
』
至
上
主
義

の
教
判
へ
と
昇
華
さ
せ
た
。
（
淺
田
正
博
氏
）

こ
れ
ら
の
諸
説
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
に
親
鶯
の
『
法
華
経
』
に
対
す

る
態
度
を
挙
げ
る
。

・
親
鴬
の
一
乗
思
想
は
天
台
法
華
一
乗
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

。
『
法
華
経
』
が
引
用
さ
れ
な
い
一
方
で
、
天
台
五
時
判
で
同
時
同
味

の
経
と
さ
れ
る
『
浬
藥
経
』
は
多
く
引
用
さ
れ
る
。

・
多
数
の
天
台
教
判
用
語
が
依
用
さ
れ
て
い
る
。

・
多
く
の
天
台
典
籍
を
引
用
す
る
が
『
法
華
経
』
の
文
言
を
註
釈
す
る

『
法
華
玄
義
』
、
『
法
華
文
句
』
は
一
度
も
引
用
さ
れ
な
い
。

四
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小
結

一
乗
海
釈
の
私
釈
に
は
『
勝
鬘
経
』
依
用
以
外
に
、
「
一
乗
」
の
名
目

や
「
大
乗
」
を
「
一
道
」
と
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
『
要
決
』
と
の
類
似
点

が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
親
鶯
の
一
乗
思
想
は
『
要
決
』
の
文
脈
を
変
換

す
る
こ
と
で
、
天
台
一
乗
を
含
む
全
仏
教
を
本
願
に
帰
一
せ
し
め
る
よ
う

な
絶
対
的
教
義
体
系
へ
と
昇
華
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
独
自
性
が
存

す
る
。
ま
た
、
『
要
決
』
か
ら
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
著
述
中
に
そ
の
書

名
を
出
さ
な
い
の
は
、
「
本
願
一
乗
」
を
掲
げ
る
著
述
に
「
法
華
一
乗
」

を
証
す
る
書
を
明
示
す
る
の
は
相
応
し
く
な
い
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

・
一
乗
海
釈
の
私
釈
に
お
い
て
『
法
華
経
』
方
便
品
の
「
無
二
亦
無

三
」
の
文
意
を
加
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
⑥
の
淺
田
説
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
を

『
要
決
』
が
明
示
さ
れ
な
い
理
由
に
合
わ
せ
れ
ば
、
『
一
乗
要
決
』
の

「
一
乗
」
と
は
「
法
華
一
乗
」
を
意
味
す
る
為
、
「
本
願
一
乗
」
を
掲
げ

る
著
述
に
『
要
決
』
を
明
示
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
が
一
乗
な
の
か
混
乱
を
き

た
す
為
に
敢
え
て
取
り
上
げ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

註（
１
）
『
続
真
宗
大
系
』
第
七
巻
『
教
行
信
証
金
剛
録
』
（
上
）
三
○
二

～
三
○
三
頁
。

（
２
）
藤
村
潔
「
親
鶯
に
お
け
る
悉
皆
成
仏
論
」
（
『
同
朋
仏
教
』
第
四

六
・
四
七
合
併
号
）
。

（
３
）
同
右
。

真
宗
学
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第
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七
回
大
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研
究
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（
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親
鶯
は
本
願
他
力
に
よ
り
救
わ
れ
る
道
を
示
し
、
そ
の
他
力
に
帰
し
た

場
に
お
い
て
衆
生
の
自
力
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
他
力
の
信
心
を
得

た
か
ら
と
い
っ
て
衆
生
の
煩
悩
性
は
臨
終
の
一
念
ま
で
消
え
る
こ
と
が
な

く
、
晩
年
に
お
い
て
も
そ
の
内
省
が
窺
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し

て
『
恵
信
尼
消
息
』
第
五
通
に
信
後
自
力
心
を
起
こ
し
た
か
の
様
に
み
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
親
鶯
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
も
の
を
ど
の
よ
う
に

み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

一
一

『
未
灯
紗
』
第
二
通
「
ま
づ
自
力
と
ま
ふ
す
こ
と
は
、
行
者
の
を
の

を
の
の
縁
に
し
た
が
ひ
て
、
余
の
仏
号
を
称
念
し
、
余
の
善
根
を
修
行
し

て
、
わ
が
身
を
た
の
み
、
わ
が
は
か
ら
ひ
の
こ
塾
ろ
を
も
て
身
口
意
の
み

だ
れ
ご
シ
ろ
を
つ
く
ろ
ひ
、
め
で
た
う
し
な
し
て
浄
土
へ
往
生
せ
ん
と
お

も
ふ
を
自
力
と
ま
ふ
す
な
り
」
等
、
自
力
に
つ
い
て
親
鶯
の
説
示
を
み
る

と
、
自
ら
の
善
に
よ
っ
て
往
生
成
仏
を
目
指
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
し

て
自
力
は
、
自
力
心
、
信
罪
福
心
、
疑
心
等
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
で
示
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
は
他
力
に
対
し
て
否
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
他
力
の

親
鶯
に
お
け
る
自
力
に
関
し
て杉

田
了

四
五
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四

疑
心
往
生
説
へ
の
批
判
か
ら
考
え
る
と
、
他
力
の
信
心
を
得
た
と
こ
ろ

に
往
生
へ
の
自
力
心
は
起
こ
ら
な
い
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
『
恵

信
尼
消
息
』
第
五
通
の
三
部
経
千
部
読
謂
の
出
来
事
を
取
り
あ
げ
た
い
。

こ
れ
は
親
鶯
の
獲
信
時
期
に
関
連
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
み
ら
れ
る
三
部
経
読
謂
等
を
自
力
の
行
と
し
て
、
親
驚
は
こ
の
時

点
で
他
力
に
帰
し
て
い
な
い
と
み
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
親
鶯

の
「
建
仁
辛
酉
暦
棄
雑
行
号
帰
本
願
」
等
か
ら
獲
信
は
建
仁
元
年
で
あ
り
、

三
部
経
読
調
は
す
で
に
他
力
に
帰
し
て
い
た
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
『
教

一
一
一

自
力
心
が
疑
心
と
同
義
で
あ
り
、
信
後
に
お
い
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
に
関
し
て
、
疑
心
往
生
の
異
義
へ
の
批
判
を
窺
う
。
疑
心
往
生
の

異
義
に
つ
い
て
は
、
善
意
『
白
絲
篇
』
、
盛
田
曇
雄
『
安
心
三
十
計
評

決
』
、
藤
澤
教
聲
『
現
代
真
宗
異
安
心
批
判
』
、
中
井
玄
道
『
異
安
心
の

種
々
相
』
、
大
原
性
實
「
疑
心
往
生
の
異
義
に
つ
い
て
」
等
に
批
判
さ
れ

て
い
る
。
疑
心
往
生
に
対
す
る
諸
先
学
の
説
を
窺
う
と
、
信
心
と
仏
智
疑

惑
は
反
対
の
概
念
で
あ
り
、
仏
智
疑
惑
と
煩
悩
と
し
て
の
疑
惑
を
区
別
し
、

信
後
に
お
い
て
往
生
を
疑
う
仏
智
疑
惑
の
心
は
一
切
起
こ
る
こ
と
が
な
い

と
み
ら
れ
る
。
な
ら
ば
同
様
に
往
生
へ
の
自
力
心
も
起
こ
ら
な
い
で
あ
る

妄
《
〃
／
０

信
心
は
無
疑
心
と
さ
れ
、
自
力
心
は
疑
心
と
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
他

力
の
信
心
の
場
に
お
い
て
往
生
へ
の
自
力
心
も
否
定
さ
れ
る
。
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五

親
鶯
が
問
題
と
す
る
自
力
は
、
『
教
行
信
証
』
の
「
自
力
他
力
対
」
や

竪
超
、
竪
出
等
を
自
力
と
し
横
超
を
他
力
と
す
る
も
の
等
の
よ
う
に
、
他

力
の
法
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
一
念
多
念
文
意
』
に
「
「
凡
夫
」

と
い
ふ
は
、
無
明
煩
悩
わ
れ
ら
が
み
に
み
ち
み
ち
て
…
臨
終
の
一
念
に
い

た
る
ま
で
、
と
弐
ま
ら
ず
、
き
え
ず
、
た
え
ず
と
」
等
と
あ
る
よ
う
に
、

信
後
も
衆
生
の
煩
悩
は
臨
終
ま
で
残
り
続
け
る
。
こ
の
煩
悩
性
を
自
力
心

と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
信
後
に
起
こ
り
え
な
い
仏
智
疑
惑
と
同
義
の
本
願
に

対
し
い
わ
れ
る
自
力
心
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。
『
恵
信
尼
消
息
』

の
読
謂
が
「
自
力
の
し
ん
」
等
と
内
省
さ
れ
、
そ
れ
が
煩
悩
性
と
し
て
の

（
１
）

自
力
心
か
ら
為
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
な
ら
ば
、
他
力
に
対
し
問
題
と
さ
れ

る
意
味
の
自
力
心
で
は
な
い
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
『
恵
信
尼
消
息
』
の

読
謂
を
み
る
場
合
、
親
鶯
が
問
題
と
し
て
い
る
自
力
と
の
関
係
に
注
意
す

行
信
証
』
に
お
い
て
本
願
が
第
十
八
願
を
指
し
、
雑
行
に
対
し
て
正
行
と

せ
ず
本
願
と
す
る
こ
と
等
か
ら
も
こ
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
す
る
と

信
後
行
わ
れ
た
こ
の
読
謂
が
「
自
力
の
し
ん
」
と
内
省
さ
れ
る
こ
と
が
問

題
と
な
る
。
浅
野
教
信
「
親
鶯
聖
人
の
弘
願
転
入
に
つ
い
て
の
一
・
二
の

問
題
」
で
は
他
力
に
帰
し
て
い
た
上
で
「
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
、
煩
悩

性
た
る
自
力
心
が
頭
を
も
た
げ
て
き
て
、
弘
願
の
救
い
に
反
す
る
行
動
に

走
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
こ
の
読
謂
は
衆
生
利
益
の
た
め
に
煩
悩
性
と

し
て
の
自
力
心
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
読
謂
を
煩
悩
に
よ

る
自
力
心
か
ら
の
行
為
と
み
ら
れ
る
も
の
は
、
信
後
に
往
生
へ
の
自
力
心

が
起
こ
ら
な
い
こ
と
か
ら
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

四
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親
鴬
に
お
い
て
他
力
に
対
し
自
力
は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

自
力
は
往
生
成
仏
へ
自
ら
の
力
を
た
の
む
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
信
後

は
往
生
に
対
す
る
自
力
心
も
起
こ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
他

力
に
帰
し
た
後
の
三
部
経
読
謂
は
往
生
に
対
す
る
心
か
ら
行
わ
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
煩
悩
に
よ
り
為
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
親
鶯
が
問

題
と
す
る
自
力
は
往
生
に
対
す
る
自
力
で
あ
り
、
信
後
起
こ
ら
な
い
心
は

そ
れ
を
往
生
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
心
と
み
ら
れ
る
。
『
恵
信
尼
消
息
』

の
読
謂
を
煩
悩
と
し
て
の
自
力
心
と
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
親
篭
が
他
の

著
述
で
問
題
と
し
て
い
る
自
力
と
区
別
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
両

者
の
関
係
に
は
注
意
す
べ
き
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
煩
悩
性
を
自
力
心
と
す
る
な
ら
ば
、
煩
悩

性
の
自
力
心
と
本
願
に
対
す
る
自
力
心
の
区
別
は
、
本
願
に
対
す
る
か
そ

れ
以
外
に
対
す
る
か
の
違
い
で
あ
ろ
う
。

註（
１
）
親
鴬
の
著
述
上
に
は
煩
悩
性
を
指
し
て
自
力
と
表
現
す
る
例
は
見

ら
れ
ず
、
『
恵
信
尼
消
息
』
が
親
驚
の
直
接
の
著
述
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
煩
悩
性
を
自
力
心
と
し
て
、
親
鶯
に
お
け
る
自
力
を
区
別
す

る
こ
と
に
は
課
題
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
ハ 真
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中
国
浄
土
教
の
大
成
者
と
も
評
さ
れ
る
善
導
大
師
の
主
著
『
観
経
四
帖

疏
』
（
以
下
、
『
観
経
疏
』
）
は
、
「
奇
異
な
」
「
特
異
な
」
解
釈
を
用
い
た

と
評
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
善
導
の
『
観
無
量
寿
経
』
（
以

下
『
観
経
』
）
に
対
す
る
註
釈
は
、
『
観
経
』
の
構
造
を
理
解
し
た
上
で
、

『
大
経
』
の
法
門
よ
り
『
観
経
』
の
救
済
を
根
拠
づ
け
る
と
い
う
意
図
の

下
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
、
章
提
希
の
得
忍
に
関
わ
ら
せ
て
論
じ
る
。

善
導
は
、
『
観
経
』
利
益
分
と
華
座
観
と
を
同
一
内
容
と
解
釈
す
る
こ

と
で
、
章
提
希
の
得
忍
が
光
台
現
国
で
は
な
く
、
華
座
観
で
あ
る
こ
と
を

『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
に
お
い
て
、

章
提
得
忍
出
在
二
第
七
観
初
圭
経
日
。
「
仏
告
二
章
提
や
仏
当
丁
為
し
汝

分
乙
別
解
丙
説
除
二
苦
悩
一
法
和
説
二
是
語
一
時
。
無
量
寿
仏
住
二
立
空
中
至

観
音
勢
至
侍
二
立
左
右
至
時
章
提
応
し
時
得
し
見
。
接
足
作
礼
。
歓
喜

讃
歎
即
得
二
無
生
法
忍
↓
何
以
得
し
知
。
如
二
下
利
益
分
中
説
一
頁
「
得
し

見
二
仏
身
及
二
菩
薩
↓
心
生
二
歓
壹
見
歎
二
未
曾
有
圭
廓
然
大
悟
得
二
無

生
忍
一
」
。
非
二
是
光
台
中
見
レ
国
時
得
一
也
。
（
『
聖
典
全
』
棚
頁
）

と
述
べ
る
。
こ
う
し
た
善
導
の
解
釈
に
は
、
章
提
希
の
見
仏
得
忍
が
十
六

観
で
は
な
く
、
釈
尊
と
無
量
寿
仏
と
の
力
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
で
あ
り
、

章
提
希
と
同
じ
く
「
凡
夫
」
で
あ
る
「
仏
滅
後
の
衆
生
」
に
対
し
て
救
済

の
法
を
説
き
示
す
の
が
『
観
経
』
で
あ
る
、
と
い
う
善
導
の
『
観
経
』
観

善
導
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

四
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が
背
景
に
存
在
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
章
提
希
と
「
仏
滅
後
の
衆
生
」
に
は
「
釈
尊
」
が
存

在
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
決
定
的
な
差
異
を
有
し
、
そ
う
し
た
衆
生
が
章

提
希
と
同
じ
く
得
忍
す
る
方
法
と
し
て
提
示
さ
れ
た
の
が
、
華
座
観
に
続

く
像
観
・
真
身
観
、
下
々
品
で
説
示
さ
れ
る
「
念
仏
（
称
南
無
阿
弥
陀

仏
）
」
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
章
提
希
が
見
仏
し
た
仏
で
あ
る
「
無
量
寿
仏
」
と
「
称
南
無

阿
弥
陀
仏
」
と
の
仏
名
の
相
違
に
注
意
し
た
い
。
『
観
経
』
序
分
で
は
、

往
生
す
る
国
土
と
し
て
「
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界
」
な
ど
と
説
か
れ
る
が
、

続
く
十
六
観
中
の
前
半
十
三
観
（
定
善
）
で
は
見
仏
の
対
象
と
し
て
「
光

明
熾
盛
不
可
具
見
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
光
の
は
た
ら
き
を
有
す
る
仏
と

し
て
「
無
量
寿
仏
」
が
説
か
れ
る
。
そ
の
後
、
第
十
三
観
・
雑
想
観
に
お

い
て
「
無
量
寿
仏
」
と
「
阿
弥
陀
仏
」
と
の
併
用
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ

で
、

無
量
寿
仏
身
量
無
辺
、
非
二
是
凡
夫
心
力
所
諺
及
。
然
彼
如
来
宿
願
力

故
、
有
二
億
想
一
者
必
得
二
成
就
壬
（
『
聖
典
全
』
例
頁
）

と
述
べ
ら
れ
、
凡
夫
に
お
け
る
「
見
（
無
量
寿
）
仏
」
の
根
拠
と
し
て

「
阿
弥
陀
仏
」
の
本
願
力
が
提
示
さ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
十
六
観
中

の
後
三
観
（
散
善
）
で
は
、
定
善
と
異
な
り
「
阿
弥
陀
仏
」
の
名
が
用
い

ら
れ
、
下
々
品
に
至
っ
て
「
応
し
称
二
無
量
寿
仏
や
如
レ
是
至
レ
心
、
令
二
声

不
彦
絶
、
具
二
足
十
念
一
称
二
南
無
阿
弥
陀
仏
《
称
二
仏
名
一
故
、
於
二
念
念
中
一

除
二
八
十
億
劫
生
死
之
罪
こ
（
『
聖
典
全
』
Ｗ
頁
）
と
説
示
さ
れ
、
明
確
に

「
無
量
寿
仏
Ⅱ
阿
弥
陀
仏
」
が
示
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
『
観
経
』
は
、
主
題
で
あ
る
「
観
（
見
）
無
量
寿
仏
」
の
観
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法
を
つ
ぶ
さ
に
説
示
し
、
第
十
三
観
・
雑
想
観
に
お
い
て
そ
の
「
見
仏
」

の
根
拠
を
「
阿
弥
陀
仏
の
本
願
」
に
求
め
、
続
く
散
善
に
お
い
て
、
「
仏

滅
後
」
の
衆
生
で
あ
る
凡
夫
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で
「
無
量

寿
仏
」
に
対
し
て
説
か
れ
て
い
た
光
明
の
は
た
ら
き
や
来
迎
を
「
阿
弥
陀

仏
」
の
は
た
ら
き
と
し
て
説
き
、
そ
の
中
で
「
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
凡

夫
救
済
の
法
と
し
て
明
示
す
る
と
い
う
構
造
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

『
観
経
』
序
分
に
説
か
れ
た
章
提
希
の
目
的
で
あ
る
往
生
浄
土
、
す
な
わ

ち
「
我
今
楽
し
生
二
極
楽
世
界
阿
弥
陀
仏
所
や
唯
願
世
尊
、
教
二
我
思
惟
一

教
二
我
正
受
一
」
（
『
聖
典
全
』
帥
頁
）
と
い
う
言
葉
か
ら
『
観
経
』
の
法
門

は
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
明
確
に
「
観
（
見
）
無
量
寿
仏
」
を
本
願

力
を
根
拠
と
す
る
も
の
と
し
て
易
行
化
し
つ
つ
、
「
阿
弥
陀
仏
」
の
法
門

へ
と
結
び
つ
け
る
の
が
『
観
経
』
の
経
説
な
の
で
あ
る
。

『
観
経
』
を
註
釈
す
る
善
導
は
、
こ
う
し
た
経
説
を
理
解
し
た
た
め

「
五
明
三
智
者
転
レ
教
称
二
念
弥
陀
之
ロ
互
六
明
下
以
レ
称
二
弥
陀
名
一
故
、
除
し

罪
五
百
万
劫
上
」
（
『
聖
典
全
』
剛
頁
）
な
ど
と
い
い
、
ま
た
『
観
経
』
に
、

遇
下
善
知
識
以
二
大
慈
悲
一
為
説
二
阿
弥
陀
仏
十
力
威
徳
《
広
説
二
彼
仏

光
明
神
力
《
亦
讃
中
戒
定
慧
解
脱
解
脱
智
見
狸
此
人
聞
已
除
二
八
十
億

劫
生
死
之
罪
一
（
『
聖
典
全
』
Ｗ
頁
）

と
説
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
四
明
三
善
人
為
説
二
弥
陀
功
徳
や
五
明
下
罪

人
既
聞
二
弥
陀
名
口
貢
即
除
レ
罪
多
劫
上
」
（
『
聖
典
全
』
珊
頁
）
と
釈
し
、

阿
弥
陀
仏
の
十
力
威
徳
・
光
明
神
力
・
五
分
法
身
な
ど
あ
ら
ゆ
る
功
徳
が

「
弥
陀
名
号
」
に
摂
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
独
自
な
解
釈
を
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

章
提
希
の
見
仏
・
得
忍
は
、
「
仏
滅
後
の
衆
生
」
の
救
済
を
提
示
す
る
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存
覚
は
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）
、
了
源
の
請
い
に
よ
っ
て
『
女
人
往

生
聞
書
』
を
執
筆
し
た
。
存
覚
は
こ
の
時
期
、
真
宗
の
教
化
活
動
の
上
で
、

真
宗
の
基
本
的
理
念
の
確
立
は
勿
論
で
あ
る
が
、
日
蓮
宗
徒
へ
の
対
応
・

神
祇
思
想
へ
の
対
応
等
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
が
、
女
人
教
化

も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
女
人
往
生
聞
書
』
は
大
経
の
第
三
十
五
願
を
取
り
上
げ
、
あ
ら
ゆ
る

衆
生
の
救
い
を
誓
っ
た
第
十
八
願
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
人
救
済

の
第
三
十
五
願
が
建
て
ら
れ
た
趣
意
は
何
処
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
に

答
え
た
そ
の
間
書
と
い
う
体
裁
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
に
つ
い
て
言
え
ば
、
「
障
り
多
く
罪
深
い
」
女
人
の
た
め

契
機
で
あ
り
、
そ
の
救
済
を
「
阿
弥
陀
仏
」
の
法
門
に
結
び
つ
け
説
き
示

す
の
が
『
観
経
』
で
あ
る
。
こ
の
経
説
を
読
み
取
っ
た
か
ら
こ
そ
善
導
は
、

師
の
道
緯
、
さ
ら
に
は
曇
鴬
の
教
説
に
基
づ
き
「
阿
弥
陀
仏
」
の
法
門
を

『
大
経
』
第
十
八
願
（
本
願
）
と
し
て
解
し
、
本
願
に
基
づ
く
「
持
無
量

寿
仏
Ⅱ
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」
こ
そ
が
「
仏
滅
後
」
の
衆
生
を
救
済
す
る
法

（
除
苦
悩
法
）
で
あ
り
、
釈
尊
の
本
意
は
こ
の
法
を
説
き
示
す
こ
と
に
あ

る
と
主
張
し
え
た
の
で
あ
る
。

存
覚
『
女
人
往
生
聞
害
』
の
成
立

ｌ
所
引
経
論
の
検
討
Ｉ

真
宗
学
会
第
六
十
七
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
龍
口
）

龍
口
恭
子

に
、
「
疑
い
を
為
す
が
ゆ
え
に
、
殊
更
に
こ
の
願
を
起
こ
し
給
う
」
と
す

る
。
そ
の
証
と
し
て
、
女
人
の
罪
障
を
明
か
す
八
つ
の
文
を
経
論
か
ら
引

証
し
、
三
従
五
障
を
述
べ
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
女
人
を
忌
む
霊
地
の

例
を
挙
げ
る
。
親
鶯
の
思
想
に
帰
す
る
善
導
・
源
空
の
三
十
五
願
の
理
解

は
、
『
大
経
』
『
観
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
の
上
に
明
ら
か
で
あ
る
と
す
る
の

で
あ
る
。

さ
て
こ
の
論
理
は
宗
祖
親
鷲
の
思
想
を
宣
布
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
例
証
に
つ
い
て
言
え
ば
、
存
覚
の
例
証
の
仕
方
は
、
す

こ
ぶ
る
厳
密
で
、
典
拠
を
挙
げ
、
引
用
も
一
字
一
句
揺
る
が
せ
に
し
な
い

と
い
う
態
度
を
取
り
、
殊
に
三
経
七
祖
に
お
い
て
は
こ
の
姿
勢
を
貫
い
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
存
覚
の
引
用
典
籍
を
著
作
全
体
に
亘
っ
て

調
べ
た
の
は
、
江
戸
後
期
の
宗
学
者
琢
成
で
あ
り
、
こ
れ
を
補
足
し
た
の

が
大
正
期
の
大
須
賀
秀
道
で
あ
る
。

存
覚
は
諸
経
論
の
中
よ
り
「
女
人
の
さ
は
り
多
く
、
罪
深
き
」
と
し
て

「
経
論
の
内
に
そ
の
証
こ
れ
多
し
」
と
し
、
八
文
を
引
用
す
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
琢
成
は
、
『
女
人
往
生
聞
書
壬
辰
記
』
の
中
で
、
『
優
填
王
経
』

中
の
一
文
は
確
か
に
経
典
中
に
存
在
す
る
が
、
『
法
華
玄
讃
』
に
司
智

度
論
』
に
い
は
く
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
一
文
は
、
実
際
に
は
『
智

度
論
』
中
に
存
在
せ
ず
、
ま
た
、
他
の
六
文
に
つ
い
て
も
、
経
典
中
に
同

文
が
な
く
、
存
覚
が
経
典
中
か
ら
取
意
し
た
も
の
、
或
い
は
日
蓮
の
『
女

人
成
仏
抄
』
等
か
ら
の
引
用
と
す
る
。
ま
た
大
須
賀
秀
道
は
、
『
女
人
往

生
間
書
講
話
』
に
お
い
て
琢
成
の
説
を
補
い
、
さ
ら
に
数
点
の
引
用
文
献

を
追
加
し
て
い
る
。

本
発
表
で
は
、
こ
の
二
書
に
挙
げ
ら
れ
た
「
存
覚
所
引
経
論
を
有
す
る

四
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文
献
」
（
「
女
人
の
罪
障
を
現
す
文
言
」
を
掲
載
し
た
書
）
を
再
検
討
し
、

さ
ら
に
、
今
回
新
た
に
見
つ
け
得
た
同
様
な
文
献
も
含
め
て
検
討
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
存
覚
が
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
文
献
を
使
っ
た
か
を
推
測

し
て
み
た
い
。

慶
安
四
年
石
黒
庄
太
夫
刊
の
『
類
雑
集
』
に
「
嫌
女
人
諸
文
事
」
と
の

項
目
で
引
か
れ
る
こ
れ
ら
一
連
の
「
女
人
罪
障
の
文
」
と
も
い
え
る
文
は
、

そ
れ
ら
を
あ
げ
て
い
る
典
籍
を
宗
派
ご
と
に
分
類
し
て
み
る
と
、
様
々
な

宗
派
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
目
的
を
持
っ
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

天
台
宗
系
の
『
宝
物
集
』
・
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
で
は
、
法
華
経
の
解
釈
を

す
る
上
で
の
資
と
な
る
も
の
と
し
て
、
『
金
玉
集
』
で
は
「
本
書
は
同
法

の
た
め
」
と
賊
で
述
べ
、
厳
し
い
行
に
堪
え
る
僧
侶
を
読
み
手
と
し
て
い

る
の
が
伺
え
る
。
浄
土
宗
系
の
『
捨
子
問
答
』
・
『
四
十
八
願
釈
』
で
は
、

法
然
の
女
人
救
済
の
教
え
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
り
、
浄
土
真
宗
系
の

『
女
人
往
生
聞
書
』
・
『
女
人
教
化
集
』
・
『
四
十
八
願
諸
解
折
衷
述
記
』
に

お
い
て
は
、
女
人
教
化
を
大
経
・
観
経
・
阿
弥
陀
経
の
立
場
か
ら
捉
え
て
、

本
願
の
念
仏
に
遭
い
、
名
号
を
称
え
る
こ
と
に
よ
り
、
浄
土
に
往
生
で
き

る
と
説
く
。
ま
た
、
日
蓮
は
『
女
人
成
仏
紗
』
『
法
華
初
心
成
仏
紗
』
で
、

法
華
経
の
信
奉
の
み
が
女
人
の
救
済
の
唯
一
の
法
と
述
べ
、
禅
宗
の
『
禅

戒
紗
』
で
は
女
人
が
禅
の
修
行
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
を
、
女
人
罪
障
の
文

以
上
、
所
引
の
典
籍
の
著
作
年
代
が
不
明
で
あ
っ
た
り
、
書
写
・
刊
行

年
代
が
江
戸
時
代
ま
で
下
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
今
後
も
新
た
に
発
見
さ

れ
る
可
能
性
も
あ
る
な
ど
、
断
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
が
、
女
人
罪
障
の

文
に
よ
っ
て
、
各
宗
の
僧
が
自
己
の
主
張
を
強
調
し
て
き
た
経
緯
を
辿
る

を
数
々
あ
げ
て
説
示
す
る
。

真
宗
学
会
第
六
十
七
回
大
会
研
究
発
表
要
旨
（
龍
口
）

と
、
こ
れ
ら
の
文
が
、
仏
教
の
全
般
に
亘
っ
て
享
受
さ
れ
、
一
般
化
さ
れ

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
考
で
き
る
の
で
あ
る
。

本
論
で
あ
げ
た
典
籍
で
成
立
の
明
確
な
も
の
の
中
で
最
も
年
代
の
古
い

も
の
は
平
康
頼
編
の
『
宝
物
集
』
で
あ
り
、
存
覚
が
こ
の
書
よ
り
孫
引
き

し
た
と
の
説
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
広
範
囲
な
流
布
を
考
え
る
時
、

『
宝
物
集
』
よ
り
以
前
、
即
ち
平
安
中
期
に
、
既
に
こ
れ
ら
の
文
が
流
布

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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文
学
研
究
真
宗
学
専
攻

ｏ
浄
土
教
理
史
演
習

『
教
行
証
文
類
』
の
研
究
（
続
講
）
川
添
泰
信

ｏ
真
宗
学
演
習

。
『
教
行
信
証
』
の
研
究
林
智
康

・
真
宗
教
学
の
諸
問
題

ｌ
真
宗
百
論
題
の
研
究
Ｉ
内
藤
知
康

。
「
親
鶯
浄
土
教
と
現
代
思
想
」

廣
田
デ
ニ
ス

。
『
教
行
証
文
類
』
の
基
礎
的
研
究
那
須
英
勝

・
親
鴬
思
想
に
お
け
る
真
実
の
救
済
観
の
解
明
鍋
島
直
樹

Ｏ
真
宗
教
学
史
演
習

・
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
近
代
真
宗
学
の
形
成

ｌ
「
真
宗
学
」
成
立
期
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
ー
龍
溪
章
雄

Ｏ
真
宗
伝
道
学
演
習

真
宗
伝
道
の
総
合
的
研
究
深
川
宣
暢

ｏ
真
宗
学
特
殊
研
究

・
真
宗
伝
道
学
の
基
礎
的
研
究
と
ア
メ
リ
カ
伝
道
の
実
践
的
研
究

川
添
泰
信

ｏ
真
宗
学
特
殊
研
究

Ａ
親
鶯
思
想
の
普
遍
性
再
考

平
成
二
十
五
年
度
真
宗
学
講
義
題
目

ｌ
多
元
主
義
的
宗
教
理
解
に
学
ぶ
ｌ

Ｂ
親
鶯
思
想
の
普
遍
性
再
考

ｌ
多
元
主
義
的
宗
教
理
解
に
学
ぶ
１

Ａ
生
命
を
考
え
る

Ｂ
生
命
を
考
え
る

Ａ
浄
土
思
想
に
お
け
る
信
心
と
言
葉
の
問
題

Ｂ
浄
土
思
想
に
お
け
る
信
心
と
言
葉
の
問
題

ｏ
真
宗
学
文
献
研
究

Ａ
親
鶯
の
消
息
を
読
む

Ｂ
親
鶯
の
消
息
を
読
み
取
る

Ａ
続
『
六
要
紗
』
の
研
究
（
上
）

Ｂ
続
『
六
要
抄
』
の
研
究
（
下
）

Ａ
「
行
文
類
」
の
読
解
（
続
講
）

Ｂ
「
正
信
偶
」
の
読
解

ｌ
「
文
類
偶
」
と
の
対
比
１

Ａ
親
鶯
著
作
を
英
訳
と
と
も
に
読
む

Ｂ
親
驚
著
作
を
英
訳
と
と
も
に
読
む

Ａ
親
鴬
の
手
紙
と
『
教
行
信
証
』
の
思
想

Ｂ
親
鴬
の
手
紙
と
『
教
行
信
証
』
の
思
想

ｏ
真
宗
教
学
史
特
殊
研
究

Ａ
「
信
文
類
」
の
諸
問
題
（
１
）

Ｂ
「
信
文
類
」
の
諸
問
題
（
２
）

Ｏ
浄
土
教
理
史
特
殊
研
究

Ａ
観
念
か
ら
称
名
念
仏
へ
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内
藤
知
康

内
藤
知
康

殿
内
恒

廣
田
デ
ニ
ス

廣
田
デ
ニ
ス

藤
能
成

藤
能
成

井
上
井
上
武
田
武
田
殿
内

那
須
英
勝

野
村
伸
夫

野
村
伸
夫

廣
田
デ
ニ
ス

廣
田
デ
ニ
ス

那
須
英
勝

善
幸
善
幸垂日垂日恒



実
践
真
宗
学
研
究
科

《
基
礎
研
究
科
目
》

ｏ
現
代
社
会
論
研
究

現
代
社
会
と
宗
教
亀
山
佳
明

ｏ
現
代
宗
教
論
研
究

「
宗
教
と
科
学
」
論

ｌ
西
谷
啓
治
・
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
に
学
ぶ
高
田
信
良

Ｏ
宗
教
教
育
学
研
究

宗
教
と
人
間
形
成
海
谷
則
之

・
宗
教
心
理
学
研
究

「
罪
・
悪
と
、
徳
」

ｌ
カ
ン
ト
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
親
鶯
に
学
ぶ
高
田
信
良

真
宗
教
団
の
存
在
意
義

ｏ
真
宗
伝
道
史
研
究

○
真
宗
教
義
学
研
究

真
宗
教
義

ｏ
真
宗
教
団
論
研
究

ｌ
仏
身
の
功
徳
か
ら
名
号
の
功
徳
へ
福
原
隆
善

Ｂ
観
念
か
ら
称
名
念
仏
へ

ｌ
法
然
浄
土
教
の
特
色
福
原
隆
善

Ｏ
伝
道
学
特
殊
研
究

Ｂ
医
療
に
お
け
る
生
命
の
尊
厳
と
親
驚
の
生
命
観
の
対
話鍋
島
直
樹

龍
溪
章
雄
《
専
門
研
究
科
目
（
宗
教
実
践
活
動
分
野
）
》

Ｏ
宗
教
実
践
演
習
Ｉ

内
藤
知
康

浄
土
真
宗
と
伝
道
林
智
康

○
実
践
真
宗
学
研
究

実
践
真
宗
学
の
基
本
的
理
解
深
川
宣
暢

Ｏ
実
践
真
宗
学
総
合
演
習
Ｉ

㈱
実
践
真
宗
学
の
分
野
と
方
法

鍋
島
直
樹
・
葛
野
洋
明
・
貴
島
信
行
・
田
畑
正
久
・
早
島
理

㈹
実
践
真
宗
学
の
分
野
と
方
法

田
畑
正
久
・
葛
野
洋
明
・
貴
島
信
行
・
鍋
島
直
樹
・
早
島
理

ｏ
実
践
真
宗
学
総
合
演
習
Ⅱ

例
実
践
真
宗
学
の
分
野
と
方
法

鍋
島
直
樹
・
葛
野
洋
明
・
貴
島
信
行
・
田
畑
正
久
・
早
島
理

㈹
実
践
真
宗
学
の
分
野
と
方
法

田
畑
正
久
・
葛
野
洋
明
・
貴
島
信
行
・
鍋
島
直
樹
・
早
島
理

Ｏ
浄
土
教
思
想
論
研
究

浄
土
教
の
生
因
思
想
の
展
開
杉
岡
孝
紀

○
大
乗
仏
教
論
研
究

大
乗
仏
教
は
い
か
に
し
て
成
立
し
た
か
桂
紹
隆

ｏ
仏
教
伝
道
史
研
究

ア
ジ
ア
仏
教
の
近
現
代
史
の
学
び
か
ら
伝
道
の
課
題
藤
本
信
隆

○
倫
理
学
研
究

生
命
と
環
境
の
哲
学
・
倫
理
学
丸
山
徳
次

四
五
七



・
国
内
外
の
布
教
伝
道
の
実
践
的
側
面
に
関
す
る
課
題
と
そ
の
研
究

葛
野
洋
明

・
真
宗
伝
道
の
基
礎
的
研
究
と
実
践
貴
島
信
行

・
宗
教
（
仏
教
・
真
宗
）
に
お
け
る
教
義
と
伝
道
お
よ
び
そ
の
実
際

深
川
宣
暢

○
宗
教
実
践
演
習
Ⅱ

・
国
内
外
の
布
教
伝
道
の
実
践
的
側
面
を
通
し
た
、
各
自
の
宗
教

実
践
的
課
題
の
研
究
葛
野
洋
明

．
法
座
伝
道
に
お
け
る
実
践
方
法
貴
島
信
行

・
真
宗
伝
道
の
種
類
と
方
法
深
川
宣
暢

○
宗
教
実
践
演
習
Ⅲ

・
国
内
外
の
宗
教
実
践
の
課
題
を
通
し
た
研
究
の
結
実

葛
野
洋
明

・
浄
土
真
宗
に
お
け
る
宗
教
実
践
の
課
題
と
方
途
貴
島
信
行

・
真
宗
伝
道
の
実
践
的
研
究
鍋
島
直
樹

ｏ
宗
教
実
践
実
習

・
宗
教
的
実
践
課
題
に
則
し
た
実
習
葛
野
洋
明

・
真
宗
に
お
け
る
布
教
伝
道
と
寺
院
活
動
貴
島
信
行

・
真
宗
伝
道
の
実
際
鍋
島
直
樹

ｏ
宗
教
実
践
特
殊
研
究

Ａ
真
宗
と
西
洋
の
出
会
い
廣
田
デ
ニ
ス

Ｂ
マ
ス
コ
ミ
に
お
け
る
宗
教
情
報
の
研
究

ｌ
新
聞
情
報
を
中
心
に
Ｉ
深
川
宣
暢

Ｃ
国
際
伝
道
か
ら
窺
う
現
代
に
お
け
る
伝
道
の
研
究

《
専
門
研
究
科
目
（
社
会
実
践
活
動
分
野
）
》

ｏ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
論
研
究

宗
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
援
助
技
術

○
環
境
論
研
究

環
境
問
題
と
人
類
の
役
割

ｌ
理
論
と
方
法
ｌ

Ｅ
仏
教
の
教
育
と
教
化
を
考
え
る

Ｄ
本
願
寺
教
団
の
近
代
化
と
教
団
改
革
論

Ｆ
音
声
表
現
ス
キ
ル
の
獲
得

ｏ
宗
教
法
人
運
営
論
研
究

Ｉ
現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
法
人
運
営
の
基
礎
研
究

Ⅱ
寺
院
の
適
正
な
る
管
理
運
営
に
つ
い
て

Ｏ
寺
院
活
動
論
研
究

Ｏ
情
報
メ
デ
ィ
ア
論
研
究

宗
教
と
情
報
メ
デ
ィ
ア

ｏ
組
織
活
動
論
研
究

寺
院
活
動
の
基
本
。

ｏ
布
教
伝
道
論
研
究

真
宗
伝
道
に
お
け
る
基
本
的
理
解
と
実
践

ｏ
仏
教
音
楽
論
研
究

宗
教
に
お
け
る
音
楽
の
意
味
と
意
義

Ｏ
文
書
活
動
論
研
究

作
文
と
添
削

四
五
八

友
久
久
雄

貴
島
信
行

宮
本
義
宣

北
川

西
義
人

小
野
真

山
口
林善
井

仲中川葛
山西村野

三
上
章
道

秀
樹

信春
明男卓

洋
明
覚
昭
直
樹
豊
秋



○
更
生
保
護
論
研
究
浜
井
浩
一

ｏ
社
会
実
践
演
習
Ｉ

・
社
会
実
践
に
つ
い
て
田
畑
正
久

・
生
命
倫
理
・
倫
理
・
宗
教
早
島
理

ｏ
社
会
実
践
演
習

・
実
習
に
向
け
て
田
畑
正
久

・
生
老
病
死
と
終
末
期
医
療
早
島
理

○
社
会
実
践
演
習

・
修
士
論
文
及
び
報
告
書
の
作
成
田
畑
正
久

・
修
士
論
文
及
び
報
告
書
の
作
成
早
島
理

ｏ
社
会
実
践
実
習

実
習
に
向
け
て
の
検
討
・
討
議
田
畑
正
久

ｏ
社
会
実
践
実
習

学
外
実
習
の
基
礎
早
島
理

ｏ
社
会
実
践
特
殊
研
究

Ａ
真
宗
と
倫
理
ｌ
西
洋
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
考
え
る
廣
田
デ
ニ
ス

Ｂ
生
老
病
死
と
終
末
期
医
療
早
島
理

Ｃ
浄
土
真
宗
を
基
調
と
し
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
考
え
る吾
勝
常
行

Ｄ
日
本
人
の
宗
教
性
と
真
宗
の
信
仰
金
児
曉
嗣

Ｅ
社
会
の
諸
問
題
と
仏
教
の
現
代
的
意
義
田
中
教
照

Ｆ
現
代
社
会
に
対
応
す
る
寺
院
お
よ
び
僧
職
の
実
践
活
動高
橋
卓
志

文
学
部
真
宗
学
科

○
教
理
史
演
習
Ｉ

Ｇ
福
祉
実
践
の
た
め
の
理
論
研
究

ｏ
社
会
福
祉
論
研
究

社
会
福
祉
の
現
状
理
解
と
社
会
福
祉
論
の
検
討

Ｏ
生
涯
学
習
論
研
究

寺
院
活
動
と
生
涯
学
習
実
践

ｏ
真
宗
人
間
論
研
究

真
宗
に
お
け
る
人
間
論

○
心
理
療
法
学
研
究

心
理
療
法
と
の
接
点

Ｏ
精
神
保
健
学
研
究

精
神
障
が
い
と
そ
の
予
防
お
よ
び
治
療
・
援
助

Ｏ
生
命
倫
理
論
研
究

生
命
倫
理
・
倫
理
・
宗
教

Ｏ
地
域
活
動
論
研
究

地
域
の
生
活
文
化
を
地
域
活
動
に
活
か
す

ｏ
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
論
研
究

親
篭
思
想
を
基
盤
と
し
た
ビ
ハ
ー
ラ
活
動

ｏ
老
年
心
理
学
研
究

「
老
年
期
心
性

○
諸
課
程
科
目
真
宗
教
団
活
動
論

布
教
使
資
格
に
関
す
る
諸
講
義

四
五
九

義
本
弘
導

友
久
久
雄

鍋
島
直
樹

窪
田
和
美

武
田
俊
信

吉
川
悟

早
島
理

持
田
良
和

深
川
宣
暢

清
水
教
恵

長
崎
陽
子



。
『
高
僧
和
讃
』
に
学
ぶ
井
上
見
淳

・
浄
土
教
理
史
の
基
礎
的
研
究
高
田
文
英

ｏ
教
義
学
演
習
Ｉ

。
『
浄
土
文
類
聚
紗
』
を
読
む

ｌ
真
宗
の
基
本
的
枠
組
Ｉ
殿
内
恒

・
親
鶯
思
想
に
基
づ
く
救
済
の
探
求
鍋
島
直
樹

Ｏ
教
学
史
演
習
Ｉ

・
蓮
如
の
言
葉
井
上
善
幸

・
親
鶯
教
義
解
釈
史
の
研
究

ｌ
『
口
伝
紗
』
の
教
学
史
的
研
究
を
中
心
に
Ｉ
深
川
宣
暢

○
伝
道
学
演
習
Ｉ

・
伝
道
学
の
諸
問
題

ｌ
真
宗
伝
道
の
理
念
と
歴
史
と
方
法
を
め
ぐ
る
課
題
探
究
ｌ

龍
溪
章
雄

・
現
代
人
の
苦
悩
に
応
え
る
真
宗
の
あ
り
方
藤
能
成

Ｏ
教
学
史
講
読

Ａ
『
口
伝
紗
』
を
読
む
。
佐
々
木
覚
爾

Ｂ
『
改
邪
紗
』
を
読
む
岡
崎
秀
麿

ｏ
教
学
史
特
殊
講
義

Ａ
近
代
の
真
宗
思
想
入
門
岩
田
真
美

Ｂ
覚
如
の
教
義
理
解
の
特
色
を
学
ぶ
能
美
潤
史

ｏ
教
義
学
講
読

Ａ
『
教
行
信
証
』
上
、
「
教
巻
・
行
巻
・
信
巻
」

林
智
康

Ｂ
『
教
行
信
証
』
の
後
半
、
特
に
証
巻
を
中
心
に
講
読
す
る
。

普
賢
保
之

Ｃ
『
一
念
多
念
文
意
』
を
読
む
高
田
文
英

Ｄ
尊
号
真
像
銘
文
講
読
龍
口
恭
子

Ｅ
唯
信
紗
文
意
を
読
む
武
田
一
真

ｏ
教
義
学
特
殊
講
義

Ａ
親
鴬
に
み
る
人
間
像
の
探
求
鍋
島
直
樹

Ｂ
親
驚
に
お
け
る
善
導
教
義
の
影
響
と
展
開
岡
崎
秀
麿

Ｃ
異
義
か
ら
見
え
て
く
る
親
驚
教
義
三
浦
真
証

ｏ
教
理
史
講
読

Ａ
『
往
生
論
註
』
を
読
む
原
田
哲
了

Ｂ
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
読
む
藤
丸
智
雄

Ｃ
『
仏
説
無
量
寿
経
』
講
読
田
中
無
量

○
教
理
史
特
殊
講
義

Ａ
『
愚
禿
紗
』
概
論
佐
々
木
義
英

Ｂ
東
ア
ジ
ア
の
浄
土
教
信
仰
の
多
様
性グ
ラ
ン
バ
ッ
ク
リ
サ
ア
ン

ｏ
真
宗
学
概
論

Ａ
真
宗
教
義
内
藤
知
康

Ｂ
真
宗
を
学
問
と
し
て
学
ぶ
玉
木
興
慈

○
真
宗
学
基
礎
演
習
Ｉ
（
真
宗
入
門
）

那
須
英
勝
、
高
田
文
英
、
井
上
見
淳
、
武
田
晋
、
岩
田
真
美

ｏ
真
宗
学
基
礎
演
習
Ⅱ
（
正
信
念
仏
偶
を
学
ぶ
）

杉
岡
孝
紀
、
長
岡
岳
澄
、
高
田
文
英
、
井
上
見
淳
、
藤
能
成

ｏ
真
宗
教
学
史

四
六
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○
浄
土
教
理
史

親
鶯
浄
土
教
へ
の
道

ｏ
浄
土
教
聖
典
学
概
論

浄
土
教
聖
典
の
成
立
と
展
開

ｏ
卒
業
論
文
（
教
学
史
演
習
Ⅱ
）

・
覚
如
教
学
の
研
究

・
真
宗
教
学
史
の
諸
問
題

ｏ
卒
業
論
文
（
教
義
学
演
習
Ⅱ
）

（
親
鶯
思
想
真
宗
教
義
）
解
釈
史
の
批
判
的
概
説
龍
溪
章
雄

ｏ
真
宗
教
団
史
浄
土
真
宗
の
歴
史
を
学
ぶ
溪
英
俊

ｏ
真
宗
学
講
読
Ａ
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
読
む
藤
丸
智
雄

○
真
宗
聖
典
学
概
論

・
親
鶯
・
覚
如
・
存
覚
・
蓮
如
の
説
き
示
し
た
教
え
貫
名
讓

・
著
作
の
性
格
と
表
さ
れ
た
こ
と

原
田
哲
了

ｏ
真
宗
伝
道
学

浄
土
真
宗
は
、
現
代
人
の
苦
悩
と
問
い
に
ど
う
応
え
る
の
か
？

藤
能
成

ｏ
浄
土
教
概
論

法
然
門
下
の
浄
土
教
を
中
心
と
し
て
武
田
晋

．
『
浄
土
和
讃
』
に
学
ぶ

Ｏ
卒
業
論
文
（
教
理
史
演
習
Ⅱ
）

・
真
宗
学
の
諸
問
題

・
真
宗
学
の
諸
問
題

・
親
鶯
教
義
の
普
遍
性
と
特
殊
性

杉
岡
孝
紀

龍
溪
章
雄

武
田
晋

内
藤
知
康

林
智
康

那
須
英
勝

林
智
康

河
智
義
邦

ｏ
卒
業
論
文
（
伝
道
学
演
習
Ⅱ
）

・
卒
業
論
文
執
筆
を
通
し
て
、
現
代
を
考
え
る
玉
木
興
慈

・
現
代
に
お
け
る
真
宗
伝
道
の
課
題
と
可
能
性
嵩
満
也

・
卒
業
論
文
研
究
（
真
宗
伝
道
学
の
研
究
Ⅱ
）
深
川
宣
暢

Ｏ
伝
道
学
講
読

Ａ
存
覚
『
浄
土
真
要
紗
』
を
読
む
北
岑
大
至

Ｂ
「
三
帖
和
讃
」
を
読
む
金
信
昌
樹

Ｃ
蓮
如
上
人
の
『
御
文
章
』
を
読
む
溪
英
俊

ｏ
伝
道
学
特
殊
講
義

Ａ
現
実
社
会
の
生
老
病
死
の
四
苦
に
直
面
す
る
現
場
で
仏
教
の

救
い
は
ど
う
実
現
す
る
か
田
畑
正
久

Ｂ
仏
教
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
打
本
未
来

ｏ
比
較
思
想
論
「
人
間
は
ど
う
生
き
る
べ
き
か
？
」
廣
田
デ
ニ
ス

ｏ
布
教
伝
道
論

Ｉ
浄
土
真
宗
に
お
け
る
布
教
伝
道
の
理
論
と
実
際
貴
島
信
行

Ⅱ
浄
土
真
宗
に
お
け
る
布
教
伝
道
の
基
礎
と
実
践
的
側
面
か
ら

の
考
察
葛
野
洋
明

四
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一



論
文
題
目

大
学
院
修
士
論
文

現
生
正
定
聚
に
つ
い
て
の
一
考
察

小
児
往
生
に
つ
い
て

「
方
便
化
身
士
分
類
」
末
の
研
究

ｌ
経
論
の
引
用
意
図
に
つ
い
て
の
考
察
ｌ

『
唯
信
紗
文
意
』
に
み
る
親
驚
の
名
号
観

ｌ
『
唯
信
紗
』
と
比
較
し
て
ｌ

懐
感
浄
土
教
の
研
究

ｌ
善
導
浄
土
教
と
比
較
し
て
ｌ

真
宗
伝
道
の
方
法
論
的
考
察

ｌ
国
語
科
の
授
業
法
に
関
連
し
て
ｌ

浄
土
真
宗
に
お
け
る
伝
道
と
そ
の
展
開

横
超
断
四
流
釈
の
利
益
の
位
置
づ
け

ｌ
現
當
二
益
を
通
し
て
の
見
解
ｌ

真
宗
仏
性
義
再
考

ｌ
親
鶯
の
仏
性
観
の
独
自
性
ｌ

法
然
か
ら
親
驚
へ
の
展
開

ｌ
特
に
生
因
願
を
中
心
に
ｌ

隆
寛
律
師
の
浄
土
教
思
想

平
成
二
十
四
年
度
真
宗
学
修
士
論
文
・
卒
業
論
文
題
目
一
覧

奥
田
桂
寛

小
野
真
世

榎
屋
達
也

禿
了
真

芝
田
法
之

河
邊
大
文

正
親
智
隆

岩
田
香

菊
池
正
信

東
光
真
法
香

四
茂
野
大
樹

姓
名

実
践
真
宗
学
修
士
論
文

真
宗
伝
道
の
実
践
的
研
究

ｌ
真
宗
に
お
け
る
慈
悲
と
伝
道
ｌ

浄
土
真
宗
に
お
け
る
自
己
と
救
い

ｌ
現
代
社
会
の
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
考
え
る
ｌ

真
宗
寺
院
に
お
け
る
高
齢
者
介
護
に
つ
い
て
の
一
考
察

真
宗
と
現
代
社
会
の
死
生
観

伝
道
に
お
け
る
儀
礼
の
意
義

ｌ
未
信
者
の
儀
礼
参
加
の
考
察
ｌ

真
宗
僧
侶
が
自
死
に
関
わ
る
意
義

ｌ
遺
族
と
の
関
わ
り
の
視
点
よ
り
ｌ

浄
土
真
宗
の
公
益
性
の
研
究

ｌ
伝
道
拠
点
の
変
遷
を
中
心
と
し
て
ｌ

現
代
伝
道
の
可
能
性

親
鶯
聖
人
の
五
念
門
観

ｌ
法
然
門
下
と
の
対
比
を
中
心
と
し
て
ｌ

親
鶯
に
お
け
る
往
生

親
篭
の
疑
心
観
の
研
究

ｌ
法
然
の
疑
心
理
解
と
の
比
較
を
通
し
て
Ｉ

四
六
二

竹
林
景
潤

末
武
寛
行

霜
尾
吏
澄

荻
野
清
基
小
林

瓜
生
智
子

南
條
了
瑛

馬
場
正
光

宮
地
崇

西
村
慶
哉

賢秀龍
五史裕



ｌ
御
文
章
の
流
れ
を
受
け
て
ｌ

真
宗
に
お
け
る
社
会
福
祉
活
動
の
一
考
察
巽
一
仁

ｌ
真
宗
の
地
域
社
会
的
実
践
に
つ
い
て
ｌ

伝
統
的
寺
院
活
動
の
再
考
霊
野
廣
由

ｌ
特
に
月
忌
の
重
要
性
に
着
目
し
て
ｌ

寺
院
活
動
の
可
能
性
長
尾
光
雲

真
宗
儀
礼
の
研
究
成
澤
一
行

ｌ
葬
儀
の
現
状
を
中
心
と
し
て
ｌ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
寺
院
活
動
の
研
究
藤
雄
好
華

浄
土
真
宗
に
お
け
る
青
少
年
へ
の
伝
道
の
可
能
性
藤
田
圭
子

ｌ
伝
道
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
必
要
性
に
つ
い
て
ｌ

現
代
社
会
の
宗
教
情
勢
に
お
け
る
真
宗
伝
道
の
研
究
不
二
見
慈
朗

仏
教
儀
礼
の
研
究
藤
本
弘
信

ｌ
特
に
読
経
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

宗
教
者
の
社
会
実
践
活
動
の
可
能
性
丸
隈
説
子

１
人
と
人
を
繋
ぐ
よ
り
あ
い
の
場
を
求
め
て
ｌ

現
代
に
お
け
る
葬
儀
の
可
能
性
三
ヶ
本
義
唯

緩
和
ケ
ア
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
課
題
と
可
能
性
宮
本
祐
慈

ｌ
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を
て
が
か
り
に
ｌ

浄
土
真
宗
に
お
け
る
聴
聞
の
考
察
森
下
広
大

現
代
社
会
に
お
け
る
視
覚
伝
道
の
可
能
性
山
本
成
美

ｌ
寺
報
・
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
中
心
と
し
て
ｌ

鈴
木
大
拙
と
浄
土
真
宗
佐
々
木
大
介

ｌ
大
拙
に
お
け
る
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
Ｉ

文
学
部
真
宗
学
科
卒
業
論
文

近
代
以
降
に
お
け
る
「
悪
人
正
機
」
解
釈
に
つ
い
て

覚
如
の
人
間
観

親
鴬
の
神
祗
観

善
導
の
三
心
釈
を
め
ぐ
る
一
考
察

法
然
と
親
鶯
の
一
考
察

現
代
人
に
と
っ
て
の
幸
せ
と
親
鴬
聖
人
の
教
え

阿
闇
世
と
章
提
希
の
救
い
と
現
代
社
会

現
代
人
と
真
宗
の
一
考
察

『
阿
弥
陀
経
』
が
言
い
た
い
こ
と

真
宗
に
お
け
る
『
歎
異
抄
』
の
意
義

親
驚
の
生
死
観

ｌ
死
の
受
容
段
階
説
を
手
が
か
り
に
し
て
ｌ

関
東
に
お
け
る
親
驚
の
一
考
察

親
驚
に
お
け
る
生
死
観

親
篭
に
お
け
る
「
自
然
法
爾
」
の
展
開

仏
教
と
医
療
の
関
係

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
と
親
鶯
思
想

ｌ
こ
れ
か
ら
の
寺
院
の
在
り
方
ｌ

葬
儀
の
現
状
と
課
題

浄
土
真
宗
の
信
心
と
伝
道

ｌ
稲
垣
瑞
劔
師
に
学
ぶ
ｌ

仏
教
が
担
う
看
取
り
の
文
化
と
地
域
再
生四

六
三

乾伊伊井板
藤藤筒敷

朝
枝
遊
心

朝
倉
あ
す
か

朝
倉
顕
昌

渥
美
光

姉
嵜
恵

阿
部
智
加
子

天
辰
祥
平

天
谷
恵

安
藤
慈
美

井
尾
弘
樹

石
田
慶
子

犬
飼
杏
菜

中
村
陽
子

高
松
典
正裕

智
隆
淳
史
慎
介
多
惠



現
代
社
会
に
お
け
る
真
宗
伝
道
の
課
題
岩
崎
教
大

戦
時
教
学
の
諸
問
題
内
山
桂
志

真
宗
と
社
会
福
祉
裏
野
将
広

六
字
釈
の
考
察
大
熊
唯
景

「
他
力
本
願
」
の
誤
用
に
つ
い
て
大
森
一
輝

ハ
ン
セ
ン
病
差
別
と
真
宗
岡
田
恒
平

親
驚
教
義
か
ら
見
た
自
死
問
題
に
つ
い
て
の
一
考
察
岡
田
空
子

ｌ
日
本
社
会
を
取
り
巻
く
自
死
問
題
と
ど
う
向
き
合
う
か
ｌ

法
然
聖
人
と
親
鶯
聖
人
の
悪
人
正
機
説
岡
部
顕
慈

親
鶯
の
念
仏
観
に
つ
い
て
岡
本
辰
彦

悪
人
正
機
に
つ
い
て
現
代
の
身
近
な
事
件
を
通
し
て
考
え
る
荻
野
翔
太

真
宗
と
自
死
奥
田
正
弘

現
代
社
会
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
存
在
意
義
織
田
心
海

真
宗
の
伝
道
小
野
真
司

ｌ
蓮
如
と
現
代
ｌ

自
死
へ
の
理
解
と
親
鶯
の
救
い
の
理
解
小
宅
裕

親
鴬
思
想
の
真
実
性
甲
斐
知
史

ｌ
科
学
と
宗
教
の
あ
り
方
を
求
め
て
ｌ

蓮
如
上
人
の
教
学
と
現
代
に
つ
い
て
梶
井
弘
人

親
鶯
の
往
生
観
春
日
部
秀
慈

浄
土
真
宗
に
お
け
る
慈
善
活
動
加
藤
奈
菜
美

’
九
條
武
子
と
被
災
地
支
援
ｌ

日
本
仏
教
に
お
け
る
地
獄
の
思
想
鎌
田
一
真

ｌ
親
鶯
聖
人
を
中
心
に
Ｉ

親
驚
の
教
義
を
支
え
る
曇
驚
の
教
理
神
谷
征
男

浄
土
真
宗
の
救
済
観
川
崎
麻
衣

Ｉ
キ
リ
ス
ト
教
と
比
較
し
て
ｌ

犯
罪
か
ら
の
社
会
復
帰
河
田
美
緒

Ｉ
親
鴬
の
救
済
観
に
学
ぶ
ｌ

『
歎
異
抄
』
に
学
ぶ
親
鴬
思
想
神
辺
淳

親
鴬
聖
人
の
生
死
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
木
代
早
紀

自
死
問
題
と
真
宗
木
下
祥
悟

現
代
の
浄
土
真
宗
教
義
に
生
か
さ
れ
て
い
る
蓮
如
上
人
の
教
学桐
原
俊
哉

親
驚
に
お
け
る
浄
土
の
意
義
楠
芳
之

現
代
社
会
と
真
宗
口
羽
亜
微

ｌ
子
供
た
ち
に
お
け
る
「
い
の
ち
」
の
問
題
ｌ

浄
土
真
宗
と
現
代
社
会
の
新
し
い
関
係
黒
岡
寛
大

浄
土
真
宗
に
お
け
る
現
代
の
一
考
察
小
池
英
貴

蓮
如
に
お
け
る
伝
道
の
特
色
の
一
考
察
古
孝
法
祥

浄
土
真
宗
の
社
会
的
役
割
の
一
考
察
酒
井
海
斗

ｌ
特
に
現
代
の
問
題
を
中
心
と
し
て
ｌ

浄
土
真
宗
に
お
け
る
葬
送
観
と
愛
別
離
苦
へ
の
姿
勢
佐
々
木
歩

真
宗
伝
道
の
一
考
察
佐
々
木
正
哉

ｌ
国
際
伝
道
を
通
し
て
ｌ

親
驚
の
人
間
観
佐
藤
陽

現
代
人
と
真
宗
の
生
死
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
佐
藤
弘
大

真
宗
の
往
生
理
解
の
特
色
と
変
遷
佐
藤
思
水

四
六
四



仏
教
民
俗
学
か
ら
み
た
浄
土
真
宗
信
仰

真
宗
教
義
の
受
容
と
そ
の
背
景

仏
教
と
現
代
文
化
の
関
わ
り

現
代
社
会
と
真
宗
の
一
考
察

親
鴬
に
お
け
る
現
世
利
益
観

浄
土
真
宗
に
お
け
る
人
間
観
の
一
考
察

信
心
の
一
考
察

法
然
と
皇
円
の
一
考
察

親
鶯
思
想
に
お
け
る
提
婆
達
多
と
阿
闇
世
の
考
察

真
宗
に
お
け
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ヶ
ア

蓮
如
に
お
け
る
仏
凡
一
体
論
の
意
義
と
そ
の
背
景

蓮
如
上
人
の
伝
道
に
つ
い
て

現
代
に
お
け
る
真
宗
伝
道
の
あ
り
方

親
鶯
教
義
に
お
け
る
「
思
議
」
の
位
置
づ
け

ｌ
獲
得
名
号
自
然
法
爾
章
を
中
心
に
ｌ

歎
異
抄
か
ら
学
ぶ
親
鶯
思
想
の
特
徴

現
代
に
お
け
る
宗
教
の
一
考
察

ｌ
浄
土
真
宗
の
視
座
か
ら
ｌ

蓮
如
と
真
慧

ｌ
蓮
如
と
真
慧
の
様
々
な
比
較
ｌ

親
管
の
浄
土
観

法
然
と
親
鶯
の
比
較
研
究

親
鶯
の
死
生
観
の
現
代
的
意
義

現
代
社
会
に
お
け
る
日
本
人
の
宗
教
心

高
倉
信
慈

高
橋
里
采

佐
藤
美
幸

紫
藤
好
堅

篠
原
そ
わ
か

芝
田
直
哉

柴
山
尚
也

嶋
崎
阿
美

稗
大
智

小
岱
紫
朗

白
櫨
友
子

新
庄
昭

淨
謙
恵
照

杉
山
雲
翔

角
証
願

曾
我
憲
真

多
賀
善
彦

竹
林
尚
顕

多
ヶ
江
良
俊

田
中
量

谷
口
雄
治

ｌ
特
に
浄
土
真
宗
に
つ
い
て
ｌ

真
宗
に
お
け
る
死
生
観
の
考
察

ｌ
キ
リ
ス
ト
教
と
の
対
比
を
通
し
て
ｌ

浄
土
真
宗
に
お
け
る
信
心
の
一
考
察

現
代
の
死
と
死
者
供
養

ｌ
浄
土
真
宗
の
観
点
か
ら
ｌ

現
代
に
お
け
る
真
宗
伝
道
の
課
題

浄
土
真
宗
の
躍
進
に
み
ら
れ
る
蓮
如
の
力

浄
土
真
宗
の
救
い
と
現
代
社
会

親
驚
の
思
想
と
現
代
社
会

親
鶯
に
お
け
る
信
心
の
一
考
察

真
宗
に
お
け
る
生
死
観

現
代
に
お
け
る
生
死
の
問
題

化
身
士
巻
に
つ
い
て
の
一
考
察

親
鶯
と
中
村
久
子
の
人
生
観

ｌ
生
き
る
支
援
を
考
え
る
ｌ

蓮
如
上
人
の
生
涯
と
教
学
の
特
色

蓮
如
教
学
に
お
け
る
親
鴬
教
学
の
再
解
釈

真
宗
に
お
け
る
神
祗
観

親
鶯
聖
人
に
お
け
る
死
生
観

沖
縄
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
歴
史

真
宗
か
ら
見
る
自
死
問
題

浄
土
往
生
の
理
解
に
つ
い
て

浄
土
真
宗
と
内
観

四
六
五

津
山
一
平

霊
野
廣
大

遠
山
信
証

中
澤
結
華

中
重
克
介

中
田
基
介

中
村
穂
奈
美

長
尾
叡

長
漬
千
尋

辻
元
静
羅

経
谷
玲

畑橋新西西西西西
本田原田住河

田
畑
亮

淳
章輝

真
海智

舞
華
拓
也
秀
円
綾
花



親
鶯
と
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル

ー
苦
と
絶
望
の
形
而
上
学
ｌ

親
鶯
の
人
間
観

ｌ
悪
人
正
機
説
を
中
心
に
ｌ

真
宗
と
戦
国
武
将

日
本
浄
土
教
と
地
獄
に
つ
い
て

現
代
に
お
け
る
真
宗
伝
道

ｌ
そ
の
諸
問
題
ｌ

親
鴬
の
人
間
観

親
鴬
の
生
涯
と
人
生
観

他
力
信
心
の
世
界

法
然
と
親
鶯
の
思
想
と
伝
道

公
立
学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
可
能
性

親
鶯
在
世
時
の
異
義
に
つ
い
て

現
代
社
会
と
浄
土
真
宗

ｌ
い
の
ち
の
一
考
察
’

二
種
法
身
論
の
研
究

現
代
社
会
と
浄
土
真
宗

現
代
と
浄
土
真
宗

ｌ
現
代
に
お
け
る
真
宗
の
教
え
と
慣
習
ｌ

蓮
如
上
人
と
大
阪

仏
教
に
お
け
る
結
婚
観

真
宗
の
教
え
と
生
活

真
宗
信
心
に
つ
い
て
の
教
理
史
的
一
考
察

松
田
英
利
子

丸
谷
麻
緒

三
木
朋
子

三
島
晃
真

馬
嶋
阿
舞
莉

松
井
優
二

松
尾
麻
依
加

藤
井
藤
井
藤
田
藤
田
藤
森
舩
元
堀
田

日
高
理
恵

福
岡
浩
崇

藤
井
紗
都
子

曵
田
温
史

羽
野
龍
樹

智
子
裟
保
真
海
猛
水
大
貴
義
男
和
俊

親
鶯
・
蓮
如
と
教
育
三
島
裕
来

大
谷
光
瑞
と
大
谷
探
検
隊
水
内
大
悟

蓮
如
の
六
字
釈
に
つ
い
て
水
野
卓

浄
土
真
宗
に
お
け
る
小
児
往
生
に
つ
い
て
の
一
考
察
光
應
智
詔

五
逆
・
誇
法
・
一
闘
提
に
つ
い
て
水
戸
信
晃

海
外
に
お
け
る
真
宗
伝
道
水
口
美
紀

親
鴬
の
往
生
観
南
真
理

倫
理
基
盤
と
し
て
の
仏
教
源
一
道

ｌ
環
境
倫
理
と
恩
思
想
ｌ

組
織
と
し
て
の
「
浄
土
真
宗
」
の
考
察
村
井
拓
磨

ｌ
親
鴬
上
人
と
蓮
如
上
人
か
ら
学
ぶ
組
織
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
－

浄
土
真
宗
に
お
け
る
「
い
の
ち
」
の
問
題
森
川
大

親
鶯
の
人
間
観
森
山
直
樹

ｌ
煩
悩
を
中
心
に
ｌ

現
代
社
会
と
真
宗
山
本
知
佳

顕
如
上
人
の
一
考
察
吉
井
法
樹

ｌ
石
山
戦
争
と
浄
土
真
宗
ｌ

親
鴬
と
一
遍
吉
川
祐
樹

本
願
寺
の
歴
史
と
教
学
に
つ
い
て
吉
見
知
代

浄
土
真
宗
に
お
け
る
悪
人
の
救
済
和
田
省
吾

覚
如
の
『
口
伝
紗
』
に
つ
い
て
和
田
紘
樹

親
鶯
の
大
乗
菩
薩
道
精
神
古
和
田
百
合
子

真
宗
と
女
人
往
生
牧
野
新
一

真
宗
と
科
学
の
関
係
入
江
楽

四
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浄
土
真
宗
の
救
い

ｌ
親
驚
の
現
生
正
定
聚
と
は
ｌ

浄
土
真
宗
に
お
け
る
宗
教
教
育
に
つ
い
て

真
宗
の
教
え
は
本
当
に
人
の
心
を
豊
か
に
出
来
る
の
か

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
に
つ
い
て

親
賛
思
想
に
お
け
る
死
と
大
悲

ｌ
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
を
中
心
に
ｌ

海
外
開
教
に
求
め
ら
れ
る
も
の

ｌ
開
教
使
の
人
間
像
を
中
心
に
Ｉ

主
体
的
仏
道
と
し
て
の
浄
土
真
宗

ビ
ハ
ー
ラ
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

現
代
社
会
に
お
け
る
苦
悩

ｌ
浄
土
真
宗
は
い
か
に
対
応
す
る
の
か
ｌ

親
鶯
の
往
生
思
想
に
つ
い
て

法
然
聖
人
と
親
鴬
聖
人
の
信
心
と
念
仏
の
比
較

薩
摩
の
真
宗
禁
制
に
つ
い
て
の
一
考
察

善
鶯
義
絶
に
つ
い
て

仏
教
と
生
命
倫
理

真
宗
に
お
け
る
女
人
往
生
に
つ
い
て

親
萱
聖
人
に
お
け
る
救
済
思
想

真
慧
上
人
の
念
佛
観

大
町
如
導
の
研
究

ｌ
越
前
真
宗
史
の
一
断
面
ｌ

「
他
力
本
願
」
に
つ
い
て

藤
實
南
出
壬
生

藤
田
裕
豪

加
藤
真
由
子

小
泉
智
彦

下
野
敏
之

西
脇
大
成

高
城
了
悟

大
原
洸
融

岡
悠
樹

岡
野
悠
一

河
本
麻
由

熊
倉
大
希

斉
藤
万
里
絵

作
田
尚
恵

塩
崎
脩
平

平
仁

春
日
眞
人

乗
教
朱
里
泰
文

真
宗
に
お
け
る
現
代
社
会
の
一
考
察

真
宗
と
医
療

ｌ
穏
や
か
な
死
を
迎
え
る
た
め
に
’

四
諦
・
八
正
道
と
真
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

真
宗
教
義
と
キ
リ
ス
ト
教

ｌ
ル
タ
ー
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
ｌ

親
驚
に
お
け
る
人
間
観

現
代
資
本
主
義
社
会
と
親
鴬
の
教
え

真
宗
用
語
か
ら
み
る
親
鶯
思
想

仏
教
と
自
死

顕
如
上
人
と
石
山
戦
争

死
後
観
に
つ
い
て
の
一
考
察

真
宗
学
と
現
代
社
会
の
一
考
察

真
宗
寺
院
の
現
状
と
課
題

三
業
惑
乱
に
つ
い
て

浄
土
教
理
史
に
お
け
る
他
力
思
想
の
展
開

親
鶯
聖
人
と
蓮
如
上
人

ｌ
浄
土
真
宗
の
魅
力
の
原
点
を
探
る
Ｉ

四
六
七

長
谷
川
向
真

伴
建
太
朗

藤
野
幸
真

藤
本
将
英

堀
内
康
平

村
上
順
之

山
下
和
樹

大
塚
真
慈

田
原
清
泉

武
田
崇

仁
木
雅
代

中
谷
太

西
唯
顕

田
中
基
裕

徳
留
真
由
美



平
成
二
十
五
年
度
真
宗
学
会
理
事
会
・
運
営
協
議
会

第
一
回
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
運
営
協
議
会

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
八
日
（
火
）
十
六
時
四
十
五
分
よ
り

西
覺
二
階
大
会
議
室
に
て

一
、
学
会
長
挨
拶
内
藤
知
康
先
生

一
、
議
長
団
選
出

議
長
長
宗
博
之
（
博
士
二
回
）

副
議
長
武
末
直
也
（
博
士
三
回
）

副
議
長
榎
屋
達
也
（
博
士
一
回
）

書
紀
岩
田
光
（
学
部
四
回
）

書
紀
寺
本
志
織
（
学
部
四
回
）

一
、
自
己
紹
介

一
、
役
員
の
変
更
に
つ
い
て
（
高
田
文
英
先
生
）

一
、
平
成
二
十
四
年
度
決
算
（
高
田
文
英
先
生
）

一
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
（
高
田
文
英
先
生
）

一
、
各
委
員
会
活
動
予
定
に
つ
い
て

（
一
）
庶
務
委
員
会
（
神
崎
修
生
）

・
学
会
費
の
徴
収
・
管
理
・
運
営
に
つ
い
て

（
二
）
研
究
委
員
会
（
遠
山
信
証
）

・
真
宗
学
会
研
究
発
表
会
に
つ
い
て

・
卒
業
論
文
中
間
発
表
に
つ
い
て

Ｉ
真
宗
学
会
消
息Ｉ Ｉ

真
宗
学
会
消
息

理
事
会
平
成
二
十
五
年
十
一
月
五
日
（
火
）
十
二
時
十
五
分
よ
り

清
和
館
三
階
ホ
ー
ル
に
て

一
、
平
成
二
十
四
年
度
決
算
（
高
田
文
英
先
生
）

一
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
（
高
田
文
英
先
生
）

一
、
役
員
の
変
更
に
つ
い
て
（
高
田
文
英
先
生
）

・
理
事
の
退
任

林
智
康
氏
龍
谷
大
学

内
藤
知
康
氏
龍
谷
大
学

デ
ニ
ス
廣
田
氏
龍
谷
大
学

・
評
議
員
の
退
任

玉
木
興
慈
氏
龍
谷
大
学

・
理
事
の
就
任

玉
木
興
慈
氏
龍
谷
大
学

・
第
六
十
七
回
真
宗
学
会
大
会
に
つ
い
て

（
三
）
親
睦
委
員
会
（
松
谷
慧
光
）

・
学
会
研
修
の
予
定
に
つ
い
て

（
四
）
編
集
委
員
会
（
嵩
宣
也
）

．
『
真
宗
学
科
学
生
論
文
集
』
に
関
し
て

．
『
真
宗
学
一
二
九
・
真
宗
学
一
三
○
』
発
行
に
つ
い
て

（
五
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
（
西
村
慶
哉
）

・
真
宗
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

一
、
そ
の
他

四
六
八



以
上
の
議
案
が
、
真
宗
学
会
運
営
協
議
会
並
び
に
評
議
会
に
お
け
る
審

議
に
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
五
度
真
宗
学
会
年
間
行
事

に
関
す
る
詳
細
な
報
告
は
各
委
員
長
に
譲
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
滞
り
な

く
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
併
せ
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
諸
先
生
方
、
及
び
各
ゼ
ミ
委
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
（
報
告
運
営
協
議
会
議
長
長
宗
博
之
）

庶
務
委
員
会
報
告

平
成
二
十
五
年
度

・
四
月
新
入
生
へ
の
入
会
案
内

一
、
真
宗
学
会
長
の
交
代

・
内
藤
知
康
先
生
↓
川
添
泰
信
先
生

一
、
来
年
度
の
学
会
大
会
に
つ
い
て

一
、
そ
の
他

・
五
月
新
入
会
員
の
名
簿
作
成
・
そ
の
他
会
員
の
名
簿
整
理

予
算
案
の
作
成
と
決
算
報
告
の
確
認

・
六
月
学
会
費
納
入
依
頼
状
の
作
成
と
発
送
（
併
せ
て
真
宗
学
会

大
会
の
日
程
を
お
知
ら
せ
）

学
生
会
員
へ
の
会
費
納
入
の
督
促

・
十
月
真
宗
学
会
大
会
案
内
状
の
発
送

今
年
度
の
学
会
費
納
入
状
況
の
整
理

・
十
一
月
真
宗
学
会
大
会
に
お
け
る
学
会
費
の
納
入
受
付
な
ら
び
に

真
宗
学
会
消
息

会
計
の
引
継
ぎ

◇
真
宗
学
会
研
究
発
表
会

期
日
平
成
二
十
五
年
七
月
十
一
日
（
木
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
東
曼
一
○
四
教
室

発
表
者
お
よ
び
発
表
題
目

①
西
本
願
寺
本
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
註
記
の
特
徴
に
つ
い
て

ｌ
坂
東
本
と
の
比
較
か
ら
ｌ

冨
島
信
海
（
博
士
後
期
課
程
３
回
生
）

②
親
驚
の
年
代
に
お
け
る
表
現
変
遷
の
理
由

研
究
委
員
会
報
告

◇
第
一
回
真
宗
学
科
卒
業
論
文
説
明
会

期
日
平
成
二
十
五
年
六
月
六
日
（
木
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

卒
業
論
文
説
明
那
須
英
勝
（
龍
谷
大
学
教
授
）

体
験
談
遠
山
信
証
（
大
学
院
・
Ｍ
１
）

三
島
晃
真
（
大
学
院
・
Ｍ
１
）

記
念
写
真
申
込
み
受
付

・
一
月
学
生
会
員
へ
の
会
費
納
入
の
督
促
（
卒
業
予
定
者
へ
）

・
三
月
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
に
て
会
費
納
入
督
促
な
ら
び
に
一

般
会
員
と
し
て
の
入
会
案
内

会
計
を
締
め
て
決
算
報
告
を
作
成

真
宗
学
会
費
・
会
計
に
つ
い
て
、
何
か
ご
不
明
な
点
・
お
気
付
き
の
点

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（
報
告
神
崎
修
生
）

四
六
九



◇
真
宗
学
科
卒
業
論
文
中
間
発
表
会

期
日
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
四
日
（
木
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

発
表
者
お
よ
び
発
表
題
目

①
荒
川
季
紗
浄
土
真
宗
の
観
点
か
ら
見
る
自
死
問
題

②
安
藤
千
珠
中
村
久
子
と
浄
土
真
宗

③
鎌
倉
義
雄
真
宗
に
お
け
る
人
間
の
問
題

④
小
夏
裕
顕
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
浄
土
真
宗

ｌ
現
代
の
寺
院
と
僧
侶
の
在
り
方
ｌ

⑤
杉
本
優
樹
「
行
巻
」
に
お
け
る
大
行
の
研
究

玉
木
興
隆
（
博
士
後
期
課
程
２
回
生
）

③
島
地
大
等
の
神
道
観

川
元
惠
史
（
博
士
後
期
課
程
３
回
生
）

④
親
鶯
に
お
け
る
諸
行
廃
捨
の
構
造

ｌ
「
廃
立
」
の
語
を
用
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
’

四
夷
法
顕
（
博
士
後
期
課
程
３
回
生
）

⑤
親
鶯
に
お
け
る
宿
業
観
の
一
考
察

長
宗
博
之
（
博
士
後
期
課
程
２
回
生
）

⑥
『
見
聞
集
』
に
関
す
る
一
考
察

ｌ
『
般
舟
讃
』
抄
出
文
に
つ
い
て
ｌ

西
河
唯
（
博
士
後
期
課
程
２
回
生
）

⑦
ハ
ワ
イ
真
宗
念
仏
者
マ
ツ
ダ
・
ハ
ル
の
機
の
立
場

藤
原
ワ
ン
ド
ラ
睦
（
博
士
後
期
課
程
２
回
生
）

真
宗
学
会
消
息

◇
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
第
六
十
七
回
大
会

期
日
平
成
二
十
五
年
十
一
月
五
日
（
火
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

日
程一
、
研
究
発
表
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

①
研
究
発
表
唱
導
家
と
し
て
の
聖
覚
像
に
つ
い
て

②
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
伝
道

ｌ
特
に
『
歎
異
抄
』
を
用
い
た
伝
道
に
つ
い
て
ｌ

禿
定
心
（
大
学
院
・
Ｄ
３
）

③
島
地
大
等
と
時
代
思
潮

川
元
惠
史
（
大
学
院
・
Ｄ
３
）

④
親
鶯
の
一
乗
思
想
に
お
け
る
叡
山
教
学
の
受
容

ｌ
源
信
『
一
乗
要
決
』
と
の
関
連
を
中
心
に
’

四
夷
法
顕
（
大
学
院
・
Ｄ
３
）

⑤
親
鶯
に
お
け
る
自
力
に
関
し
て

杉
田
了
（
大
学
院
・
Ｄ
３
）

⑥
瀧
唯
香
苗
木
藩
に
よ
る
廃
仏
殼
釈

⑦
寺
本
志
織
現
代
と
浄
土
真
宗

ｌ
人
間
に
と
っ
て
宗
教
と
は
ｌ

⑧
吉
井
直
道
曇
鶯
と
道
教

⑨
村
松
直
紀
真
俗
二
諦
の
研
究

⑩
田
中
好
三
『
唯
信
抄
』
に
つ
い
て

四
七
○

西
河
唯
（
大
学
院
・
Ｄ
２
）



◇
第
二
回
卒
業
論
文
説
明
会

期
日
平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
日
（
火
）

会
場
龍
谷
大
学
大
宮
学
舎
東
費
一
○
一
教
室

卒
業
論
文
の
説
明
那
須
英
勝
（
龍
谷
大
学
教
授
）

体
験
談
板
敷
慧
（
大
学
院
・
Ｍ
１
）

入
江
楽
（
大
学
院
・
Ｍ
１
）

以
上
が
、
本
年
度
の
研
究
委
員
の
活
動
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の
御
協
力

⑥
善
導
に
お
け
る
章
提
希
得
忍
に
つ
い
て

岡
崎
秀
麿
（
龍
谷
大
学
講
師
）

⑦
存
覚
『
女
人
往
生
聞
書
』
の
成
立

ｌ
所
引
経
論
の
検
討
Ｉ
龍
口
恭
子
（
龍
谷
大
学
講
師
）

⑧
「
如
来
と
ひ
と
し
」
と
い
う
表
現
を
め
ぐ
っ
て

井
上
善
幸
（
龍
谷
大
学
准
教
授
）

二
、
評
議
員
・
理
事
会
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

三
、
記
念
講
演
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

「
親
鶯
聖
人
の
漢
字
音
に
見
ら
れ
る
諸
相
」

講
師
広
島
大
学
教
授
佐
々
木
勇
氏

四
、
記
念
撮
影
大
宮
学
舎
本
館
前

五
、
総
会
清
和
館
三
階
大
ホ
ー
ル

①
学
会
長
挨
拶

②
六
角
仏
教
会
奨
学
金
の
伝
達
式

③
議
長
選
出

④
総
会

真
宗
学
会
消
息

親
睦
委
員
会
報
告

平
成
二
十
五
年
度

東
北
被
災
地
現
地
視
察
と
真
宗
ゆ
か
り
の
寺
院
参
拝

【
日
程
】

九
月
九
日
（
月
）

仙
台
空
港
↓
（
昼
食
）
↓
專
能
寺
↓
仙
台
別
院
↓
宿
泊
地
（
鳴
子
温
泉
）

九
月
十
日
（
火
）

宿
泊
地
（
鳴
子
温
泉
）
↓
中
尊
寺
・
金
色
堂
．
（
昼
食
）
↓
願
教
寺
↓

本
誓
寺
↓
宿
泊
地
（
渡
り
温
泉
）

九
月
十
一
日
（
水
）

宿
泊
地
（
渡
り
温
泉
）
↓
宮
沢
賢
治
記
念
館
↓
松
島
（
昼
食
）
・
五
大

堂
・
瑞
巌
寺
↓
仙
台
空
港
↓
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅

〈
九
月
九
日
〉

仙
台
空
港
一
階
ロ
ビ
ー
に
十
一
時
四
十
分
集
合
。
残
念
な
が
ら
当
日
キ

ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
た
二
名
を
除
く
、
計
十
八
名
の
参
加
と
な
っ
た
。
今
回

の
旅
行
で
お
世
話
に
な
る
添
乗
員
の
方
や
ガ
イ
ド
の
方
と
合
流
し
、
バ
ス

に
乗
り
込
む
。
移
動
の
車
中
で
は
学
会
長
の
内
藤
先
生
よ
り
ご
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。
バ
ス
が
高
速
に
乗
っ
た
あ
た
り
で
、
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
東
日

に
よ
り
、
本
年
度
も
全
日
程
を
成
功
の
内
に
終
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
も
反
省
点
を
改
善
し
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
い
い
面
を
残
し
つ
つ
、

よ
り
充
実
し
た
運
営
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
（
報
告
遠
山
信
証
）
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本
大
震
災
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
っ
た
。
こ
の
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ

高
速
・
仙
台
東
部
道
路
に
登
れ
る
か
ど
う
か
が
明
暗
を
分
け
た
ほ
ど
、
こ

の
名
取
市
閖
上
地
区
が
甚
大
な
津
波
被
害
を
受
け
た
と
い
う
。
十
二
時
二

十
分
に
は
昼
食
会
場
に
到
着
し
、
仙
台
名
物
の
笹
か
ま
ぼ
こ
を
頂
い
た
。

食
後
に
は
、
隣
接
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て
「
仙
台
七
夕
ま
つ
り
」
に
使

わ
れ
た
竹
飾
り
を
見
学
。
そ
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
、
会
場
を
後

に
す
る
。
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
ほ
ど
な
く
、
最
初
の
拝
観
場
所
で
あ
る
専
能

寺
に
到
着
。
林
先
生
を
調
声
と
し
て
讃
仏
偶
を
お
勤
め
し
た
後
、
ご
住
職

の
方
か
ら
震
災
体
験
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
お
話
を
頂
戴
し
た
。
地
震

直
後
は
真
っ
先
に
避
難
し
た
た
め
、
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
よ
う
な
津
波

は
見
て
い
な
か
っ
た
。
被
害
は
時
を
経
る
ご
と
に
明
ら
か
に
な
り
、
遺
体

安
置
所
に
運
ば
れ
る
遺
体
は
日
増
し
に
増
え
て
い
っ
た
。
百
人
、
二
百
人

単
位
で
並
ん
で
い
る
遺
体
の
元
で
枕
経
を
上
げ
る
。
宗
派
の
垣
根
な
し
に
、

後
ろ
で
遺
族
の
方
々
が
手
を
合
わ
せ
る
。
ま
た
、
連
絡
が
入
る
た
び
に
葬

儀
会
館
や
火
葬
場
を
奔
走
す
る
。
そ
の
よ
う
な
日
々
が
約
一
ヶ
月
続
い
た

そ
う
だ
。
専
能
寺
本
堂
へ
の
被
害
も
甚
大
で
、
畳
も
全
て
流
さ
れ
、
堂
内

は
泥
と
瓦
礫
ま
み
れ
だ
っ
た
。
復
興
へ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
北

海
道
教
区
に
い
た
友
人
の
「
俺
ら
が
何
と
か
す
る
」
と
い
う
言
葉
だ
っ
た
。

交
通
機
関
が
麻
庫
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
京
都
の
若
林
仏
具
製
作

所
の
方
々
、
そ
し
て
北
海
道
教
区
の
方
々
が
駆
け
つ
け
、
本
堂
の
修
復
作

業
に
あ
た
っ
た
。
三
月
二
十
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
作
業
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
ご
門
徒
の
方
々
の
協
力
も
あ
り
、
四
月
十
三
日
に
常
例
法
座
を

本
堂
に
て
行
え
る
ま
で
の
成
果
を
収
め
た
。
百
か
日
の
六
月
十
九
日
に
は
、

合
同
葬
儀
も
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、
百
日
た
っ
た
当
時
で
も
行
方
不
明
者

真
宗
学
会
消
息

の
家
族
の
方
々
に
は
、
心
の
整
理
が
つ
か
ず
、
参
列
で
き
な
い
方
も
い
た
。

現
在
で
も
七
十
五
名
中
五
名
の
方
は
遺
体
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
お
墓

ご
と
再
度
津
波
に
流
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
理
由
で
納
骨
で
き
な
い

方
々
も
い
る
。
そ
の
よ
う
な
方
々
が
前
を
向
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
ま
で
、
専
能
寺
は
津
波
で
泥
を
か
ぶ
っ
た
阿
弥
陀
仏
を
ご
本
尊
と
し
、

何
年
か
か
っ
て
も
共
に
歩
む
姿
勢
で
あ
り
た
い
。
こ
の
よ
う
な
お
話
の
後
、

会
館
に
て
お
茶
を
頂
き
な
が
ら
、
復
興
ま
で
の
道
の
り
を
描
い
た
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
た
。
ま
た
、
境
内
も
拝
見
し
、
専
能
寺
を
後
に
し
た
。
次
に
、

仙
台
別
院
を
訪
問
し
た
。
ま
ず
、
林
先
生
を
調
声
と
し
て
重
誓
偶
を
お
勤

め
し
た
。
そ
の
後
、
輪
番
の
方
か
ら
仙
台
別
院
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
東
北

教
区
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
仙
台
別
院
で
は
、
二
年
前

の
三
月
十
七
日
よ
り
、
併
設
さ
れ
て
い
る
幼
稚
園
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
と
し
、
被
災
地
支
援
活
動
の
拠
点
と
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
活
動

者
は
二
万
人
を
超
え
て
お
り
、
鍋
島
先
生
も
今
回
が
震
災
後
十
六
回
目
の

訪
問
と
な
る
と
い
う
。
活
動
内
容
と
し
て
は
、
震
災
後
一
カ
月
は
主
に
物

資
支
援
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
避
難
所
で
の
お
茶
会
運
動
（
被
災
者

の
話
を
聞
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
協
力
す
る
運
動
）
や
避
難
所
に

出
て
来
ら
れ
な
い
方
へ
の
居
室
訪
問
を
中
心
と
し
て
い
る
。
七
月
二
十
日

に
は
陸
前
高
田
市
に
も
拠
点
を
構
え
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
ま
た
、
東
北
教
区
の
寺
院
に
つ
い
て
は
、
福
島
原
発
周
辺
で
長
く

立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
存
在
し
て
お
り
、
被
災
地
の
復

興
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
だ
と
い
う
。
お
話
の
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
見
学
し
た
。
こ
の
日
は
武
蔵
野
大
学
の
方
々
が
活
動
し
て
い
た
。

何
冊
に
も
わ
た
る
ノ
ー
ト
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
引
き
継
ぎ
事
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項
や
感
想
が
書
か
れ
て
お
り
、
被
災
地
を
通
し
た
人
々
の
絆
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。
仙
台
別
院
を
後
に
し
、
バ
ス
で
移
動
。
途
中
、
道
の
駅
で

の
ト
イ
レ
休
憩
を
は
さ
み
つ
つ
、
宿
泊
地
で
あ
る
鳴
子
温
泉
に
到
着
す
る
。

ま
ず
は
温
泉
に
入
り
、
一
日
の
疲
れ
を
癒
し
た
。
浴
衣
に
着
替
え
、
夕
食

は
内
藤
先
生
の
乾
杯
の
音
頭
の
も
と
、
大
宴
会
と
な
っ
た
。
宴
会
で
は
、

各
先
生
方
の
ご
挨
拶
や
学
生
の
自
己
紹
介
の
時
間
を
設
け
、
互
い
に
親
睦

を
深
め
た
。
ま
た
、
プ
ロ
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
学
生
に

よ
る
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
な
ど
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
宴
会
後
も
、

そ
の
勢
い
の
ま
ま
二
次
会
が
催
さ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
お
酒
の
席
は
続
い
た
。

〈
九
月
十
日
〉

朝
七
時
起
床
。
朝
食
を
す
ま
せ
、
鳴
子
温
泉
を
後
に
す
る
。
道
中
に
位

置
す
る
鳴
子
峡
は
紅
葉
の
名
所
だ
そ
う
だ
。
十
時
三
十
分
に
中
尊
寺
に
到

着
し
、
専
門
ガ
イ
ド
の
方
の
案
内
の
下
、
拝
観
す
る
。
世
界
遺
産
と
い
う

だ
け
あ
っ
て
、
観
光
客
が
多
か
っ
た
。
金
色
堂
は
天
治
元
年
二
一
二

四
）
奥
州
藤
原
氏
の
祖
で
あ
る
藤
原
清
衡
の
発
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。

阿
弥
陀
堂
は
、
単
層
宝
玉
造
り
で
木
瓦
葺
き
で
あ
り
、
内
外
四
壁
金
箔
が

押
さ
れ
て
い
る
。
堂
内
に
は
、
三
基
の
須
弥
壇
を
構
え
、
そ
れ
ぞ
れ
阿
弥

陀
如
来
を
本
尊
と
し
、
観
音
・
勢
至
の
二
菩
薩
、
六
体
の
地
蔵
尊
、
持

国
・
増
長
の
二
天
を
安
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
壇
の
中
に
は
藤
原
氏
父
子

四
代
の
ご
遺
体
が
納
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
金
色
堂
の
他
に
は
、
経
蔵

や
旧
覆
堂
な
ど
を
拝
観
し
た
。
中
尊
寺
参
拝
の
後
、
那
須
先
生
と
鍋
島
先

生
が
お
仕
事
の
都
合
に
よ
り
帰
洛
さ
れ
た
。
昼
食
を
済
ま
せ
、
次
の
目
的

地
の
願
教
寺
へ
と
向
か
っ
た
。
願
教
寺
に
到
着
す
る
と
、
は
じ
め
に
、
ご

住
職
の
方
を
調
声
と
し
て
讃
仏
偶
を
お
勤
め
し
た
。
そ
の
後
、
ご
住
職
の

真
宗
学
会
消
息

方
よ
り
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
願
教
寺
は
、
是
信
房
の
末
喬
の
浄
信
房
が

開
基
と
さ
れ
る
。
当
初
は
川
上
に
建
立
し
て
い
た
た
め
、
災
害
も
多
く
、

本
堂
建
立
の
た
め
に
南
部
藩
藩
主
か
ら
土
地
の
提
供
を
受
け
た
。
明
治
二

十
五
年
に
は
、
山
口
県
周
防
郡
和
田
村
出
身
の
島
地
黙
雷
和
上
が
、
盛
岡

願
教
寺
の
住
職
と
な
る
。
ま
た
、
黙
雷
和
上
は
明
治
三
八
年
に
は
東
北
開

教
総
監
の
命
を
受
け
、
教
化
・
伝
道
に
あ
た
っ
た
。
夏
期
仏
教
講
座
で
は
、

明
治
四
十
一
年
以
降
、
県
外
か
ら
聴
聞
に
来
ら
れ
る
ほ
ど
に
盛
況
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
黙
雷
和
上
は
、
女
子
文
芸
学
舎
の
他
、
様
々
な
大
学
の
創
立

に
関
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
続
い
て
、
島
地
大
等
和
上
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
明
治
三
五
年
に
は
願
教
寺
に
入
っ
た
と
さ
れ
る
。
東
京
の
高
輪
仏

教
大
学
に
お
け
る
大
等
和
上
の
講
義
は
、
他
大
学
、
他
学
科
の
教
授
も
聴

講
に
来
る
ほ
ど
盛
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
夏
期
仏
教
講
座
に
は
、
東
京
か

ら
数
多
く
の
教
授
方
が
駆
け
つ
け
、
ま
た
、
宮
沢
賢
治
も
参
加
し
て
い
た

と
さ
れ
て
い
る
。
ご
住
職
の
方
の
お
話
を
聞
い
た
後
、
大
広
間
に
て
お
茶

を
頂
き
、
境
内
を
ご
案
内
し
て
頂
い
た
。
親
鶯
聖
人
行
脚
像
や
、
黙
雷
・

大
等
和
上
の
お
墓
、
九
條
武
子
女
史
お
手
植
え
の
楓
な
ど
、
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
境
内
で
あ
っ
た
。
庭
園
の
景
観
も
美
し
く
、
盛
岡
市

よ
り
「
都
市
景
観
緑
賞
」
を
受
賞
し
た
と
い
う
。
山
門
前
で
記
念
撮
影
を

し
た
後
、
願
教
寺
を
後
に
し
た
。
ま
た
バ
ス
に
戻
る
際
に
、
ご
厚
意
で
お

酒
も
頂
戴
し
た
。
願
教
寺
を
出
発
す
る
こ
と
数
分
で
本
誓
寺
に
到
着
し
た
。

本
誓
寺
の
開
基
は
、
二
十
四
輩
の
第
十
番
目
に
数
え
ら
れ
る
是
信
で
あ
る
。

是
信
の
俗
名
は
吉
田
信
朗
と
い
い
、
藤
原
氏
一
門
の
公
家
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
が
、
議
言
に
あ
い
越
前
に
流
罪
と
な
っ
た
。
赦
免
さ
れ
た
後
、
稲
田

の
草
庵
で
親
驚
聖
人
と
出
会
い
、
帰
依
し
て
法
名
を
是
信
と
し
た
。
そ
の
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後
是
信
は
奥
州
教
化
に
力
を
入
れ
、
紫
波
郡
紫
波
町
彦
部
石
ヶ
森
に
本
誓

寺
を
建
立
し
た
。
現
在
の
盛
岡
に
移
転
し
た
の
は
、
第
十
六
世
賢
勝
の
と

き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
本
誓
寺
で
は
、
は
じ
め
に
、
藤
先
生
を
調
声
と
し

て
重
誓
偶
を
お
勤
め
し
た
。
そ
の
後
、
関
係
者
の
方
の
ご
案
内
に
よ
り
、

内
陣
や
境
内
を
拝
観
し
た
。
ま
た
、
本
堂
前
で
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
記

念
撮
影
を
し
た
。
本
誓
寺
を
後
に
す
る
と
、
宿
泊
地
で
あ
る
渡
り
温
泉
へ

と
向
か
っ
た
。
途
中
、
盛
岡
駅
で
内
藤
先
生
が
お
仕
事
の
都
合
に
よ
り
バ

ス
を
降
り
ら
れ
た
。

花
巻
市
に
あ
る
渡
り
温
泉
に
到
着
す
る
と
、
ま
ず
は
温
泉
に
て
本
日
の

疲
れ
を
癒
し
た
。
渡
り
温
泉
に
は
本
館
と
別
館
の
二
箇
所
と
も
に
温
泉
が

あ
る
そ
う
だ
。
今
回
入
浴
し
た
の
は
別
館
の
方
だ
っ
た
が
、
露
天
か
ら
の

景
色
は
絶
景
だ
っ
た
。
夕
食
で
は
、
林
先
生
に
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
て
い

た
だ
き
、
願
教
寺
さ
ん
か
ら
頂
い
た
お
酒
を
参
加
者
で
飲
ん
だ
。
食
事
中

に
、
一
人
一
人
に
旅
の
感
想
を
述
べ
て
も
ら
っ
た
。
夕
食
後
は
、
売
店
で

お
酒
を
購
入
し
、
部
屋
に
移
動
し
て
二
次
会
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
の
ご

当
地
話
な
ど
、
様
々
な
話
題
に
花
が
咲
い
た
。
宴
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、

頂
戴
し
た
お
酒
が
二
升
と
も
空
と
な
っ
て
い
た
。

〈
九
月
十
一
日
〉

朝
七
時
に
起
床
。
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
朝
食
を
済
ま
せ
、
八
時
半
に
宿

を
後
に
す
る
。
花
巻
市
の
坂
道
を
登
っ
て
い
く
と
、
宮
沢
賢
治
記
念
館
に

到
着
し
た
。
記
念
館
は
、
時
代
・
信
仰
・
科
学
・
芸
術
・
農
村
・
総
合
な

ど
の
部
門
に
分
か
れ
た
展
示
か
ら
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
顔
を
持
つ
宮
沢

賢
治
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
で
も
、
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
草
稿

原
稿
や
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
の
手
帳
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
作
家
。

真
宗
学
会
消
息

芸
術
家
と
し
て
の
宮
沢
賢
治
に
ま
つ
わ
る
貴
重
な
資
料
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。
宮
沢
賢
治
記
念
館
を
後
に
し
、
数
時
間
の
移
動
を
経
て
、
松
島
に

到
着
し
た
。
ま
ず
は
土
産
物
屋
の
二
階
の
食
堂
で
昼
食
を
頂
く
。
食
後
は
、

専
門
ガ
イ
ド
の
方
の
案
内
の
元
、
五
大
堂
・
瑞
巌
寺
の
順
に
拝
観
し
た
。

松
島
は
覚
如
上
人
・
蓮
如
上
人
訪
問
の
地
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
五
大
堂

参
道
に
あ
る
覚
祖
高
蹴
碑
に
は
「
真
宗
法
要
」
な
ど
と
い
っ
た
文
字
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
参
道
の
端
は
「
す
か
し
橋
」
と
い
っ
て
、
橋
を

つ
な
ぐ
板
と
板
の
間
に
隙
間
が
あ
る
。
こ
れ
は
参
詣
の
際
に
、
身
も
心
も

乱
れ
な
い
よ
う
、
足
元
を
よ
く
照
顧
し
て
気
を
引
き
締
め
さ
せ
る
た
め
の

配
慮
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
五
大
堂
は
、
平
安
時
代
初
期
の
八
○

七
年
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
こ
の
島
に
毘
沙
門
堂
を
建
て
た
こ
と
が
起
源
と

さ
れ
る
。
八
二
八
年
、
慈
覚
大
師
が
瑞
巌
寺
の
前
身
、
松
島
寺
を
建
て
て
、

こ
こ
に
五
大
明
王
を
祀
っ
た
こ
と
か
ら
、
五
大
堂
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。
五
大
堂
参
詣
の
後
は
、
瑞
巌
寺
へ
と
向
か
っ
た
。
瑞
巌
寺
は
十

三
世
紀
中
ご
ろ
に
臨
済
宗
の
青
竜
山
円
福
寺
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
慶
長
十
年
（
一
六
○
五
）
、
伊
達
政
宗
は
、
円
福
寺
の
再
建
に
着
手

し
て
、
四
年
の
歳
月
を
か
け
て
大
伽
藍
を
完
成
さ
せ
た
。
本
堂
・
庫
裏
・

回
廊
は
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
本
堂
は
修
理
中
の
た

め
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
庫
裏
に
は
入
る
こ
と
が
で
き
、
聖
観

世
音
菩
薩
や
、
開
山
像
、
殿
位
稗
な
ど
の
展
示
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

瑞
巌
寺
を
後
に
す
る
と
、
解
散
場
所
で
あ
る
仙
台
空
港
へ
と
向
か
っ
た
。

車
中
で
は
、
林
先
生
よ
り
旅
行
を
総
括
す
る
お
言
葉
を
頂
き
、
続
い
て
添

乗
員
や
バ
ス
ガ
イ
ド
の
方
々
か
ら
別
れ
の
挨
拶
を
頂
い
た
。
仙
台
空
港
に

お
い
て
飛
行
機
で
帰
る
参
加
者
の
方
々
と
お
別
れ
し
、
希
望
者
は
Ｊ
Ｒ
仙

四
七
四



台
駅
ま
で
行
き
解
散
と
な
っ
た
。

こ
の
三
日
間
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
無
事

に
旅
行
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
震
災
後
数
年
が
経
っ
た
被
災
地
の
現

状
を
、
現
地
の
方
々
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
こ
の
旅
行
を
通
し
て

何
よ
り
も
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

最
後
に
、
こ
の
学
会
旅
行
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
岩
田
先
生
、
内
藤

先
生
、
那
須
先
生
、
鍋
島
先
生
、
林
先
生
、
藤
先
生
、
堀
先
生
（
五
十
音

順
）
、
大
学
院
・
学
部
生
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
旅
行
先
で
お
世
話
に
な

っ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
親
睦
委

員
の
飯
田
さ
ん
、
織
田
さ
ん
、
曽
我
さ
ん
の
広
報
の
お
か
げ
で
多
く
の
人

数
を
募
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
度

以
降
も
こ
の
真
宗
学
会
旅
行
に
沢
山
の
方
々
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お
か
げ
で
、
大
変
有
意
義
な
研
修
旅
行
と
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
報
告
松
谷
慧
光
）

編
集
委
員
会
報
告

平
成
二
十
五
年
度

・
四
月
十
二
日

・
四
月
三
十
日

・
五
月
十
六
日

・
五
月
三
十
日

・
七
月
六
日

・
十
一
月
五
日

・
十
一
月
二
十
日

真
宗
学
会
消
息 真

宗
学
資
料
室
・
整
理
、
『
真
宗
学
』
の
残
部
集
計

『
真
宗
学
科
学
生
論
集
』
原
稿
校
正

第
一
回
編
集
委
員
会
議

『
真
宗
学
』
第
一
二
七
・
一
二
八
号
配
布
開
始

『
真
宗
学
科
学
生
論
集
』
配
布
開
始
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

第
六
十
六
回
真
宗
学
会
大
会
記
念
講
演
収
録

真
宗
学
資
料
室
・
整
理
、
『
真
宗
学
』
の
棚
整
理

平
成
二
十
五
年
度
の
編
集
委
員
会
は
、
例
年
の
活
動
（
『
真
宗
学
』
・

『
真
宗
学
科
学
生
論
集
』
の
刊
行
）
に
加
え
、
『
真
宗
学
』
の
寄
贈
・
販

売
に
も
精
力
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
海
外

へ
の
寄
贈
を
積
極
的
に
行
い
、
海
外
の
大
学
や
研
究
機
関
と
の
交
流
を
持

つ
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
委
員
に
『
真
宗
学
科
学
生
論
集
』
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
掲
載
し
て
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
真
宗
学
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
『
真
宗
学
』
の
広
告
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
多
数
の
お
問
い
合
わ
せ
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
大
き
く
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
諸
先

生
方
、
並
び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
、
庶
務
委
員
の
皆
様
の
お
蔭
で
あ
り

ま
す
。な
お
、
各
誌
の
執
筆
・
配
布
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
諸
先
生
方
、
大
学

院
生
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
ね
て
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
（
報
告
嵩
宣
也
）

・
二
月
上
旬

・
二
月
上
旬

・
三
月
下
旬

・
二
月
上
旬

『
真
宗
学
』
第
一
二
九
・
一
三
○
合
併
号
、
永
田
文

昌
堂
へ
原
稿
提
出
開
始

『
真
宗
学
』
第
二
二
号
原
稿
執
筆
依
頼

『
真
宗
学
科
学
生
論
集
』
論
文
提
出
依
頼

『
真
宗
学
』
第
一
二
九
・
一
三
○
合
併
号
、
納
入

（
予
定
）

四
七
五



十
月

十
一
月

七
月

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
報
告

平
成
二
十
五
年
度

一
ハ
ロ
ロ

五
月
四
月・

卒
業
論
文
評
価
基
準
・
卒
業
論
文
提
出
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
・
卒
業
論

文
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
平
成
二
十
五
年
度
版
に
更
新

・
入
門
ガ
イ
ド
を
平
成
二
十
五
年
度
版
に
更
新

・
第
六
十
七
回
真
宗
学
会
大
会
研
究
発
表
申
込
要
領
を
掲
載

・
教
員
紹
介
更
新

・
真
宗
学
科
学
生
論
文
を
掲
載

・
平
成
二
十
五
年
度
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
更
新

・
第
六
十
七
回
真
宗
学
会
大
会
の
報
告
を
掲
載
（
報
告
西
村
慶
哉
）

。
「
雑
誌
『
真
宗
学
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
」
の
残
部
数
を
更
新

・
平
成
二
十
五
年
度
真
宗
学
会
研
修
の
報
告
を
掲
載

・
第
六
十
七
回
真
宗
学
会
大
会
の
告
知

真
宗
学
会
消
息

四
七
六



龍谷大学真宗学会会計報告

(単位：円）a・平成24年度決算

四
七
七

収入の部

決算
１
１

■
■
中
日
■
凸

予算
１
１

1

1
差額

①平成23年度繰越金

②学会費

〔内訳〕

･個人会員A(正会員）

一般会員

5，000×301=1,505,000

LM1回生

10,000×11=110,000

LM2回生

10,000×5=50,000

LM3回生以上

5，000×6=30,000

LD1回生

15,000×3=45,000

LD2回生以上

15,000×2=30,000

PM1回生

15,000×24=360,000

PM2回生以上

15,000×17=255,000

･個人会員B (学生会員）

L1回生

16,000×110=1,760,000

L2回生以上

16,000×33=528,000

L5回生以上

4,000×2＝8，000

L3 ･L4回生(編転入）

8,000×12=96,000

③学会誌販売・寄付等

④龍谷学会出版助成金

⑤利息

3,428,672

4,777,000

132,000

300,000

387

3,428,672

6,324,000

20,000

300,000

328

0

-1.547.000

112.000

0

59

計 8.638.059 10.073.000 －1．434．941



(単位：円）

四
七
八

支出の部

決算
０
１

０
９
０
０
０

予算

１
１

ｄ
８
８
ｇ
■

差額

①編集委員会

･真宗学（125,126編集,発送費）

1.115.320

･真宗学（127,128編集,発送費）

1.446

･真宗学編集費 5

.真宗学科学生論集 749

･学会講演編集費 30

②研究委員会

410

630

960

000

･大会運営費 253,965

1．講師謝礼(100,000)

2．事務諸経費（53,965）

3．アルバイト代(100,000)

･深草例会費 30

.卒論指導関連経費 9

.大会案内状印刷・発送費49

③親睦委員会

･教育補助・懇親費（大学院）

282

･学会研修補助費 318

④庶務委員会

･通信事務費 22

.納入依頼関係 39

アルバイト代 60

･合同研究室運営費 42

．インターネット管理費 211

⑤反省会費

⑥予備費

⑦次年度繰越金

000

582

240

000

362

009

752

000

717

865

3,347,320

342，787

600,362

376，343

100,000

0

3，871，247

3,775,000

380,000

710,000

470,000

100,000

200,000

4,438,000

－427．680

－37．213

－109．638

－93．657

0

０
３
０
５
０
７

●
″
●

０
６
０
６
２
５

計 8.638.059

■
▲
８
９
０
０

１
１

10．073．000

■
■
■
■
■
■

１
０

－1．434．941



b.学会事業基金決算 (単位：円）

以上の平成24年度決算報告について，相違ありません。

平成25年5月10日 庶 務内藤知康高田文英

梨本雄哉

以上の平成24年度決算報告について，監査の結果，相違ありません。

平成25年5月15日 会計監査緒方義英

佐々木隆晃

以上の平成24年度決算報告について、平成25年度第1回学内評議員・理

事会及び運営協議会において承認されました。

平成25年6月1日 学会長内藤知康

議長長宗博之

四
七
九

収入の部

① 平成23年度繰越金 3.226.575

② 利息 680

計 3．227．255



(単位：円）a・平成25年度予算案

四
八
○

収入の部

25年度予算
１
１

■
■
■
■
凸

24年度予算
０
１

■
■
■
１
日

差額

①平成24年度繰越金

②学会費

〔内訳〕

･個人会員A(正会員）

一般会員

5,000×270=1,350,000

LM1回生

10,000×17=170,000

LM2回生以上

10,000×7=70,000

LD1回生

15,000×6=90,000

LD2回生以上

15,000×5=75,000

PM1回生

15,000×20=300,000

PM2回生以上

15,000×14=210,000

･個人会員B (学生会員）

Ll回生

16,000×146=2,336,000

L2回生以上

16,000×85=1,360,000

編転入L3回生以上

8,000×12=96,000

③学会誌販売・寄付等

④龍谷学会出版助成金

⑤利息

3，871，247

6,057,000

40．000

０
３75

3，428，672

6.324.000

20

300

000

000

328

442

－267

20

-300

575

000

000

000

425

計 9.969.000 10.073.000 -104.000



(単位：円）

四
八
一

支出の部

25年度予算

■
■
０

■
Ｕ
■
６
Ｆ
＆

24年度予算
１
１

白
日
■
▲
■
９
凸

差額

①編集委員会

･真宗学(129,130合併号編集,発送

費） 2,600

･真宗学編集費 15

･学会講演編集費 30

②研究委員会

000

000

000

･大会運営費 280,000

1．講師謝礼(100,000)

2．事務諸経費(80,000)

3．アルバイト代(100,000)

･深草例会費 30

.卒論指導関連経費 10

･大会案内状印刷・発送費60

③親睦委員会

000

000

000

･教育補助費（大学院) 270,000

．学会研修補助費 280,000

④庶務委員会

､通信事務費 20

.納入依頼関係 60

アルバイト代 60

･合同研究室運営費 50

.インターネット管理費 250

⑤反省会費

⑥予備費

⑦次年度繰越金

000

000

000

000

000

2,645,000

380,000

550，000

440，000

100,000

200,000

5,654,000

3,775,000

380,000

710,000

470,000

100,000

200,000

4,438,000

-1.130.000

0

-160.000

-30.000

０
０

1.216.000

計 9.969.000 10.073.000 -104.000



第
一
条
（
名
称
及
び
事
務
所
）
本
会
は
龍
谷
大
学
真
宗
学
会

（
寄
開
胃
呂
崖
閉
月
冨
画
目
旦
淫
冒
国
呂
弓
厨
日
）
と
称
し
、

事
務
所
を
龍
谷
大
学
真
宗
学
研
究
室
に
お
く
。

第
一
一
条
（
目
的
）
本
会
は
真
宗
学
の
研
究
教
育
の
発
展
及
び
会

員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
を
も
っ
て
目
的
と
す
る
。

第
三
条
（
事
業
）
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
下

の
事
業
を
行
う
。

一
、
学
術
大
会

二
、
機
関
誌
「
真
宗
学
」
Ｑ
ｇ
ｇ
巴
呉
の
目
巳
朋
冒
望
ヨ

団
巨
号
尉
日
）
の
発
行

三
、
そ
の
他
必
要
な
事
業

第
四
条
（
会
員
）
本
会
は
下
記
の
会
員
で
組
織
す
る
。

一
、
名
誉
会
員
本
会
に
功
績
の
あ
っ
た
人
の
中
か
ら
、
理
事

会
が
こ
れ
を
推
薦
し
、
総
会
で
承
認
す
る
。

二
、
個
人
会
員
Ａ
龍
谷
大
学
真
宗
学
担
当
の
専
任
教
員
、
文
学

（
普
通
会
員
）
研
究
科
真
宗
学
専
攻
並
び
に
実
践
真
宗
学
研

究
科
実
践
真
宗
学
専
攻
在
籍
の
大
学
院
生
、

及
び
本
会
の
主
旨
に
賛
同
す
る
も
の
。

三
、
個
人
会
員
Ｂ
龍
谷
大
学
文
学
部
の
真
宗
学
専
攻
の
学
生
。

（
学
生
会
員
）

四
、
個
人
会
員
Ｃ
真
宗
研
究
を
主
目
的
と
す
る
大
学
、
短
期
大

（
団
体
会
員
）
学
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
学
校
、
学
術
団
体
並

び
に
本
会
の
主
旨
に
賛
同
す
る
団
体
。

す
べ
て
の
会
員
は
第
三
条
に
定
め
る
事
業
に
参
加
し
、
本
会
の
刊

行
物
の
配
布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
普
通
会
員
の
う

ち
大
学
院
修
士
課
程
修
了
以
上
の
学
歴
、
も
し
く
は
同
等
の
学
識

を
有
す
る
研
究
者
は
、
学
術
大
会
及
び
機
関
誌
に
お
い
て
そ
の
研

究
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
研
究
発
表
・
論
文
投
稿

龍
谷
大
学
真
宗
学
会
会
則

に
関
し
て
は
、
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
五
条
（
役
員
）
本
会
に
は
下
記
の
役
員
を
お
く
。

一
、
会
長
一
名
理
事
の
中
か
ら
互
選
し
、
本
会
を
代
表

し
て
会
務
を
統
理
す
る

二
、
副
会
長
一
名
理
事
の
中
か
ら
会
長
が
指
命
す
る
。
副

会
長
は
会
長
不
在
の
時
、
会
長
の
職
務

を
代
行
す
る
。

三
、
理
事
若
干
名
評
議
員
の
中
か
ら
互
選
す
る
。
理
事
は

理
事
会
を
組
織
し
、
会
務
を
処
理
す

プ
（
》
○

四
、
評
議
員
若
干
名
会
員
の
中
か
ら
、
総
会
に
お
い
て
選
出

す
る
。
評
議
会
は
評
議
員
会
を
組
織
し
、

特
に
重
要
な
会
務
を
審
議
す
る
。

五
、
監
査
委
員
二
名
会
長
が
理
事
、
評
議
員
の
中
か
ら
委
嘱

し
、
会
計
の
監
査
を
行
う
。

六
、
編
集
委
員
若
干
名
会
長
が
理
事
、
評
議
員
の
中
か
ら
委
嘱

し
、
機
関
誌
「
真
宗
学
」
の
編
集
を
行

声
フ
。

役
員
の
任
期
は
、
二
ケ
年
と
す
る
。
但
し
重
任
を
妨
げ
た
い
。

第
六
条
（
顧
問
・
参
与
）
本
会
に
顧
問
及
び
参
与
を
お
く
こ
と

が
で
き
る
。

第
七
条
（
運
営
）
本
会
の
事
務
的
な
運
営
の
た
め
に
、
運
営
協

議
会
を
設
け
る
。
運
営
協
議
会
の
規
定
は
別
に
定
め
る
。

第
八
条
（
総
会
）
会
員
の
三
分
の
一
以
上
の
要
望
及
び
理
事
会

の
召
集
に
よ
り
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
審
議
決
定
は

出
席
者
の
過
半
数
以
上
の
承
認
を
要
す
る
。

第
九
条
（
経
費
）
本
会
の
経
費
は
会
費
及
び
寄
付
金
、
そ
の
他

の
収
入
に
よ
る
。

第
十
条
（
会
費
）
会
員
は
本
会
維
持
の
た
め
個
人
会
員
Ａ
は
年

額
五
千
円
そ
の
他
は
年
額
四
千
円
の
会
費
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。

〈
但
し
一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
）
度
よ
り
〉

第
十
一
条
（
会
則
変
更
）
本
会
則
の
変
更
は
、
評
議
員
の
議
を

四
八
二



経
た
の
ち
、
総
会
の
決
議
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
一
条
（
年
度
）
本
会
の
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、

翌
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
。

附
則
①
本
会
則
は
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
十
三
年
）
十
一
月
二
十

二
日
の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

②
会
費
の
改
定
は
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
十
一
月
二
十

一
日
の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

③
本
会
則
は
二
○
○
八
年
（
平
成
二
十
年
）
十
一
月
十
一
日

の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
、
二
○
○
九
年
（
平
成

二
十
一
年
）
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
第

五
条
（
役
員
）
二
項
の
副
会
長
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
八

年
（
平
成
二
十
年
）
十
一
月
十
一
日
の
大
会
終
了
を
も
っ

て
適
用
さ
れ
る
。

四
八
三



龍
谷
大
学
真
宗
学
会
運
営
協
議
会
規
定

第
一
条
（
名
称
）
本
会
は
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
運
営
協
議
会
と
称

す
る
。

第
一
一
条
（
目
的
）
本
会
は
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
々
則
に
基
づ
き
学

会
の
運
営
に
関
す
る
諸
事
項
を
審
議
・
決
定
し
、
実
務
を

担
当
す
る
。

第
三
条
（
構
成
員
）
本
会
の
構
成
員
は
下
記
の
通
り
と
す
る
。

㈹
真
宗
学
担
当
の
専
任
教
員

口
文
学
研
究
科
真
宗
学
専
攻
・
実
践
真
宗
学
研
究
科
実

践
真
宗
学
専
攻
の
各
演
習
よ
り
選
出
さ
れ
た
幹
事

例
文
学
部
真
宗
学
科
の
各
演
習
よ
り
選
出
さ
れ
た
幹
事

目
議
長
よ
り
選
出
さ
れ
た
幹
事

第
四
条
（
組
織
）

第
一
項
本
会
に
は
審
議
・
決
定
機
関
と
し
て
の
協
議
会
と
執
行
機

関
と
し
て
の
委
員
会
を
設
け
る
。

第
二
項
協
議
会
は
原
則
と
し
て
、
前
条
の
全
構
成
員
に
よ
っ
て
組

織
す
る
。
但
し
必
要
に
応
じ
て
左
の
ご
と
き
分
科
協
議
会

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈹
大
学
院
協
議
会

㈲
学
部
協
議
会

第
三
項
分
科
協
議
会
の
決
定
は
協
議
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
執

行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
項
委
員
会
は
研
究
・
親
睦
・
編
集
・
庶
務
の
四
部
門
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
専
任
教
員
・
大
学
院
幹
事
・
学
部
幹
事
各
一
名

以
上
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

第
五
項
各
委
員
会
の
委
員
長
は
大
学
院
幹
事
よ
り
議
長
が
下
記
の

通
り
任
命
す
る
。

㈹
研
究
委
員
長
一
名

㈲
親
睦
委
員
長
一
名

例
編
集
委
員
長
一
名

目
庶
務
委
員
長
一
名

第
五
条
（
委
員
会
の
業
務
内
容
）

㈹
研
究
委
員
会
…
…
大
会
・
例
会
等
主
と
し
て
研
究
に

関
す
る
事
項

㈲
親
睦
委
員
会
・
・
・
…
旅
行
、
歓
送
迎
会
等
主
と
し
て
親

睦
に
関
す
る
事
項

例
編
集
委
員
会
…
…
学
会
誌
の
編
集
等
主
と
し
て
編
集

に
関
す
る
事
項

目
庶
務
委
員
会
…
…
会
計
及
び
庶
務
全
般
に
関
す
る
事

項

第
六
条
（
議
長
・
副
議
長
・
書
記
）

第
一
項
協
議
会
の
議
長
一
名
・
副
議
長
二
名
以
内
は
幹
事
の
互
選

と
す
る
。

第
二
項
協
議
会
の
書
記
三
名
以
内
は
議
長
よ
り
任
命
さ
れ
る
。

第
七
条
（
経
費
）
本
会
の
経
費
は
真
宗
学
会
が
負
担
す
る
。

第
八
条
（
年
度
）
本
会
の
年
度
は
真
宗
学
会
の
年
度
に
準
ず
る
。

第
九
条
（
規
定
の
変
更
）
本
規
定
は
協
議
会
が
発
議
し
、
真
宗
学

会
大
会
の
決
議
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

付
則
①
本
規
定
は
一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
十
一
月
二
十

四
日
の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ

う
（
》
Ｏ

②
本
規
定
は
二
○
○
八
年
（
平
成
二
十
年
）
十
一
月
十

一
日
の
大
会
に
お
い
て
改
正
承
認
さ
れ
、
二
○
○
九

年
（
平
成
二
十
一
年
）
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

四
八
四
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仏
教
関
係
図
書
薊

割
引
購
入
券
謂一の一堂

Ｉ
龍
谷
大
学
追

真
宗
学
会
会
恵
一
、
水

員
用
Ｉ
一
Ｉ

１

１

１

１

（
編
）
（
集
）
〈
後
）
（
記
）

ｉ

『
真
宗
学
』
第
一
二
九
・
一
三
○
合
併
号
を
お

届
け
し
ま
す
。
こ
の
合
併
号
は
、
本
年
三
月
に
そ

ろ
っ
て
定
年
で
ご
退
職
を
お
迎
え
す
る
林
智
康
先

生
、
内
藤
知
康
先
生
、
廣
田
デ
ニ
ス
先
生
に
対
し
、

こ
れ
ま
で
の
ご
教
導
へ
の
感
謝
の
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
学
恩
に
報
い
る
た
め
に
企
画
さ
れ

た
記
念
の
一
本
で
す
。
諸
先
生
に
は
ご
多
用
の
中

に
計
二
十
三
篇
の
玉
稿
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

三
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
輝
か
し
い
業
績
は
冒
頭

に
掲
載
の
略
歴
で
ご
覧
い
た
だ
い
た
通
り
で
す
。

林
先
生
と
内
藤
先
生
は
、
本
学
の
教
授
で
あ
る
と

共
に
、
本
願
寺
派
の
勧
学
で
あ
り
ま
す
。
両
先
生

は
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
宗
学
の
成
果
を
踏
ま
え

る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
き
、
方
法
論
と
し
て
現
代

に
受
け
継
ぐ
べ
き
も
の
は
何
か
を
模
索
し
、
提
唱

さ
れ
、
伝
え
続
け
ら
れ
た
先
生
で
し
た
。
聖
教
の

文
々
句
々
と
先
行
研
究
と
を
、
実
に
広
範
に
見
渡

し
な
が
ら
、
研
究
者
や
学
生
に
対
し
て
、
時
に
主

張
の
根
拠
を
問
い
、
時
に
鋭
く
論
理
の
矛
盾
を
突

き
つ
つ
も
、
温
か
く
ご
指
導
く
だ
さ
る
お
姿
は
書

咳
に
接
し
た
者
な
ら
誰
も
が
一
度
は
目
に
し
た
こ

と
の
あ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
真
宗
学
と
い
う
学

問
の
楽
し
さ
と
厳
し
さ
と
の
両
方
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

廣
田
先
生
は
、
と
も
す
れ
ば
内
向
き
な
学
問
に

な
り
が
ち
な
真
宗
学
を
、
外
に
解
放
す
る
大
切
さ

を
説
き
続
け
、
現
代
的
、
国
際
的
な
風
を
真
宗
学

会
に
送
り
込
み
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
で
し
た
。

何
度
も
日
米
間
を
往
復
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
親
鶯

お
よ
び
真
宗
の
研
究
者
と
、
日
本
の
研
究
者
と
の

架
け
橋
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
で
し
た
。

こ
の
三
人
の
先
生
は
、
学
生
の
指
導
に
も
文
字

通
り
全
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
た
先
生
で
あ
り
、
大

変
に
学
生
に
人
気
の
あ
る
先
生
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
教
育
・
研
究
を
は
じ
め
と
し
て
、
大
き

な
存
在
感
で
こ
れ
ま
で
真
宗
学
会
を
お
導
き
下
さ

っ
た
先
生
方
が
ご
退
職
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

真
宗
学
会
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
先
生
方
が
こ
れ
ま
で
一
生
懸
命
に
伝
え
て

こ
ら
れ
た
こ
と
は
何
か
。
ま
ず
は
こ
の
こ
と
を
静

か
に
胸
の
内
で
確
認
し
、
こ
れ
ま
で
の
先
生
方
の

ご
教
導
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
念
じ
あ
げ
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
誌
編
集
に
あ
た
っ

て
論
文
の
ご
執
筆
を
頂
い
た
先
生
方
、
ま
た
様
々

に
ご
尽
力
頂
い
た
学
生
諸
君
に
、
こ
の
場
を
借
り

て
篤
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
（
龍
溪
章
雄
）
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平成二四年度真宗学関係研究論文目録

(平成24年4月～平成25年3月）

<仏教思想・文献＞

Phrapongsak 慧解脱者は四禅を必要としないのパーリ学仏教
Kongkarattanaruk か 文 化 学

畑 昌利パーリ仏典における阿閨世王 パーリ学仏教
文 化 学

那須円照 『倶舎論』における言語観 パーリ学仏教
文 化 学

Chaitongdi Lokappadipakasaraのビルマ文字写パーリ学仏教
Phrachatpong 本およびシンハラ文字写本の問題点 文 化 学

-Lokappadipakasara第5章および
第8章の源泉資料に関連して

亀山健志チッタゴン丘陵地帯におけるパリッタパーリ学仏教
儀礼の報告 文 化 学

武田 龍Tathagataの語義解釈の一視点 パーリ学仏教
文 化 学

畝部俊也パンニャーサ・ジャータカにおける捨身パーリ学仏教
一北伝諸文献との関連をめぐって文 化 学

蓑輪顕量韓国における仏教と神信仰の関係 パーリ学仏教
一神仏の併存と分離について 文 化 学

田辺和子覚王山日泰寺所蔵折本写本（日泰寺パーリ学仏教
本） と水牛寺所蔵折本写本（水牛寺文 化 学
本）の比較研究

森部 一 タイのサンチ・アソーク仏教集団につパーリ学仏教
いての覚書 文 化 学
-Malja-LeenaHeikkila-Horn
（以下,M､Hと略述)の研究に基づいて

釆睾 晃虜山慧遠と二禅経 佛教学セミナー

新田智通仏身の無漏性・有漏性について 佛教学セミナー

26

26

26

26

26

26

26

26

26

26

95

95
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『釈軌論』における阿含経典の語義解佛教学セミナー
釈法（1）

『入中論」の菩薩階梯における滅尽定佛教学セミナー

『釈軌論』における阿含経典の語義解佛教学セミナー
釈法（2）

説一切有部における表(vijnapti)の佛教大学大学院
構造 紀 要

（文学研究科篇）

常啼菩薩求法謹の成立時期について 佛教大学大学院
紀 要
（文学研究科篇）

カンガンハリ遺跡調査報告一上段佛教大学大学院
レリーフ石版に描かれた仏教説話の紀 要
配列をめぐって （文学研究科篇）

AnAssessmentoftheRoleofManu-龍谷大学

scripts intheStudyof Japanese仏教文化
Hossothought:TheExampleOfthe研究所紀要
Rongi $fDaihiSendai''

金代における宗室と佛教 大谷学報

晴仁寿舎利塔事業の基礎的考察 大谷学報
一「勅使大徳」と起塔地をめぐっ
て－

釈尊の最初の説法はどのように理解さ真宗教学研究
れたか

律蔵に規定される沙彌の教育 中央仏教学院
紀 要

『看聞日記』に見える尼と尼寺 人間文化－
愛知学院大学
人間文化研究所紀要

静岡県中・東部地方における曹洞人間文化一
宗の廃絶・転宗寺院の歴住世代愛知学院大学
(1) 人間文化研究所紀要

仏教と多神教をめぐる比較宗教学人間文化一
的研究・覚書 愛知学院大学人間

文化研究所紀要

『法華玄義』の研究(15） 人間文化一
愛知学院大学人間
文化研究所紀要

上野牧生 95

大田蕗子

上野牧生

96

96

清水俊史 41

佐伯慈海 41

中西麻一子 41

FIorianSAILE 36

桂
今
華
西

祥
久

淳
智

92(2)

92(2)

武田 龍

龍口明生

松薗 斉

33

24

27

木村文輝 27

林 淳 27

大野榮人・
伊藤光寿

27
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,ダ人間文化一 27
、の愛知学院大学人間
文化研究所紀要

『ボーディサットヴァ・アヴァダ人

一ナ・カルパラター』第55章への愛
補注 文

『正法眼蔵雑文』の「辨道話」と血脈

道元禅師の行持道環と天台の仏身論

『金綱集』における「見性成仏義」に
ついて

榮山昭理と 『仏慈講式』－總持寺
系と永光寺系の相違点について

覚鰻の『舎利供養式」をめぐって

持明禁戒について－特に安然を中
心に

中世東密教学における初法明道の変遷
一第八住心との関係を中心に

明恵における宗密の円覚教学への受容
について

湛霄著『随自意抄』について

日蓮『注法華経』方便品における『法
華文句』の注記について

日蓮における安然の問題

伝日蓮聖人撰「十王讃歎紗」写本の伝
来について

『本尊聖教録』外典部所収の文献と日
蓮遺文について

『諸法実相抄』の研究一書誌学的
な観点から

長松日扇筆曼茶羅本尊の一考察
一讃文を視点として

『絵本日蓮大士御一代記』の書誌学的
考察

鎌倉鏡台寺の興廃をめぐって－敬
台院万姫と法華信仰

大乗義章三十講について

公暁の法名について

く奥＞の考察一貞慶『愚迷発心
集』の心性

内宮建国寺について

神山重彦

渡部

清野

古瀬

正英

宏道

珠水

印

印

印

仏
仏
仏

１
１
１

１
１
１

６
６
６

研
研
研

印 仏 研61(1)ミヒャエラムロス

塚
本

赤
寺

道
晋

祐
亮

印

印

仏
仏

ｊ
ｊ
ｌ
ｌ
く
く
１
１
６
６

研
研

大鹿眞央

胡建 明

仏
仏

印

印

ｊ
ｊ
ｌ
１

１
１
６
６

研
研

綾乃

堯海

道
関
津
戸

印

印

仏
仏

１
１

１
１
６
６

研
研

土倉 宏

松岡正次

印

印

仏
仏

ｊ
ｊ
ｌ
ｌく

１
１
６
６

研
研

芹澤寛隆 仏
仏
仏
仏
仏

印

印

印

印

印

ｊ
ｊ
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１
ｊ

ｌ
１
１
ｌ
ｌ

ｌ
く
Ｉ
く

１
１
１
１
１

６
６
６
６
６

研
研
研
研
研

ジッリォ・エマ

ヌエーレダヴィデ

武田悟一

堀部正円

長倉信祐

大
隆
智
志
豊

仏
仏
仏

田戸

舘

川本

印

印

印

ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
１
１

く
Ｉ
く

１
１
１

６
６
６

研
研
研

多田實道 印 仏 研61(1)
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澄禅『四国辺路日記』の検証

天台教学における霊山同聴の意義

神智従義の三身解釈

智旭『教観綱宗」における「化儀四
教」の解釈について

「真諦系一乗家の著作」としての『一
乗仏性究寛論』

道宣の四種三宝説について－住持
三宝の存在意義を中心として

「空・寂・浄に滞る」ということ
－李通玄における菩薩行と『般若
経』

『念仏三昧宝王論』の撰述背景
一飛錫遺文を手がかりに

他人によって清浄とならないとは

-Mahaviyuhasuttaを中心に

仏像光背の変遷とその表現形式につい
て－焔肩の図像表現を中心に

キジル石窟渥藥図にみられる仏教的特
質

Vinayavibhangaの新出梵文写本断簡

計量分析を利用した仏教説話のパラレ
ル検出の試み－『賢愚経』を中心
として

下田正弘とグレゴリー・ショペン
ー大乗仏教の起源をめぐって

大乗仏教在家起源説再考一『般舟
三昧経』の八菩薩と十六正士を中心
に

梵文『十地経』の偶頌について
－特に韻律の問題を中心に

『法華経』 「方便品」 と「譽嚥品」
－大白牛車の解釈を巡って

『法華経』におけるアスラ

〈無量寿経＞における阿弥陀仏国土観
の変遷一仏国土の名称を中心とし
て

柴
神
弓
篠

叔
純
子
宜
生

宗
知
苗
昌

印

印

印

印
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仏
仏
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小野鴫祥雄

戸次顕彰

伊藤 真
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加藤弘孝

岸本正治

内藤善之

大門浩子
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生野

石田

範
世

昌
勝

印
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佐々木閑

田中公明

仏
仏

印
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岩松浅夫

片山由美
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田真浩

生泰紀
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楠 宏生

佐藤 晃

『婆沙論』における得と非得との相関
的規定

発趣心(prasthanacitta)の定義をめ
ぐって－カマラシーラ以降の修行
論の展開に関する一考察

琉伽行唯識学派が説く五明処の背景

所知障の研究一不染汚無知の内容

『大乗荘厳経論』 「述求品」に述べら
れる幻術の比瞼における「存在するも
の」

『摂大乗論』における種子の六義につ
いて

法天訳『最上大乘金剛大教寶王經』 と
『秘密集会タントラ』聖者流

金剛乗の比丘アティシャと秘密・般若
智灌頂禁止の問題

『成就法の花環』第221番～第224番に
ついて一二種のチベット語訳をめ
ぐる諸問題

ディグナーガの意味論をめぐって
－有角性による推論の位置付け

言語協約・言語活動の点より見たアポ
ーハ論

二種の因果効力-samanyasakti
とpratiniyatasakti

『グルブム』にみられる断境説につい
て

カギュー派の源流一マルパからミ
ラレーパヘ

敦埠本Rigspadrug｢cu｣pahitshig
lehurbyaspa考

ロンチェンパにおける3脈の理論

『大乗四論玄義記』 「仏性義」の「第
二釈名」の分析

敦埠写本に見られる道気撰の「願文」
について

西域出土法華章疏について

上林園翻経館沙門彦珠の漢訳論

印

印

仏
仏

１
１

１
１
６
６

研
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松下

佐々木

本村

俊
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祐
樹
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印
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研
研
研

近藤伸介

苫米地等流

静 春樹

大観慈聖

印
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印
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安田章紀

菅野博史

印
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定 源 印 仏 研61(1)

金 炳坤
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楊 惇停 『四分比丘尼渇磨』の高麗初離本テキ
ストについて

渡邊幸江 『摩訶止観』病患境一「病」と
「疾」

加藤龍興螢山禅師の無明観

吉崎一美河口慧海に梵語文法を教授したクルマ
ン博士

藤森晶子ネパール仏教のダシャカルマ・プラテ
イシュターについて

高本康子 日本人入蔵僧資料に見る戦時期「卿嚇
教」工作と熱河承徳一多田等観関
連資料を中心に

蓑輪顕量良遍の『真心要決』 と禅

真野新也栄西の『法華（経）入真言門決』につ
いての検討

笠井 哲沢庵『太阿記』における思想とその影
響について

菅原研州 乙堂喚丑『正法眼蔵続絃講義』の研究

龍谷孝道螢山紹理と 『宏智録』
－永光寺開堂法語をふまえて

広瀬良文近世前期の禅宗と『三賢一致書』

上野徳親 『続扶桑禅林僧宝伝』に見る源翁心昭

永井賢隆道元禅師における疑団の再検討
一思想形成という視点から

有働智芙伝上宮太子撰『維摩経義疏』 「百行云」
の再検討

前川健一 『叡山大師伝』の成立と仁忠

松本知己 『法華文句』所説の五種声聞について

鍵和田聖子東密における両部不二思想に関する一
考察

木村中一 『高祖遺文録』の書誌学的考察

山崎斎明本覚思想の四分類一日蓮遺文にお
ける本覚の位置

奥野本勇 日蓮聖人における太田氏教化の一考察

中村宣悠 日蓮真蹟遺文『断簡五五』における
「智礼」について

印
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寺尾英智

米澤晋之助

行学院日朝の法門相伝書について

慶林坊日隆教学の一研究一衆生救
済について

近世の日蓮教団統制に関する一考察
一触頭制度を中心に

『祖書綱要冊略』における日蓮遺文引
用の傾向一『祖書綱要』巻一を中
心に

日本における須弥山論争の展開

東寺・西院曼茶羅胎蔵界の図像的特色

『無量寿経』末疏における八相示現の
解釈一義寂撰『無量寿経述記』を
中心に

智顎における『法華経』の意味

天台智顎における三諦三観思想の所依
経論について－『法華経』の方便
品の一考察

四悉檀と五時八教

道塔は天台教學に詳しかったか

法上撰『十地論義疏』についての一考
察

地論学派の心識説と南北二道の形成
一法上『十地論義疏』を中心に

『大般浬藥経集解』 「如来性品」の仏
性義について

株宏における『水陸儀軌』重訂につい
て

基説・義令記『勝鬘経述記』について
－基の著作との関連性の検証

『智証伝』の成立について

林盧山と白鹿山一北朝時代の太行
山脈一帯における僧の修行地の問題
について

討論svabhavapratibandha:ダルマ
キールティ論理学の根本問題（仏教学
は何をめざすのか、第63回学術大会パ
ネル発表報告）

印

印

仏
仏

１
１
２
２

１
１
６
６

研
研

徳永前啓

庵谷行遠

仏
仏

印

印

２
２く

１
１
６
６

研
研

西村

真鍋俊

南 宏

玲
照
信

仏
仏
仏

印

印

印

ｊ
ｊ
ｊ

２
２
２

く
く
く

１
１
１

６
６
６

研
研
研

柏倉明裕

トランクォック・

フ オ ン

印

印

仏
仏

２
２

１
１
６
６

研
研

吹

朴
伊
金

昭映

敦

天鶴

印

印

印

仏
仏
仏

研
研
研

61(2)

61(2)

61(2)

吉村 誠

河 由眞

石上壽應

林 香奈

印

印

印

印

仏
仏
仏
仏

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
２
２
２

１
く
Ｉ

１
１
１
１

６
６
６
６

研
研
研
研

仏
仏

２
２く

１
１
６
６

研
研

小早川浩大

倉本尚徳

印

印

金沢 篤 仏 研61(2)印
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城福雅伸貞慶研究の新展開と可能性：解脱上人印 仏
800年遠忌に際しての再評価（仏教学
は何をめざすのか、第63回学術大会パ
ネル発表報告）

林 隆嗣 『無擬解道註』 (Saddhammappa-印 仏
kasini)の源泉資料について

CHAITONGDI Lokappadipakasaraの源泉資料印 仏
Phramahachatpong に関する一考察

-Saddhammopayana,Pancagatidipaniの
引用を中心として

阿 理生 bodhisatta;bodhisattva(菩薩)の語源印 仏
と変遷一語義・用語法のさらなる
考察

下田正弘大乗仏教起源論再考 印 仏

DENIYAYE 『十万頌般若』第14天王品の、ラサ写印 仏
Pannaloka 本と九大写本を中心とする比較研究

オ－ダム 北元時代のモンゴル語訳『八千頌般若印 仏
経』について－コペンハーケン写
本を中心に

平岡 聡法華経所収のジャータカの帰属部派 印 仏

堀内俊郎 『榴伽経』テキストの諸問題 印 仏

奥村浩基 『過去現在因果經』について 印 仏

楊 暁華 Padya-Lalitavistaraの第16章『夢印 仏
品』の研究

伊久間洋光 『如来秘密経』の梵文写本について 印 仏

飯岡祐保曲armaの固有性と変化「不善から善印 仏
へ」－『倶舎論』および『アピダ
ルマディーパ』では

桂 紹隆 『中論頌』の構造 印 仏

金 建峻 『大乗掌珍論』における有為法の無自印 仏
性性論証一主張命題に関する妥当
性論証を中心として

鄭 祥教チャンドラキールティの無我論証印 仏
一『入中論』を中心として

森山清徹シャーンタラクシダ、カマラシーラの印 仏
無自性論証とダルマキールティの刹那
滅論証-Vadanyayaにおける反
所証拒斥検証とその活用

研61(2)

研61(2)

研61(2)

研61(2)

ｊ
ｊ
２
２
く
く
１
１
６
６

研
研

研61(2)

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
２
２
２
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く
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１
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６
６
６
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研
研
研
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ｊ
２
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研

ｊ
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２
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１
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６
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研

ｊ
ｊ
２
２Ｉ

１
１
６
６

研
研
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シャーンタラクシダにおける、勝義に印
随順するもの、としての不生の意味に
ついて

『唯識三十頌』第28偶におけるJnana印
とVijnana-ab句の校訂と訳語
に関する「ねじれの関係」をめぐって

輸伽行学派における入無相方便の実践印
一四善根位における修習内容

pramanabhutaの意味の変遷 印

直接知覚と対象確定作用に関する再検印
討一ダルマキールティの相反する
記述及び註釈者達の解釈

smrti再考 印

Prasannapadap.16.2におけるpaksa- 印
antaraの解釈について

『理趣広経』に説かれるパタの儀礼に印
ついて

『理趣広経』における灌頂について 印

マハーカーラの成就法とシャーキャシ印
ユリーバドラ

『ガリム』における究寛次第について印
一六支ヨーガを中心に

kunrdzobbdenpa'ingoboとdon印
dambdenpa'ingobo

『サムスクチェンモ』における心依と印
道

『大阿弥陀経』の本願文における「女印
人」と「淫秩之心」－本願文の成
立を中心に

『六度集経』の成立について－康印
僧会の動機と目的

三階教写本『人集録明諸経中対根浅深印
発菩提心法』一巻の基礎的研究

心・意・識説における阿頼耶識と未那印
識との関係一所縁の問題を中心に

漁仰宗の円相について 印

智昇撰『続古今訳経図紀』のテキスト 印
変遷について

李 泰昇 仏 研61(2)

北野新太郎 仏 研61(2)

永藁知也 仏 研61(2)

小野 基

西沢史仁

仏
仏

２
２

１
１
６
６

研
研

仏
仏

木村 紫

渡辺和樹

ｊ
ｊ
２
２
Ｉ
く
１
１
６
６

研
研

川崎一洋 仏 研61(2)

仏
仏

徳重弘

池田英

志
司

２
２

１
１
６
６

研
研

石部道明

福田洋一

青原彰子

肖 越

仏
仏
仏
仏

１
１
ｊ
ｊ

２
２
２
２
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く
１
１
１
１

６
６
６
６

研
研
研
研

伊藤千賀子

西本照真

金 範松

仏
仏
仏

１
１
ｊ

２
２
２
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く
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６

研
研
研

莊
林
穎芽

敏

仏
仏
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ｊ
２
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１
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研
研
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藷 文真 『敦埠秘笈』ヨ『敦煙秘笈』羽-100号残巻の特性およ印
びその真偽

華厳教学における如来一音について 印

日本の三論宗と法相宗の海東仏教認識印
について

く222＞辮殿御消息の系年について 印

devayana-,brahmayana-,mahayana- 印

仏 研61(2)

朴 ポラム

福士慈稔

仏
仏

ｊ
ｊ
２
２
く
く
１
１
６
６

研
研

若江賢三

KASAMATSU

Sunao

YAOFumi

仏
仏

ｊ
ｊ
２
３

く１
１
６
６

研
研

ABriefNoteontheNewlyFound印
SanskritFragmentsoftheBhaisa-
jyavastuof theMulasarvastivada-
v1naya

TheStoryofUpagupta'sVictory印
overMaraintheAsokavadanamala

WhatthePreachersoftheSuvarna-印

prabhasaResolvedinthe
Kamalakara-parivarta

ThelnfluenceoftheAvaivartikaca-印

kraMahayanaSutrainlndianBudd-
hismBasedonltsCitationinlndian

BuddhistCommentaries

TheCreation ofKarma among印
Arhats-AnExamination of

Doctrine in Sarvastivada and
Theravada

ABackgroundofOneSautrantika's印
TheoryintheAbhidharmakosa

TheRealExistenceofPratisamk-印

hyanirodha-TheManusya-
kasutraasScripturalEvidencein
theAbhidharmavatara

Buddhapalita'sMetaphorical 印
Expression

OntheDigressionsofthePrajna-印
pradipa,withaReevaluationoflts
ChineseTranslation

ReferencestolndianBuddhistMas-印

tersintheCommentaryonthe
SutrasamuccayabyRatnakarasanti

仏 研61(3)

YAMASAKI

Kazuho

SUZUKI

Takayasu

仏
仏

ｊ
ｊ
３
３く

１
１
６
６

研
研

James
B.APPLE

仏 研61(3)

SHIMIZU

Toshifumi
仏 研61(3)

ISHIDA

Kazuhiro

YOKOYAMA

Takeshi

仏
仏

ｊ
ｊ
３
３
１
く
１
１
６
６

研
研

SAITOAkira 仏
仏

ｊ
ｊ
３
３
く
く
１
１
６
６

研
研AKAHANE

Ritsu

MOCHIZUKI

Kaie
仏 研61(3)
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ObservationoftheBodyinthe 印

Bodhisattvabhumi-Signifi-
canceofthekayanupasyanainthe
EarlyYogacaraPhilosophy

AgotraSthaintheBodhisattvabhumi 印
-TheParipakapatalaandthe
Bodhisattvagunapatala

OnFeelingsofShame(Lajja) inthe印
EighteenthChapterofthe
Mahayanasutralamkarabhasya

AStudyoftheTheoryof 印
"Consciousness-OnlywithNo
ExternalObjects''Discussedin
Dharmapala'sVijnaptimatratasidd-
hiratnasambhava

AStudyfortheGerminationof 印
Alaya-vijnanaThought-From
thePerspectiveofKarmasiddhi-
prakarana

DignagaonAvitaandPrasanga 印

仏 研61(3)TAKAHASHI

Koichi

仏 研61(3)OKADA

Eisaku

仏 研61(3)KISHISayaka

仏 研61(3)NASUEnSho

仏 研61(3)HIBIYuka

１
１
３
３
く
く
１
１
６
６

研
研

仏
仏

WATANABE

Toshikazu

SASAKIRyo Nigrahasthana intheVadanyaya印
-ControversybetweenDhar-
makirtiandtheNyayaSchool

SantaraksitainDefenseoftheAlam- 印

banapariksav.2ab

ARetrospectiveResearchonText印
FormationinEarlyBuddhism
-FromaCaseonBenxiang
yizhi jingT36,TranslatedbyAn
Shigao

OntheManuscriptof the llseung印
beopgyedo
-PropertyofJorakuinTemple

HowNichirenUnderstoodtheBudd- 印

hainHisKanjinhonzonsho
-TheBuddhaWhomHeLoo-

kedUpToandWhoWasObser-
vedinHisMind

空海漢詩文研究「故贈僧正勤操大徳影高
讃井序」考 文

高

ｊ
ｊ
３
３

く１
１
６
６

研
研

仏
仏

MATSUOKA

Hiroko

HUNG

Hunglung

研61(3)仏SATOAtsushi

研61(3)仏WATANABE

Hoyo

野山大学密教
文化研究所紀要

中谷征充 26
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川田 薫真言密教と科学の初歩的な比較論（そ高野山大学密教 26
の1)六大と科学 文化研究所紀要

平賀由美子 『十地経』における十地の構造 高野山大学密教 26
－各地の結語部分を手がかりとして文化研究所紀要

石部道明 『ガリム』第13章の研究一『カー高野山大学密教 26
ラチャクラ・タントラ』に関する箇文化研究所紀要
所の試訳

静春樹【和訳】 サキャ派祖師たち三人による金剛乗の高野山大学密教 26
決択一サキャパンディ夕作『タン文化研究所紀要
トラ部概論建立とタントラの現観の
要綱の科文』和訳(1)

渡瀬淳子諸仏念衆生、衆生不念仏一中世国語と国文学89(8)
「擬」仏教語の一側面

永井賢隆道元禅師における儀悔滅罪について駒沢大学大学院仏 45
教学研究会年報

広瀬良文大乘寺本「百二十通切紙」の考察と駒沢大学大学院仏 45
翻刻(1)卍山道白編纂の禅宗相伝書教学研究会年報

大松久規 『釈禅波羅蜜次第法門』における駒沢大学大学院仏 45
『大智度論』引用表 教学研究会年報

渡辺和樹 「サムイエーの宗論」思想的研究序駒沢大学大学院仏 45
説一『修習次第・後篇』を中心教学研究会年報
とする禅思想批判

村上明宏説一切有部における命根6iviten-駒沢大学大学院仏 45
driya)の定義の変遷一寿(ayus)教学研究会年報
と寿行(ayus-samskarah)をめぐ
る研究ノート

梶 龍輔苗木藩における「廃仏殿釈」と神葬祭駒沢大学大学院仏 45
－岐阜県蛭川村の事例を中心に教学研究会年報

YugenWADA Sabda-alamkaraintheKavyadar-駒沢大学大学院仏 45
saofDandin(3)CitraandNiyama教学研究会年報

永井政之東皐心越と関帝信仰 駒沢大学仏教 71
－『覚世真経』 と金印の将来 学部研究紀要

石井公成物真似芸の系譜一仏教芸能との関駒沢大学仏教 71
係を中心にして(上） 学部研究紀要

飯塚大展。 林下曹洞宗における相伝史料研究所説駒沢大学仏教 71
士屋圭子 (7)正法寺関係史料篇(1) 学部研究紀要

吉村 誠中国唯識における聞薫習説の展開 駒沢大学仏教 71
学部研究紀要
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新井一光 ジュニャーナシユリーミトラと 『宝性
論』

清野宏道道元禅師における授記の概念

渡邊幸江 『四分律』考一病

木村誠司 『倶舎論』にまつわる噂の真相

金沢 篤 レーリヒと河口慧海一レーリヒ父
子来日の事情を探る

永井政之。 『宋会要』道釈部訓注(7)
程 正・
山本元隆【他】

佐藤秀孝明庵栄西の在宋中の動静について(上）
第一次入宋と重源および阿育王山広利
寺をめぐって

飯塚大展。 林下曹洞宗における相伝史料研究序説
土屋圭子 (6)永光寺関係史料篇（上之2）

高橋秀榮 『沙石集』の生蓮入道と舎利信仰

駒沢大学仏教
学部研究紀要

駒沢大学仏教
学部研究紀要

駒沢大学仏教
学部研究紀要

駒沢大学仏教
学部研究紀要

駒沢大学仏教
学部研究紀要

駒沢大学仏教
学部論集

71

71

71

71

71

43

駒沢大学仏教
学部論集

43

駒沢大学仏教
学部論集

駒沢大学仏教
学部論集

駒沢大学仏教
学部論集

駒沢大学仏教
学部論集

駒沢大学仏教
学部論集

駒沢大学仏教
学部論集

駒沢大学仏教
学部論集

43

43

43

43

43

43

43

Yuvarajaについて－ジュニャー
ナシュリーミトラの仏教思想

道元禅師における仏身観一修証論
と重ねて

虎伯大宣の行実について

新井一光

清野宏道

小栗隆博

佐藤英樹

龍谷孝道

南英謙宗とその語録一「南英謙宗
語録」を中心として

中世曹洞宗における『宏智録』の受容
一通幻派の語録・抄物を中心とし
て

道元禅師と『大智度論』－『正法
眼蔵』における三昧について

卍山道白の切紙編纂とその周辺
一「高祖」顕彰と宗統復古

禅病一『首榴厳經』に見る五穂

駒沢大学仏教
学部論集

駒沢大学仏教
学部論集

駒沢大学仏教
学部論集

永井賢隆

広瀬良文

渡邊幸江

43

43

43
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古山健一 ラーン・ナー文字貝葉写本Kam-
mavaca-ローマナイズテキスト

木村誠司【訳】 アピダルマの二諦説一訳注研究・
インド編I

田中良昭。 敦煙禅宗文献分類目録(2)語録類(5)
程 正

佐藤成順宋初期の首都開封の仏教と寺院

駒沢大学仏教
学部論集

駒沢大学仏教
学部論集

駒沢大学仏教
学部論集

三康文化
研究所年報

三康文化
研究所年報

三康文化
研究所年報

三康文化
研究所年報

三康文化
研究所年報

三康文化
研究所年報

親鷲教学

43

43

43

44

44

44

44

44

宇高良哲増上寺中興観智国師源誉存応関連史料
集

西村実則サンスクリットと仏教

柴田泰山竺法護訳『弥勒所問本願経』について

石田一裕 Sautrantikaと経部･軽量部

古宇田亮修Abhisamacarika-Dharmaにおける副
詞の用法

安田理深衆生の自覚としての本願一願生論
（5）

安田理深純粋なる有限なる自己一願生論
（6）

加藤高敏 『法華経』の供養形態の変化と慧思の
『法華経』受容

広瀬良文中世前期禅宗と神祇・神人化度とその
周辺

龍谷孝道仲翁守邦の語録と行状一伊予龍澤
寺所蔵『仲翁和尚語録』 『仲翁和尚
行状記』翻刻

佐藤英樹越後種月寺蔵『南英謙宗語録』の訓註
（3）

大松久規 『釈禅波羅蜜次第法門』 「覚魔事」に
ついて

ミヒャェラムロス 能登總持寺と峨山講式について(2)
『両尊征忌等差定帳』 と「峨山講伽
陀」を中心に

YugenWADA Sabda-alamkaraintheKavyadarSa
ofDandin(4)Praherika

44

100

101

43

43

43

親驚教学

曹洞宗研究員
研究紀要

曹洞宗研究員
研究紀要

曹洞宗研究員
研究紀要

曹洞宗研究員
研究紀要

曹洞宗研究員
研究紀要

曹洞宗研究員
研究紀要

43

43

43

曹洞宗研究員
研究紀要

43
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「世諦の中に第一義諦有りや不や」発
問の周囲(2) 『婆沙論』 と『浬藥経』
において

黒谷戒家にみられる信心受戒について

大正大学大学院
研究論集

池田宗讓 36

大正大学大学院
研究論集

大正大学大学院
研究論集

大正大学大学院
研究論集

大正大学大学院
研究論集

秋田晃瑞

関 悠倫

関口中道

阿部 旬

36

36

36

36

『稗摩訶術論』における「四種法黛
習」の一考察

『天台教理の基礎的研究』概要

生動性の現象学一フッサールにお
けるくヒュレー＞と初期唯識思想に
おけるく阿陀那識＞との比較から

青目釈『中論』 とAkutobhayaの異
同について－第1章｢縁の考察」
を中心として

心・意・識説に関する研究一阿頼
耶識と末那識との関係を中心に(1)
所依の問題

『解深密経』における大乗のヨーガ

大正大学大学院
研究論集

安井光洋 36

大正大学大学院
研究論集

金 範松 36

大正大学大学院
研究論集

束海仏教

東海仏教

東海仏教

淺野秀夫 36

最澄における菩薩戒について

慧思における四事供養について

天台智顎における三諦三観思想の所依
経論について－『中論』の二諦説
から『仁王般若経』 『菩薩瑳略本業
経』の三諦説へ

『義雲和尚語録』引用資料の分析
一洞山良价の伝記・語録を事例と
して

中国の天台教学における五時教判の変
遷一智旭『教観綱宗』における
転・接・同・会・借の五説について

八大菩薩を伴う大日如来の作例に見ら
れるマンダラ的配置に関する一試論
一チベットの作例を中心に

説一切有部における仏陀の八万の教説
一法穂と 『法穂足論』

五臺山・金閣寺の構造とその教理的背
景について

川瀬 隆

加藤高敏

トラック・

クォックフオン

58

58

58

東海仏教伊藤秀真 58

東海仏教 58DaoTrinh

ChinhNhan

東海仏教大羽恵美 58

東海仏教齋藤 滋

岩崎日出男

58

東洋の思想と
宗 教

30
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弓場苗生子後山外派の相即解輝における繼承と發
展

岩田 孝 『定説集成』 (SthitiSamasa)和諄研
究無形相知識論琉伽行派の定説(4)
無形相知識論琉伽行派の唯識説と実践

伊吹 敦初期輝宗と日本佛教一大安寺道塔
の活動とその影響

GeorgeCoedes チュンダの施食-Pathamasam-
【校訂】 。 bodhi第14章Parinibbanakatha訳

岩井昌悟【訳】 注研究(3)

渡辺章悟般若経の三乗思想

烏谷部輝彦天台密教の安鎮法における奏舞奏楽

東洋の思想と
宗 教

東洋の思想と
宗 教

30

30

８
８
３
３

叢
叢

至
珊
聿
祁

学
学
洋
洋
東
東

東洋学論叢

日本宗教
文化史研究

日本歴史

日本歴史

日本歴史

38

16(1)

市岡 聡 『法華験記』序の寂法師と験記

藤本 誠 日本古代の「堂」と村落の仏教

上田純一寺院の医療システムー禅宗教団を
例として

池田陽平延暦寺における伝法灌頂の分離とその
背景

朴澤直秀いわゆる「宗門檀那請合之徒」 と「諸
寺院条目」

伊藤瑞叡経典研究の観点と方法を考える

伊藤進傳 『文殊問経』の成立と受容

織田顕祐浬藥経における無我と我の経説

水野荘平南北朝時代における中国撰述経典の成
立について－『仁王般若経』の成
立を中心にして

松田陽志江戸期曹洞禅僧の経典・文字観
一独庵玄光と天桂伝尊を中心に

師 茂樹占察経の成立と受容－なぜ占いが
必要とされるか

藤谷厚生 『金光明経』の成立と展開

落合俊典 日本仏教における疑経の受容と生成

778

777

776

日本歴史 775

日本歴史 774

日本仏教学会 77
年 報

日本仏教学会 77
年 報

日本仏教学会 77
年 報

日本仏教学会 77
年 報

日本仏教学会
年 報

日本仏教学会
年 報

日本仏教学会
年 報

日本仏教学会
年 報

77

77

77

77
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蓑輪顕量 日本撰述の偽経典について－経典
の成立と展開事情

富田真理子浬藥の諸相と初期仏教経典

-abhinibbuta複合語とparinib-
butaを含む経典について

渡辺章悟般若経の成立過程一智の展開を中
心として

片山由美 インド仏教における法華経の成立と展
開

米澤嘉康大乗仏典の呼称をめぐって
-sntraの用例を中心に

佐久間留理子 『カーランダ・ヴューハ・スートラ』
の展開とその宗教的背景

苅谷定彦 <阿弥陀経＞と『大阿弥陀経』の成立

高橋審也無量寿経の成立と展開

佐藤直実大乗『大般浬藥経』重訳一チベッ
ト語訳の有用性

菊谷竜太 インド密教における『秘密集会タント
ラ』の受容と展開

乾 仁志 『初会金剛頂経』の仏典としての位置

野呂 勉普一国師志玉による『五教章』講説に
ついて

能仁正顕無量寿経における唯除

(sthapayitva)の意趣

松尾宣昭 「輪廻転生」考（四）－和辻哲郎
の輪廻批判(再説）

大塚紀弘中世仏教における融和と排除の論理
一「宗」と宗論をめぐって

實 智 『新訳華厳経音義私記』 と 『新華厳経
音義』の「後紙」との関係について

實 智 『新訳華厳経音義私記』所引の字様に
ついて(2)用例の考察と分析

根井 浄近世熊野比丘尼の存在形態

吉岡 諒叡尊・忍性の救済活動とその歴史的性
格(上）

日本仏教学会
年 報

日本仏教学会
年 報

77

77

日本仏教学会
年 報

日本仏教学会
年 報

日本仏教学会
年 報

日本仏教学会
年 報

日本仏教学会
年 報

日本仏教学会
年 報

日本仏教学会
年 報

日本仏教学会
年 報

日本仏教学会
年 報

龍谷大学論集

77

77

77

77

77

77

77

77

77

480

481

481

29

130

龍谷大学論集

龍谷大学論集

武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

訓点語と
訓点資料

訓点語と
訓点資料

仏教史研究

仏教史研究

129

49

49
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吉田一彦宗叡の白山入山をめぐって一九世仏教史研究 50
紀における神仏習合の進展(1)

佐藤文子臨時得度の政治思想 仏教史研究 50

中本由美南都六宗における宗派意識の形成とそ仏教史研究 50
の展開

吉岡 諒叡尊・忍性の救済活動とその歴史的性仏教史研究 50
格(下）

中西麻一子 カンガンハリの「初転法輪」図に真宗文化： 22
ついて 真宗文化研究所年報

真置美徳神々との対話一「サンユッタ・ニ教學院紀要 20
カーヤI」より

西村 玲慧命（えみよう）の回路：明末・雲棲宗教研究86(3)
株宏の不殺生思想

安永祖堂宗教と言語一禅体験に於ける言語京都・宗教論叢 7
の媒介性(2012年度チェーン・レク
チャー概要テーマ「宗教と言語｣）

兵藤一夫仏教の言語観一仮説(けせつ)とい京都・宗教論叢 7
うこと (2012年度チェーン・レクチ
ャー概要テーマ「宗教と言語｣）

北尾隆心弘法大師空海の真言観(2012年度チエ京都・宗教論叢 7
－ン・レクチャー概要テーマ「宗教と
言語｣）

村上泰教実賢造作の如意宝珠(2012年度京京都・宗教論叢 7
都・宗教系大学院連合主催大学院生
論文発表会概要）

オズヴァルド 夢窓疎石と宗峰妙超の方便思想の比較京都・宗教論叢 7
メルクーリ (2012年度京都・宗教系大学院連合

主催大学院生論文発表会概要）

野村卓美近世の高僧伝類と明恵上人伝記 文芸論叢 79
－『伝灯広録』後巻第二洛西栂尾
日照高山寺開祖高弁伝

野村卓美我が国における疑経「清浄法行経』の文芸論叢 78
受容一三聖派遣説話と舎利信仰

蜷川祥美蔵俊著『唯識論菩提院紗』中の論義岐阜聖徳学園大学 13
「命與身一」について 仏教文化研究所

紀 要

早島 慧 『中辺分別論』 「真実品」における勝岐阜聖徳学園 13
義解釈 大学仏教

文化研究所紀要
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村松加奈子聖徳太子絵伝の制作拠点に関する一考
察一四天王寺と法隆寺を中心に
（中世宗教図像学の探求一説話
図像と象徴図像）

藤原崇人草海の仏教王国一石刻・仏塔文物
に見る契丹の仏像

阿南ヴァージニア 遼南京の仏教文化雑記
史代

増尾伸一郎ベトナムにおける偽経と善書の流伝
一仏道儒三教と民間信仰の交渉を
めぐって（東アジア諸国の「偽」の
世界）

山口眞琴偽書生成の源泉一『天台伝南岳心
要』 と多宝塔中釈迦直授をめぐって
（日本における「偽」なるものの展
開）

伊藤 聡 「若凡若聖偶」の形成と享受（日本に
おける「偽」なるものの展開）

納冨常天總持寺五院の成立と展開(4)

尾崎正善長林寺の世代と末寺の関係について
（2） 『永平寺住山記』の記録を通して

下室覚道道元禅師の仏性観

古瀬珠水再考一大日房能忍と「達磨宗」

岩橋春樹 「總持寺展」記録

池 麗梅 『続高僧伝』研究序説
一刊本大蔵経本を中心として

張 文良霊弁『華厳経論』における戒律思想

アジア遊学 154

アジア遊学

アジア遊学

アジア遊学

160

160

161

アジア遊学 161

アジア遊学 161

18

18

18

18

18

鶴見大学仏教
文化研究所紀要

鶴見大学仏教
文化研究所紀要

鶴見大学仏教
文化研究所紀要

鶴見大学仏教
文化研究所紀要

鶴見大学仏教
文化研究所紀要

鶴見大学仏教
文化研究所紀要

東アジア
仏教研究

東アジア
仏教研究

東アジア
仏教研究

18

10

10

10

真諦の『金剛経』註釈書とその周辺

藤
本

崔
佐
西

恩英・

厚【訳】

照真 杏雨書屋所蔵三階教写本『人集録明諸
経中対根浅深発菩提心法』一巻(羽
411)翻刻

『玲伽論』と『倶舎論』・『摂大乗論釈』
とにおける法穂体系の相違とその背景

荘 罠木 東アジア
仏教研究

10
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林 香奈基に関する伝記的記述の変遷について

柳 幹康禅者が見た心一馬祖の『榴伽経』
解釈の新しさ

橋本崇宣 自閉症についての一考察一現象学
と唯識思想による分析

駒井信勝 『陀羅尼集経』第十二巻にみられる供
養法をめぐって－第三・八巻の軍
茶利結界法・供養法にかかわって

安井光洋初期『中論』注釈書における浬藥につ
いて

別所弘淳 『真言宗未決文』 「即身成仏の疑」が
初期日本天台へ与えた影響について

森 覚 『絵本極楽』の研究

石田一裕経量部とガンダーラ有部の関係
一不律儀の考察を通して

三浦 周 、近代仏教学．は洋学か－近代梵
語学研究史(序）

牛 黎涛 日本による仏教文化導入の歴史の分析

鈴木行賢阿字本不生と実相の関係について

金 永晃梵唄の伝来と展開

大谷正幸富士行者・村上光情と食行身禄の新し
い伝記一『扶桑教祖年譜』におけ
る角行系富士信仰の伝承(3)

師 茂樹文字と仏教(9)世界は常にすでに分節
されている一倫理はどこにあるか

定方 晟 「去るものは去らず」の意味

師 茂樹文字と仏教(10)テクストと阿頼耶識

師 茂樹文字と仏教(11)文字と瞑想一書物
は記憶される

師 茂樹文字と仏教(12)ゴーストの時代

西野 翠英語世界に「維摩経」を伝えた人

高村 薫道元がたちあらわれるところ

東アジア
仏教研究

東アジア
仏教研究

仏教文化学会
紀 要

仏教文化学会
紀 要

10

10

21

21

仏教文化学会
紀 要

仏教文化学会
紀 要

仏教文化学会
紀 要

仏教文化学会
紀 要

仏教文化学会
紀 要

仏教文化学会
紀 要

仏教文化学会
紀 要

仏教文化学会
紀 要

仏教文化学会
紀 要

１
１
２
２

21

１
１
１
１

２
２
２
２

21

21

春 秋 538

春
春
春

秋
秋
秋

539

540

541

春
春
春

秋
秋
秋

542

543

546
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哉
隆
洋
村

直
泰
昇
鏡

運動する『正法眼蔵』

なぜ道元は多くの著作を残したのか

道元と食一精進料理の世界

特集論考平清盛の前に立ちはだかる宗教
勢力戦う僧侶たち－僧兵と改革者

『世俗不生論』 と『世俗自性不生論』

宇多上皇の出家に関する政治史的考察

中世後期の在地における修験道の展開
と在地の「信仰圏」－信濃国佐久
郡大井法華堂の事例から

中世後期の真言宗僧団における三宝院
門跡一東寺長者の検討を通じて

室町・戦国期二尊院の再興と「勧進」
一法然廟・檀那・菩提所

鈴木正三伝の史料批判一「仏教治
国論」の再検討

第二回世界仏教徒会議をめぐる東アジ
ア仏教世界とその交流一戦後復興
と冷戦、内戦の狭間で

顕密僧としての親鶯の弟一善法房
尋有

黄檗僧念仏濁湛の著作

南
角
吉
武

春 秋

春 秋

春 秋

歴史読本

546

546

546

57(5)

田
村
田

赤羽 律

駒井 匠

小山貴子

仏教史学研究

仏教史学研究

仏教史学研究

55(1)

55(1)

55(1)

仏教史学研究55(2)

仏教史学研究55(2)

仏教史学研究55(2)

仏教史学研究55(2)

西尾知己

高橋大樹

三浦雅彦

坂井田夕起子

仏教史学研究55(2)

仏教大学総合 20
研究所紀要

仏教大学総合 20
研究所紀要

仏教大学総合 20
研究所紀要

仏教大学総合 20
研究所紀要

山田雅教

田中実マルコス

熊谷貴史

長谷川智治

藤仲孝司

荘厳研究のための覚書一思想と造
形の相関をめぐる研究史および展望

玉虫厨子絵の山岳表現について
－霊鷲山図を中心に

カルマ・チャクメーの極楽願文『清浄
大楽国土の誓願』の和訳と研究
一往生の第二因、七支供養より廻
向と、第三因、正覚への発心の段

カルマ・チャクメーの極楽願文『清浄
大楽国士の誓願』の和訳と研究
一往生の第四因、廻向の段

中御門敬教 仏教大学総合
研究所紀要

20
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<浄土教＞

森本光慈

那須一雄

法本房行空上人と造悪無碍

弁長・良忠における『十住毘婆沙論」
理解一その共通点と相違につい
て－

一向俊聖の念仏観に関する考察
一一遍一向両祖の臨終の迎え方の
差は何を意味するのか－

旅と僧～旅する僧の登場と時衆におけ
る変化～

中国浄土教における「往生伝類」の研
究一「後善導」と「善導後身」に
ついて－

凝然の浄土教観

貞慶の念仏と法然の念仏

聖覚法印の妹浄意尼の事跡について

新出の法然上人二十五霊場巡拝の道中
記

上田藩主松平家の浄土宗信仰について

新羅浄土教における『観無量寿経』の
位置付け一恵谷隆戒説への疑問

迦才と吉蔵の浄土教思想について

貞照院における『黄檗版』虫干し「百
万遍」法要について

『興福寺奏状』における国家と仏教の
論理一貞慶は法然とその浄土教団
を抹殺しようとしたのか

仁空実導上人著『六巻本論義紗』にみ
られる本山義の教学の特徴

珍海撰『安養知足相対抄』の一考察

良忠『観経疏伝通記』における仏土理
解について

伝ディグナーガ著<普賢行願讃釈＞に
説かれた極楽往生と釈迦菩薩行
一還相廻向の前提

龍谷教学

龍谷教学

48

48

峯崎賢亮 時宗教学年報 41

時宗教学年報 41

真宗研究 57

三浦諒洸

山崎真純

藤
飯
那
山

丸
田
須
本

要
宏
勝
子

真宗研究

真宗教学研究

印 仏 研

印 仏 研

57

33

61(1)

61(1)

真
英
博

石川達也

愛宕邦康

印

印

仏
仏

ｊ
ｊ
ｌ
ｌ

く１
１
６
６

研
研

工藤量導

高井恭子

印

印

仏
仏

ｊ
ｊ
ｌ
２
く
く
１
１
６
６

研
研

城福雅伸 印 仏 研61(2)

伊藤正順 印 仏 研61(2)

順
人

隆
雄

瀬
倉

成
沼

印

印

仏
仏

１
１
２
２
く
Ｉ
１
１
６
６

研
研

中御門敬教 印 仏 研61(2)
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韓 普光朝鮮・四漠大師惟政の淨土信仰につい印 仏 研61(2)
て

小松庸祐 日本人の心のふるさと神と仏の物語大 法 輪79(7)
（第16回）明恵上人と親鷲聖人

石川達也 『浄家進学日札』下紹介と翻刻 三康文化研究所 44
年 報

長尾隆寛 「十七条御法語」について－第十大正大学大学院 36
五条法語に関する伝承と変遷 研究論集

工藤量導迦才と弘法寺 大正大学大学院 36
研究論集

小山聡子中世社会と法然門弟の信仰一善慧日本宗教文化史16(1)
房證空を事例として 研 究

大塚紀弘城誉空念の廻国と髪繍図(上)無量光寺日本宗教文化史16(1)
蔵新出資料の紹介を兼ねて 研 究

上野大輔近世後期「捨世派」僧侶の布教と地域仏教史研究 49
民衆一大日比西円寺の法岸・法
洲・法道に着目して

那須一雄幸西と証空における信 宗教研究86(4)

沼倉雄人良忠の本願観一『観経疏伝通記』 宗教研究86(4)
を通じて

山口 唯智光曼茶羅考一軸装本を中心に 京都・宗教論叢 7

河智義邦隆寛浄土教と天台本覚思想の関連 岐阜聖徳学園 13
大学仏教文化
研究所紀要

伊藤 真李通玄における往生浄土思想批判 東アジア仏教 10
研 究

石川達也明治時代以前における行誠の動向 仏教文化学会 21
紀 要

郡嶋昭示九州における聖光の活動について 仏教文化学会 21
－勧進と門弟教化を中心に 紀 要

坪井 剛法然没後の専修念仏教団と「嘉禄の法史 林95(4)
難」事件

山本幸男道塔・鑑真と淡海三船一阿弥陀浄仏教史学研究55(1)
土信仰の内実をめぐって
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<教理史＞

真 宗 学

真宗研究

真宗研究会紀要

たすけたまへの浄土教

善導の仏弟子観一唯信仏語一

『念仏鏡』の一考察一善導教学と
の関連を中心に－

「選択本願」開示の意義

淳
司
純

井
冑
山

上見

柳英

崎真

127

57

45

大谷大学大学院 29
研究紀要

印 仏 研61(1)

光川眞翔

桑原昭信 阿惟越致地論考一龍樹教義と親鶯
教義の交渉より

和泉阿閨梨源空

曇鶯の名号論の成立とその背景

曇鶯における願生と菩提心一八番
問答の滅罪の思想

善導の指方立相説について

『一乗要決』における『浬藥経』の受
容

善導『観経疏』所説の教判論について

『往生論註』の「名即法」と「名異
法」の名号論

『往生礼讃』における起行についての
一考察

<無量寿経＞重誓偶の内容構成に関す
る一考察

『選択集』における菩提心廃捨の意義
一『擢邪輪』 との比較を通して

畢寛成仏の道路一『浄土論註』親
鴬加点本に注目して

如来二種の回向一『浄土論註』の
回向論と親鶯の視座

道緯『安楽集』所説の実践論について
一五念門を中心に

『一乗要決』における真如の問題
一真如所縁縁種子説をめぐって

仏
仏
仏

印

印

印

ｊ
ｊ
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ｌ
１
１

く
く
Ｉ

１
１
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６
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６

研
研
研

長谷川

石川

内田

浩文

琢道

准心

市野智行

藤村 潔

印
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仏
仏

ｊ
ｊ
ｌ
２

１
１
６
６

研
研

仏
仏

ｊ
ｊ
２
２
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く
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印

印

柴田

田中

山
量

５
５
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１
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６
８

２
８
０
０
０
３
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１
１
１

報
集
学
学
学
院
集
教
学

学
論
教
教
教
大
論
仏

院
学

信
学
費
鶯
鶯
大
究
海
正

行
宗
親
親
親
大
研
東

米田順昭

弘中満雄

相馬 晃

小川直人

亀崎真量

杉山裕俊

藤村 潔
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と「広武蔵野大学仏教 29
文化研究所紀要

宗教研究86(4)

武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

宗教研究

『往生論註』の「二種法身」と「広
略」の関係再考

凡夫と大乗菩薩道

法然の法語一仏陀のことばとその
解釈（2012年度チェーン・レクチャ
ー概要テーマ「宗教と言語｣）

曇鷲教学における空思想の研究一
特に僧肇の二諦論理の受容と展開

親鴬思想の解明浄土を求めさせたもの
－『大無量寿経』を読む(11）

親鴬思想の解明浄土を求めさせたもの
－『大無量寿経』を読む(12）

インド大乗仏教における偽書・擬託の
問題一とくに龍樹の著作を中心に
して

『往生論註』における修行者

京都・宗教論叢

田中無量

溪 英俊

本庄良文 7

京都・宗教論叢

現代と親鶯

現代と親鶯

アジア遊学

長宗博之

本多弘之

本多弘之

五島清隆

7

24

25

161

浄土真宗

総合研究

閲蔵：同朋大学
大学院文学
研究科研究紀要

閲蔵：同朋大学
大学院文学
研究科研究紀要

同朋仏教

真名子晃征 ７
８尾畑文正浄土荘厳の内景一性功徳を中心に

して

市野智行善導教学の研究『観経四帖疏』の思想
構造

8

法然における二修二土の判についての
一考察

法然浄土教の倫理研究－これまで
の動向と課題

杉浦道雄

市川定敬

48

20仏教大学総合
研究所紀要

<真宗教義学＞

誓願一仏乗における証果論

「真実証」における成仏について

大乗仏教精神と還相回向

還相回向の諸問題

『教行信証』 「証文類」引用文の所顕
一願文と成就文一

龍
龍
龍
龍
真

谷教

谷教

谷教

谷教

学
学
学
学
学

謙
眞
龍
惠
知

岡村

若林

山崎

宇野

内藤

英
人
明
教
康

48

48

48

48

127宗
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塚本一真 『弥陀如来名号徳』の欠落箇所につい
ての一考察

藤 能成親鶯における「仏智不思議」
－「はからひ」とは何か－

玉木興慈煩悩成就と不断煩悩得浬藥

山元一志浬藥の現働としての本願力回向の推求

大野 択真仮疑判を問い直す必要性について

三本彰円親鶯の『阿弥陀経』観

本明義樹親鶯における本願力廻向開顕の意義
一坂東本『教行信証』を精読し
て－

松山智道三願転入と二河譽

青柳英司真仏弟子一本願の教説を信受し伝
承する存在－

高田未明親鶯における弥陀救済思想と倫理観
一悪人正機説を手掛かりとして－

岡 宏親鴬思想の死生観一成立に関する
探索的研究

青柳英司親鶯の仏弟子観一金剛心の行人

永原智行信心仏性

川元惠史親鴬の弥勒観とその背景

冨島信海 『教行信証』における割註について

山本攝叡 『歓喜』 と『慶喜』

藤澤信照三願転入についての再考察

中西昌弘親鴬聖人の仏身仏土論の一考察

森本光慈親鴬聖人と安楽房遵西上人一古田
武彦氏への疑問

山上正尊絶対釈の考察

武田一真真宗教学における不二而二一真言
密教との対比を視座として

藤井 淳慈信房善賛上人義絶問題について

真
真

宗 ７
８
２
２
１
１

学
学宗

真 宗 学

真宗研究

真宗研究

真宗研究

真宗教学研究

128

57

57

57

33

高田学報 101

大谷大学大学院 29
研究紀要

中央仏教学院 24
紀 要

印 仏 研61(1)

学
学
学
学

仏
仏
仏
仏

信
信
信
信

印
印
印
印
行
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行
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５
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２
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Ｉ
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１
１
１

６
６
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６
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研
研
研
報
報
報
報

報
報

学
学

信
信

行
行

25

25

駒沢大学仏教
学部研究紀要

宗学院論集

宗学院論集

71

両重因縁釈の研究

真宗に於ける菩提心とその背景につい
て

岡崎秀麿

深川明暢

85

85

－62－



平成二四年度真宗学関係研究論文目録

「証文類還相回向釈」における他力回宗学院論集 85
向義について

浄土と現世 親鶯教学 100

親鴬と未法(下） 親鶯教学 100

誓願一仏乗一本願力によって実現親鶯教学 10O
する無上仏道

普遍の法と必然の理一『教行信親鶯教学 100
証』の諸問題(8)

親鴬と法然との出遇い(上） 親驚教学 101

伝承と己証一『教行信証』の諸問親鶯教学 101
題(9)

鎌倉時代における呉音声調の位相差国語国文82(1)
－親鶯加点本を資料として

消息にみられる親鶯晩年の教学的営筑紫女学園大学。 8
為 筑紫女学園大学

短期大学部紀要

親驚使用の声点加点形式について訓点語と 129
－坂東本『教行信証』声点の位置訓点資料
づけ

親鴬の人間観一特に「如来とひと仏教史研究 49
し」について(上）

いまに生きる聖人のみ教え 教學院紀要 20

「自然法爾」をめぐる一考察 教學院紀要 20

親鷲における聖徳太子像について 宗教研究86(4)

親驚における果遂の薑について 宗教研究86(4)

親驚聖人の『華厳経』観 宗教研究86(4)

親鴬浄土教における光の形而上学的意宗教研究86(4)
義

『教行信証』における阿闇世の救済と宗教研究86(4)
逆誇除取

親鷲思想と言葉（2012年度チェーン・ 京都・宗教論叢 7
レクチャー概要テーマ「宗教と言語｣）

親鴬と言葉一親鶯における宗教的京都・宗教論叢 7
言葉の理解とその表現(2012年度チ
ェーン・レクチャー概要テーマ「宗
教と言語｣）

宇野恵教

一楽 真

木越 康

佐々木秀英

金子大榮

延塚知道

金子大榮

佐々木 勇

栗山俊之

佐々木 勇

金見倫吾

福
松
内
杉
永
安
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信
亮
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洸
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岡
田
記
田
原
藤
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章

林 智康

ヒロタデニス

嵩 満也
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内記 洸表現についての試論一井筒俊彦現代と親鴬
『意識と本質』から見る親鶯

佐藤弘夫親鴬の作った偽書 アジア遊学

浅井成海顕浄土真実教行証文類文庫版解説『教浄土真宗
行信証』のこころ 総合研究

佐々木 勇興正寺蔵『浄土三經往生文類』 （広本） 浄土真宗
の字音注について 総合研究

杉浦道雄真宗における正雑二行の研究 閲蔵：同朋大学
大学院文学
研究科研究紀要

伊東恵深 『教行信証』 「真仏土巻」所引『浬藥同朋仏教
経』の文の意義

小山一行親鴬の思想と無量寿経一本願筑紫女学園大学・
の解釈 短期大学部

人間文化研究所年報

25

161

7

７
８

48

23

<教学史・思想史＞

岩田真美 十九世紀の真宗とキリスト教一自真 宗 学 127
他認識をめぐって－

近世初期真宗教学の変貌 真 宗 学 128

存覚における父母に対する報恩思想真 宗 学 128
－『報恩記』を中心として－

FreedomandSafe-guardedness in真 宗 学 128
ShinranandHeidegger (邦題：親鴬
とハイデガーにおける「自由」と「護
念」の思想）

資料・真宗と国家VI下 教化研究 152/153
1942～1945〈太平洋戦争期・後篇＞

曽我量深における三心観について真宗研究 57
－「如来表現の範晴としての三心
観」を通して－

「生死出ずべき道」を求めて 真宗研究 57
－清沢満之「自力の迷情を翻転」
の内実一

真慧上人の伝道についての一考察真宗研究 57
－信と念仏の関係について－

浦真証

口智子谷

Dennis

HIROTA

高木祐紀

伊東恵深

藤田正知

－64－



平成二四年度真宗学関係研究論文目録

名畑直日児清沢満之と「信念」－不如意の智真宗教学研究 33
慧一

松山 大 曽我量深の二河譽領解についての一考察真宗教学研究 33
－特に｢我」と「汝｣について－

小山正文真慧上人の野袈裟をめぐりて 高田学報 101

瀧川和也一光三尊仏について－真宗高田派高田学報101
と善光寺式阿弥陀三尊に関する覚
書一

栗原直子近世高田教学における口伝資料の一考高田学報 101
察

知名定寛近世地域真宗史料の宝庫一琉球関本願寺史料 43
係史料を中心に－ 研究所報

知名定寛 （承前）近世地域真宗史料の宝庫 本願寺史料 44
－琉球関係史料を中心に－ 研究所報

左右田昌幸 「川越名号」をめぐる歴史の一コマ 本願寺史料 44
研究所報

尾崎誠仁史料紹介「祖師四百五十回御忌記」 本願寺史料 45
研究所報

谷口智子存覚における世俗的事柄に関わる報恩真宗研究会紀要 45
の説示一『破邪顕正抄』を中心と
して－

西原法興抄読『浄土真宗金剛鉾一三業帰命真宗研究会紀要 45
説批判概要一

川口 淳清沢満之の社会観に関する一考察 大谷大学大学院 29
研究紀要

龍口恭子存覚と仏心宗一『歩船紗』の一考印 仏 研61(1)
察

黒田浩明 『教行信証大意』の研究 印 仏 研61(1)

西原法興大漏『浄土真宗金剛鉾」要義 印 仏 研61(1)

花 栄真宗教学における唯識思想について 印 仏 研61(1)

Bernat 清沢満之の宗教哲学における霊魂印 仏 研61(1)
MARTI-OROVAL 論一仏教教理の影響を中心に

龍口明生 「妙好人伝」引用の説話 印 仏 研61(2)

菊川一道江戸期の「化身士文類」末理解に関す印 仏 研61(2)
る一考察一主に僧錆の「外教」の
位置づけをめぐって

興津香織浬桑山西教寺蔵『掴裂邪網編』草稿本印 仏 研61(2)
について
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『歎異抄』の成立と浄土宗の影響に関日本宗教16(2)
する試論 文化史研究

近世西本願寺門跡の地位獲得と葛藤 日本歴史 771
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文化研究所紀要
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研究年報
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畳二廻向宗教研究86(4)菱木正晴 「大逆」の僧・高木顕明の往還二廻向
理解について

沙加戸弘 『本願寺聖人親/鶯伝絵』の聖人像

義盛幸規わたくしにいはく－『口伝紗』撰
述の意趣

足立賀奈子 『御伝紗演義』の譽職因縁
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石井公成 「人間聖徳太子」の誕生一戦中か
ら戦後にかけての聖徳太子観の変遷

Bernat 清沢満之の宗教哲学における霊魂
MARTI-OROVAL 滅否論について－西洋思想の

彫響を中心に
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常塚 聴佐田介石の人間観と社会観一建白
書におけるく天眼＞＜天稟＞論につ
いて

安冨信哉 「相応」の智慧一大拙訳『教行信
証』理解への一視点

岡村美穂子。 インタビューあの頃の大拙先生
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田村晃徳生命(いのち)の名前一鈴木大拙訳
『教行信証』の一側面

羽塚高照鈴木大拙訳『教行信証』再版に寄せて

佐藤平顕明 ShinranShonin'sRejectionofSpiri-
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花園一実頓成の真宗学

塩谷菊美雑纂という形式一近世真宗におけ
る絵解き本と図会物（もう一つの古
典知一前近代日本の知の可能
性）

万波寿子江戸時代の西本願寺と出版（もう一つ
の古典知一前近代日本の知の可能
性）

川邉雄大大谷光瑞と中国布教（大谷光瑞と中国
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王 梛中国の大谷光瑞像及びその研究につい
て（大谷光瑞と中国一「国家の前
途」を考える）

柴田幹夫 『清国巡遊誌』を読む（大谷光瑞と中
国一「国家の前途」を考える）

野世英水大谷光瑞と日露戦争下の従軍布教（大
谷光瑞と中国一「国家の前途」を
考える）

新野和暢 『大谷光瑞興亜計画』 と中国認識（大
谷光瑞と中国一「国家の前途」を
考える）

猪飼祥夫大谷光瑞と中国仏教（大谷光瑞と中国
一「国家の前途」を考える）

加藤 愛大谷光瑞と上海事変（大谷光瑞と中国
一「国家の前途」を考える）

麓 慎一 ウラジオストック本願寺からシベリア
ヘー太田覚眠とシベリア（大谷光
瑞とアジアー帝国の拡がりとと
もに）

山本浄邦韓国〈大谷コレクション＞の現代史
（大谷光瑞とアジアー帝国の拡が
りとともに）

加藤斗規大谷光瑞と台湾（大谷光瑞とアジア
ー帝国の拡がりとともに）

高本康子大谷探検隊入蔵者資料と最近の研究動
向（大谷光瑞とアジアー帝国の拡
がりとともに）

服部等作 スバシ出土舎利容器と信仰の姿
一大谷探検隊の将来品と汎アジア
世界の宗教（大谷光瑞とアジアー帝
国の拡がりとともに）

村岡 倫大谷探検隊とモンゴル最古のチベット
仏教寺院エルデニ・ゾーー第二次
探検隊、橘・野村調査日記から （大
谷光瑞とアジアー帝国の拡がりとと
もに）

菅澤 茂大谷光瑞とその生涯に関わる建築につ
いて（大谷光瑞とその時代一人間
光瑞に迫る）
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栗田英彦大正初期浄土真宗本願寺派における教アジア遊学
団改革と信仰運動（大谷光瑞とその時
代一人間光瑞に迫る）

山本彩乃 『中外日報』にあらわれた大谷光瑞 アジア遊学
一明治三十六(一九○三)年の大陸
関連記事を中心に（大谷光瑞とその
時代一人間光瑞に迫る）

足立沙織上海別院一幻の大仏塔（大谷光瑞アジア遊学
とその時代一人間光瑞に迫る）

山本彩乃 『反省会雑誌』 と大谷光瑞（大谷光瑞アジア遊学
とその時代一人間光瑞に迫る）

塩谷菊美親鷺の実像を求めて－『高田親鶯アジア遊学
聖人正統伝』はなぜ「偽書」 と見破
られなかったか

塚本一真・ 真宗聖教の流伝と編纂－『浄土真浄土真宗
三浦真証。 宗聖典全書』の発刊によせて 総合研究
能美潤史

水本正人非人にとっての救いと宗教（特集近世部落解放研究：
被差別民と宗教） 部落解放・

人権研究所紀

奥本武裕被差別部落寺院をめぐる社会的関係の部落解放研究：
様相（特集近世被差別民と宗教） 部落解放・

人権研究所紀

矢野治世美浄土真宗の「尼講」について－紀部落解放研究：
伊国の事例から （特集近世被差別民部落解放・
と宗教） 人権研究所紀

引野亨輔近世真宗学僧の「遺書」争奪戦 福山大学人間
一、書物の時代．と学統継承のか文化学部紀要
たち

中村 薫南條文雄と楊仁山の典籍交換 同朋仏教

安冨信哉近代と真宗一宗教的「個」の系譜同朋仏教

飯田真宏水平社の親鶯 同朋仏教

古橋恒夫 『歎異抄』の文体と思想一親鶯聖文学研究
人の実像を求めて

鷺山智英宝暦年間筑前における真宗門徒農民筑紫女学園大学・
の遠島処分について 短期大学部人間

文化研究所年報
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緒方知美北部九州真宗文化財調査報告 筑紫女学園大学・
－近世真宗のうみだした文化的短期大学部人間
環境 文化研究所年報

大渓太郎加賀三ヶ寺と一向一摸 新潟親鷲
学会紀要

廣澤憲隆新潟では三十五日法要に朱蝋燭を用い新潟親鴬
るわけ 学会紀要

柴田幹夫大谷光瑞とアジア 新潟親驚
学会紀要

村山教二 「念仏まうさんとおもひたつこころの新潟親驚
おこるとき」について－真宗現代学会紀要
教学の問題点

23

９
９
９
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<現代問題＞

輝氏真澄 浄土真宗のアメリカ化に関する一考察龍谷教学 48
－北米開教区における「浄土」理
解より－

Buddhism,WoldPease, andReli-北陸宗教文化 26
giouslyMotivatedViolence

被災地の「心のケア」と宗教者のあり北陸宗教文化 26
方（｢震災と宗教」シンポジウム）

東日本大震災への関わりについて北陸宗教文化 26
（｢震災と宗教」シンポジウム）

禅から見た震災のとらえかた－鈴北陸宗教文化 26
木大拙「震災所感」を中心に－
（｢震災と宗教」シンポジウム）

浄土真宗における伝道活動の実践的研真 宗 学 127
究一統計調査・実地調査を踏まえ
て－

浄土真宗の建学の精神一真宗教育大谷学報92(2)
の可能性一

宗教教育考一浄土真宗の教義研究紀要（京都女子大26
とその表現方法について－学宗教・文化研究所）
（一）

浄土真宗における実践の研究－浄真宗研究 57
土真宗本願寺派「宗制」による社会
貢献の視座を通して一

三
雄
玄

、
洋
馨

ｄ

印
叩
山
崎
熊

ｇ
ｔ

・
１
ａⅢ
Ｈ
谷
木
大

葛野洋明

川村覚昭

小池秀章

葛野洋明
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アメリカにおける英語真宗教学形成の真宗研究 57
－背景一欧州系仏教同調者と欧州
系僧侶一

真宗における浄土観の現代的展開につ真宗研究 57
いての一考察

浄土真宗における自死の問題 真宗研究 57

現代の諸問題と禅 印 仏 研61(1)

真宗障害者福祉の現代的課題一共印 仏 研61(1)
に生きるということ

仏教者は新型動力炉命名にどう関与し印 仏 研61(1)
たか？－「もんじゆ」 「ふげん」
命名伝説の虚実

自信教入信一考一教団の声明（せ印 仏 研61(2)
いめい）分析による帰納的理解

禅的発想法の可能性 印 仏 研61(2)

仏教学は何をめざすのか（第63回学術印 仏 研61(2)
大会パネル発表報告）

震災と仏教（仏教学は何をめざすの印 仏 研61(2）
か,第63回学術大会パネル発表報告）

特集宮沢賢治と仏教賢治と法華経 大 法 輪79(4)
－賢治は、 『法華経』のどの部分
に惹かれたか

特集宮沢賢治と仏教賢治が考えた大 法 輪79(4)
「幸福」とは－本当の幸いをさが
しに

ダライ・ラマ14世が用いる「心」にか高野山大学密教 26
んする仏教用語の英訳語について 文化研究所紀要
一感情。光り輝き知るもの・認識
手段について

中村久子の生死観と超越（中） 龍谷大学論集 480

非代償性災害時におけるトリアージが武蔵野大学仏教 29
招く 「命の選別の問題」に対する二河文化研究所紀要
白道を基盤とした非身体的側面からの
ケアリングの模索

「ゴムの手」と瞑想研究が切り開く身武蔵野大学仏教 29
体論一認知科学と仏教の最前線 文化研究所紀要

現代における樹心流念の意義 教學院紀要 20

輝氏真澄

諒河村

普
下
頼
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之
道
信

工藤英勝

加茂順成

岡島秀隆

木村渭孝

師 茂樹

渡邊寶陽

鍋島直樹
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坂井祐円被災者支援にホ被災者支援において<仏教的＞である
とはどういくことか？ （パネル宗教者
側の実践活動から見えてくる東日本大
震災後の宗教学的課題）

「いのち」を生ききることの困難
一僧侶の病床訪問活動から （パネ
ル宗教的「いのち」観の危機と課
題）

モノたちとの共生きと癒し－臨床
と仏教の環境観（パネル大震災の問
う物質と霊魂一日本仏教再評価の一
環として）

医療現場の宗教者から見えてくる宗教
的ケア（パネル公共空間における宗教
的ケアのあり方一「臨床宗教師」の可
能性）

現地宗教者の意識と支援活動一高
野山真言宗僧侶を中心に（パネル東
日本大震災後におけるくいわき市＞
と宗教）

伝統教団内の支援のネットワーク （パ
ネル東日本大震災後におけるくいわき
市＞と宗教）

戒律規定と沙弥教育（パネルアジアの
宗教と教育）

中国仏教の唱導（パネルアジアの宗教
と教育）

日本の仏教教育（パネルアジアの宗教
と教育）

寺院の役割と日本人の宗教性（パネル
アジアの宗教と教育）

ピハーラ活動と日本人の宗教性（パネ
ルアジアの宗教と教育）

日本仏教のアメリカ化の諸相一加
州の浄土真宗と禅宗を比較して

仏教とカウンセリングの接点

明治期・真宗大谷派における高等教育
就学実態について

日系アメリカ人と仏教教育一戦前
の浄土真宗を例に

宗教研究86(4)

大河内大博 宗教研究86(4)

戸田瀞晏 宗教研究86(4)

森田敬史 宗教研究86(4)

齋藤知明 宗教研究86(4)

小川有閑 宗教研究86(4)

龍口明生

宮井里佳

岩瀬真寿美

長岡岳澄

伊藤秀章

程氏真澄

宗教研究86(4)

宗教研究86(4)

宗教研究86(4)

宗教研究86(4)

宗教研究86(4)

宗教研究86(4)

友久久雄

江島尚俊

一
示
一
示

教研究86(4)

教研究86(4)

本多 彩 宗教研究86(4)
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横久保義洋 瞥見天津仏教事情 岐阜聖徳学園大学 13
仏教文化研究所紀要

『宗祖讃仰作法音楽法要』について 浄土真宗 7
－その音楽面を中心に 総合研究

自死（自殺）問題に関する特別部会 浄土真宗 7
総合研究

スピリチュアルケアのための仏教的人桃山学院大学46(2)
問論一ナーガールジュナの戯論を社会学論集
めぐって

真宗保育実践に関する研究一大谷同朋福祉 19
保育協会所属園の見学を通して

真宗における救済観の現代的 閲蔵：同朋大学大学院 8
展開の一考察 文学研究科研究紀要

現代における仏教教育の「形」 （本願日本仏教 20
寺の「オオイチョウせっけん」から） 教育学研究
（第二十回学術大会研究発表(要旨)）

行列の出来る仏教講座をめざして 新潟親驚 9
学会紀要

現代心理学諸派における凡夫の概念と新潟親鷲 9
その超克 学会紀要

福本康之・
山口篤子

現代宗教課題
研究部会

打本弘祐

平野仁美

河村 諒

藤岡寿子

頓所是正

斎木浩一郎

<講演・シンポジウム＞

記念講演真宗における「さとり」 と龍谷教学 48
「救い」

第48回大会シンポジウム『教行信証』 龍谷教学 48
の書誌的研究について

徳永一道

．
・
・
生
行

慶
晴
夫
晋

栄
光
章
利
雅

赤
新
三
武
大
平

尾
栗
田
田 浄土教の本質

鎌倉の顕密仏教と幕府（平成23年
度宗教・文化研究所公開講座講演
録）

曇鶯大師と心（平成23年度仏教文
化公開講座講演録）

道緯禅師の浄土教一成立背景
を通して－（平成23年度仏教
文化公開講座講演録）

真 宗 学

研究紀要（京都女子大
学宗教・文化研究所）

127

26

藤丸智雄

殿内 恒

研究紀要（京都女子大26
学宗教・文化研究所）

研究紀要（京都女子大26
学宗教・文化研究所）
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憲成

信哉

記念講演：精神の空洞化と行信の課題

『教行信証』 と危機意識（宗祖親鴬聖
人七百五十回御遠忌記念シンポジウ
ム：親鶯と現代一『教行信証』の課
題）

言語的深化とく信＞実現の実践思想
一『教行信証』－（宗祖親鶯聖
人七百五十回御遠忌記念シンポジウ
ム：親鴬と現代一『教行信証』の課
題）

真実信心の現代的意義（宗祖親鶯聖人
七百五十回御遠忌記念シンポジウム：
親鶯と現代一『教行信証』の課
題）

親鶯聖人の回心一三願転入論一
（第19回真宗教学学会講演会）

親鶯聖人と『楽邦文類』 （第19回真宗
教学学会講演会）

シンポジウム親鴬聖人の御生涯を再
考する

真宗研究

真宗教学研究

大
安
江
冨

57

33

真宗教学研究下田正弘 33

真宗教学研究本多弘之 33

梯 實圓

福島光哉

真宗教学研究

真宗教学研究

高田学報

33

33

101山田
小山

草野
佐々
松尾
栗原

殿内

雅
正
顕
木
剛
廣

．
・
・
・
。
恒

教
文
之
正
次
海

真宗文献学を考える－教学の基盤真宗研究会紀要
として－

真宗講座「往生浄土のみちすじ」 中央仏教学院
紀 要

学術講演中道としての仏道 行信学報

第一回公開講演日本中世禅宗におけ駒沢大学大学院
る人的交流と密禅併修 仏教学研究会年報

第二回公開講演チベット仏教研究の駒沢大学大学院
ススメ 仏教学研究会年報

退任記念講演天台教学から道元・螢山駒沢大学仏教
学へ 学部論集

宗学院公開講座(二○一一年度)本願念宗学院論集
仏の伝承

普遍宗教としての浄土真宗一無償親鷲教学
の贈与を平等に分かち合う思想

45

24桐原良彦

内藤昭文

中尾良信

25

45

福田洋一

池田魯参

梯 實圓

井上尚実

45

43

85

100
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東洋の思想と
宗 教

東洋学論叢

武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

竹村牧男講演親鴬と『大乘起信論』一報
身・報土の問題を中心に

竹村牧男講演筆記書写山の一遍上人

田中智彦いのちと宗教（平成23年度武蔵野大学
仏教文化研究所「公開講座」シンポジ
ウム仏教・浄土真宗のこれから－その
可能性を問う）

高田文英浄土真宗の課題と展望（平成23年度武
蔵野大学仏教文化研究所「公開講座」
シンポジウム仏教・浄土真宗のこれか
ら－その可能性を問う）

爪田一寿。 シンポジウム第二部（平成23年度武蔵
田中智彦。 野大学仏教文化研究所「公開講座」シ
高田文英 ンポジウム仏教・浄土真宗のこれから

－その可能性を問う）

青木新門 〈公開講座講演要旨＞いのちのバトン
タッチー映画「おくりびと」に寄
せて

宮崎哲弥 〈公開講座講演要旨＞インドの仏教、
日本の仏教、そして…

CMstopherQueen・ EngagedBuddhism-Social
大來尚順【翻訳】 ServiceandPublicActivism

SpiritualPracticeintheNew
GIobalBuddhism

辛嶋静志第四二回光華講座言葉の向こうに開け
る大乗仏教の原風景一経文に見え
る大乗、一閏提、観音、浄土の本当
の意味

阿満利磨。 エンケイジド・ブッデイズム
小野田俊蔵【司会】 。 （京都・宗教系大学院連合2011年
北 尾 度研究会報告第10回「仏教と一神

教」研究会テーマ「エンケイジ
ド・ブッディズム｣）

大谷栄一 シンポジウム「十五年戦争と近代仏
教」の趣旨

八木英哉 シンポジウム『時局伝道教化資料』に
見る布教方針について－天皇＝阿
弥陀仏の表現について

OriOn シンポジウム十五年戦争期における宮
KLAUTAU 本正尊と日本仏教

30

38

29

武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

29

武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

29

武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

29

武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

武蔵野大学仏教
文化研究所紀要

29

29

真宗文化：真宗
文化研究所年報

22

京都・宗教論叢 7

近代仏教

近代仏教

19

19

近代仏教 19
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白川哲夫 シンポジウムもう一つの靖国一戦近代仏教
死者追弔の近現代史

高木慶子現代と親鴬の研究会激変する社会のな現代と親鴬
かでいのちを考える－人生の苦難
のなかで今を生きる

前田專學講演録鈴木大拙英訳『教行信証』編集現代と親鴬
をめぐって

マイ ケル英訳『教行信証』研究会鈴木大拙訳現代と親驚
コンウェイ 『教行信証』 「行巻」管見一「如

実修行相応」の英訳を手掛かりに

槌田 勘。 現代と親驚の研究会人間知の傲慢、科現代と親鴬
内記 洸・ 学の欺艤－大地に足して共に生き
山本伸裕【他】 る

大峯 顕。 『教行信証』真仏土・化身士巻研究会現代と親鷲
花園一実。 未法の時代における真理とは
内記洸【他】

浅井成海二○○四年一月十六日ご命日法要聞思浄土真宗
のこころ 総合研究

平川宗信記念講演刑法と人間一親鴬の京女法学:Kyojo
地平から （京都女子大学法学部journaloflawand
開設記念フォーラム特集法におpolitics
ける人間）

木村清孝生死去来真実人一大悲の禅とのか鶴見大学仏教
かわりから （曹洞宗大本山總持寺御文化研究所紀要
移転百年記念平成二十四年度鶴見大
学仏教文化研究所公開シンポジウム
ー死の痛みを超えて－大悲の禅に学
ぶ）

子島 潤 〈死の痛み＞を癒す医療一ホスピ鶴見大学仏教
スとピハーラ（曹洞宗大本山總持寺文化研究所紀要
御移転百年記念平成二十四年度鶴見
大学仏教文化研究所公開シンポジウ
ムー死の痛みを超えて－大悲の禅に
学ぶ）

関根 透医療倫理の視点から生と死を考える 鶴見大学仏教
一『看病用心紗』を中心に（曹洞文化研究所紀要
宗大本山總持寺御移転百年記念平成
二十四年度鶴見大学仏教文化研究所
公開シンポジウムー死の痛みを超え
て－大悲の禅に学ぶ）

19

24

24

24

25

25

7

2

18

18

18
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尊厳死とはなにか－仏教の立場か鶴見大学仏教 18
ら （曹洞宗大本山總持寺御移転百年文化研究所紀要
記念平成二十四年度鶴見大学仏教文
化研究所公開シンポジウムー死の痛
みを超えて－大悲の禅に学ぶ）

公開シンポジウム「仏教と教育と臨床日本仏教 20
－改めてつながり・縁を問う」概要 教育学研究

公開シンポジウム臨床における仏教・ 日本仏教 20
教育のあり方 教育学研究

講演『平家物語」の鎮魂一六道巡仏教文化 21
りから(佛教文化学会第22回学術大学会紀要
会基調講演・記念公演大会テーマ
「仏教と音楽｣）

講演「平家語り」の音楽性(佛教文化仏教文化 21
学会第22回学術大会基調講演・記念公学会紀要
演大会テーマ「仏教と音楽｣）

豊山流大師講の詠歌・和讃(佛教文化仏教文化 21
学会第22回学術大会基調講演・記念公学会紀要
演大会テーマ「仏教と音楽｣）

講演法要の形式声明の音律祈りの心仏教文化 21
(佛教文化学会第22回学術大会基調講学会紀要
演・記念公演大会テーマ「仏教と音
楽｣）

講演親鶯聖人伝の史実と伝承 新潟親鶯 9
学会紀要

特別講座僧侶は誰がために、寺院は何新潟親鶯 9
がために《疑と信の結節点を求めて》 学会紀要
一弥彦神社本地仏阿弥陀如来像焼
却阻止行動から、今、何を学ぶべき
か

特別講演思想史の観点から見た日本仏仏教史学研究55(1)
教

矢島道彦

笹
川
友

博通・
覚昭

久雄

田
村
久

山田昭全

新井泰子

内山慶法

小笠原隆浩

草野顕之

奈倉哲三

末木文美士

<平成23年度追加掲載論文〉

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
１
１
ｌ

く
く

０
０
０
０

６
６
６
６

研
研
研
研

『略論安楽浄土義』についての一考察

善導『観経四帖疏』における見仏

『安楽集』における自力・他力について

画像解析による法然上人御影の考察
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妙好人の伝記採録の意図一妙好人
伝「五巻本」を中心に

親鷲伝説の性格と意義一正聚房僧
純編『親鶯聖人霊瑞編』を中心とし
て

親鴬の念仏思想の特性一特に法然
との相異について

親鴬における『往生論註』十念思想の
受容と展開

親鷺の「横超」思想とその現代的意義

「行巻」大行釈引文の研究一善導
引文

存覚の報恩思想における真宗者の世俗
行為に対する態度

本願寺派能化の知空著『浄土和讃首
書』の引用文献について

真宗における死生観の検討

真宗障害者福祉の実践道一向下的
共生道としての自立生活運動
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真宗研究会 43．44
紀 要

真宗研究会 43．44
紀 要

真宗研究会 43．44
紀 要

真宗研究会 43．44
紀 要

アメリカにおける念仏者の実践：京極
逸蔵と六波羅蜜

二○一○年度真宗研究会例会親鶯教義
の書誌的研究

二○一一年度真宗研究会例会覚如の教
学理解

輝氏真澄

武田 晋

普賢保之

付記ここに掲載しました論文は、平成24年4月より平成25年3月までに発表され

たものです。掲載漏れの論文も多いかと思いますが、ご容赦ください。 この目

録は龍谷大学図書館に収蔵されている雑誌を中心に集めております。 もし掲載

漏れ・誤植等お気づきの際には、お手を煩わせますが、真宗学会までご連絡い

ただければ幸いです。
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